
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／しらたま




デザイン／たにごめかぶと（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







序章







　半年前、冬。

　普段練習に使っている貸スタジオの一室で、俺──藤ふじ波なみ奏かな太たは告げる。




「Eternalエターナル Redレッドは今日で解散だ」




　それは俺の青春と夢そのものであったバンドの終しゅう焉えん。

　そしてボーカルとして活動していた〝ソウタ〟を辞める時。

　バンドメンバーたちの反応は様々だった。

「ちくしょう……っ！」

　ドラム担当のテル──相あい川かわ輝てる幸ゆきは顔を歪ゆがめて吐き捨てる。

　幼稚園の頃からの腐れ縁なので、こいつには俺の気持ちは筒抜け。

　冷静であろうと努める俺の代わりに、テルは悔しがってくれていた。

「……分かった」

　ベース担当のマッキーこと牧まき野の徹とおるは、予期していた様子で嚙かみしめるように頷うなずいた。

　小学三年生の時に転校してきたマッキーは、物静かで気配りができ、いつ空中分解してもおかしくなかった俺たちのバンドを支え続けてくれた。

　もしかしたら俺たちの誰よりもバンドを大切に思っていてくれたのかもしれない。

　そしてギターのユキ──赤あか谷や小こ雪ゆきは……。




「ふざけんじゃないわよっ!!」




　激怒し、俺の胸倉を摑つかんだ。

　家が近所で、幼い頃からよく一緒に遊び、数えきれないほど喧けん嘩かをしてきた彼女は、俺に対して一切遠慮などしない。

「ソウタはそれでいいわけ!?　声が変わったからって何よ！　歌いたいなら歌えばいいじゃない!!」

　燃えるような瞳で俺を至近距離から睨にらみつけ、ユキは叫ぶ。

「…………ごめん」

「っ──何で謝んのよ！　謝らないでよ……諦めないでよ……ソウタにとって、歌は何より大事なものだったでしょ！」

　目に涙を浮かべる彼女の手をそっと外し、俺は頷く。

「ああ。でも……この声じゃ、やっぱりダメなんだ」

　自分の喉に手を当て、言葉を続ける。
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「俺はもう──歌わない」

　決意を込めて、俺は告げた。

　それはこの現実を受け入れて、新たな一歩を踏み出すための誓い。

　あまりにも眩まぶしくて楽しかった夢から醒さめるための一言。




　その時は──そう決めたはずだったのだ。





＊






　これは〝あの人〟と出会う少し前のこと──。




「ソラ、どうしたの？」

　わたしがじっと見つめていることに気付いたのか、お母さんがこちらを向く。

　お母さんのパソコンからは聞き慣れた曲が流れていて、画面には歌う人たちの姿も映っている。

「ううん、別に。ただ、お母さん──その曲を聞いてる時、すごく楽しそうだなぁって」

　首を横に振りながらも、自分の声にはわずかな嫉妬の感情が混じってしまっていた。

　いつも忙しいお母さん。

　わたしのために日曜日だって働きに行くお母さん。

　大雑把でいい加減だから、わたしがしっかり面倒を見てあげないといけないお母さん。

　疲れていることが多いからか、わたしが喜ばせようとしても、楽しませようとしても、こんな風に心から笑ってはくれない。

　でもこの曲は、お母さんを簡単に笑顔にしてしまう。

　そのことが羨ましくて、少し悔しい。

「楽しいよ。だって私、この子たちに──この子たちの歌う曲に恋しちゃってるもの」

「恋？」

「トキめいているってこと」

　笑いながらお母さんは言うが、わたしにはよく分からない。

「恋をしたら、そんなに楽しくなれるの？」

「そうよ。世界がキラキラーって輝く感じ」

　やっぱりお母さんの言うことは分からない。

　からかわれているのかと思ってしまう。




　でも、あれから時間が経たって──。




「ソラちゃん、今日も児童館？」

「うん、レッスン──じゃなくてボランティア。じゃあ……また明日」

　放課後、クラスメイトにそう言って足早に小学校を出る。

「カナタさん、もう来てるかな……」

　自然と歩調は速くなり、ランドセルを揺らして走り出す。

〝あの人〟に会いたくて。

　一分でも一秒でも早く。

　夏が近づく空は眩しい。

　お母さんの気持ちが、少し分かったような気がする。

　いつの間にかわたしの日常は、キラキラと輝いていた。





第一章　夏へ向かう








１






　閉館後の児童館。

　ピアノのある大広間──。

　そこは〝俺たち〟にとって特別な場所となっていた。

「──それでも、諦めたくはないんです」

　高く澄んだ声の中には、幼さと微かすかな甘さが滲にじむ。

　一度耳にしたら忘れられない響き。

　俺──藤ふじ波なみ奏かな太たの最初の教え子は、真剣な表情で台本の台詞せりふを読み上げている。

「だから、行きましょう」

　色素の薄い髪と肌に整った顔立ち。

　どこか儚はかなげな印象の小学五年生の少女、白しら瀬せ空そらの紡ぐ言葉にはしっかりと感情が乗っていた。

　──ソラちゃん、良いい感じだな。

　俺は彼女の方を見ながら思う。

　感情移入が浅いという問題を乗り越えて、ソラちゃんはめきめきと実力を伸ばしていた。

「うん……最後まで、頑張ってみる」

　続いて声を発したのは、この場で最年少の女の子。

　お団子頭の可か愛わいらしい雰囲気の子だが、誰よりも野心的で負けず嫌いなことを俺は知っている。

　彼女──小学三年生の鈴すず森もり忍しのぶは、幼い男の子役を見事に演じていた。

「きゃははっ！　面白くなってきたじゃない。こうなったらとことん付き合ってあげるわ！」

　作中のキャラクターに成り切って無邪気に笑う金髪の少女は、小学六年生の桜さくら乃の美み沙さ貴き。

　天てん真しん爛らん漫まんでいつも明るく振る舞う美沙貴ちゃんだが、決して自分勝手ではなく、周囲への気配りを欠かさない。

　今も隣に座る親友の様子をちらちらと窺うかがっていた。

「了解いたしました。当機はどこまでもお供いたします」

　美沙貴ちゃんの視線に気付くことなく、台詞を読むことに必死な黒髪の少女。

　ゴスロリ系の服がとても似合う彼女の名は、東雲しののめ紫し苑おん。

　作中では機動兵器のＡＩ役を務めている。

　東雲さんと美沙貴ちゃんは同じクラスのボランティア委員で、物心ついた時から一緒の幼おさな馴な染じみだという。

　そう、ボランティア委員だ。

　その繫つながりがなければ、高校生である俺が小学生の彼女たちと関わる機会などなかっただろう。




「よし、そこまで」




　場面転換のところまで来たので、手を叩たたいて読み合わせを止める。

「ねえねえ！　今日の読み合わせは誰が一番上手だった？」

　するとすぐに美沙貴ちゃんが俺に駆け寄ってきた。

「それはとーぜん、しのぶなの！」

　俺が答える前に、忍ちゃんが声を上げる。

「わたくしも今回は悪くない出来だったように思うのですが……藤波先輩、いかがですか？」

　東雲さんも評価が気になるらしく、俺をじっと見つめてきた。

「か、カナタさん！　わたしも正直な意見を聞いてみたいです……！」

　ソラちゃんにまで言われてしまえば、もうきちんと答えざるを得ない。

　四人から期待の眼まな差ざしを感じつつも、俺はそれ以外の人物に顔を向ける。

「ん？」

　彼女──穂ほ高だか塔とう子こは、俺と目が合うと不思議そうに首を傾かしげた。

　高校二年生の彼女は俺のクラスメイトで、俺をボランティア委員に誘った張本人。

　そして今は時々レッスンにも参加している。

「今のパートには出番がなかったけど、今日のレッスンで一番出来栄えがよかったのは穂高さんだと思うよ」

「ええっ!?　わ、私？」

　全く予想外だったらしく、穂高さんは慌てふためく。

「あー……トーコ姉ねえかぁ。確かにそうだったかも」

　けれど言い出しっぺの美沙貴ちゃんは、納得したように言う。

「むぅ、お兄ちゃんはやっぱりしのぶにきびしいのー」

　忍ちゃんは不満そうだが、俺の意見自体に文句は言わない。

「見習うべき点はたくさんありましたわね」

「うん！　塔子お姉ちゃん上う手まかったです！」

　東雲さんとソラちゃんも同意するのを見て、穂高さんは首を横に振る。

「そ、そんな、私もまだまだだって！　っていうか私は出番が少ない分、同じところを何度も練習してたから……」

　謙遜する彼女に美沙貴ちゃんはぐいっと詰め寄った。

「やっぱりトーコ姉は強敵だねっ！　今日は上手くできたからカナ兄にいに褒めてもらおうと思ったのに……次は負けないからっ！」

「うーん、私としては皆の方がずっと凄すごいなーって感じてるんだけど」

　頰を搔かく穂高さん。

「読み合わせのことだけじゃないよ？　カナ兄のことだってトーコ姉は一歩先を行ってるから、頑張って追いかけるつもりっ！」

　だが美沙貴ちゃんの一言で、穂高さんの表情が固まる。

「え、えっと？　美沙貴ちゃん、何のことかしら？」

　問いかけつつ、彼女は俺を横目で見た。

　分からないと、俺も首を横に振るが──。




「だってトーコ姉、この前カナ兄と駅前でデートしてたでしょ？　ね、紫苑？」




　その言葉に空気が凍る。

　同意を求められた東雲さんはこくりと頷うなずく。

「はい、先週の日曜日にお見掛けしましたわ。とても楽しそうで──羨ましく思いました」

　皆から集まる視線。

「カナタさん……？」

「お兄ちゃん、ホントなの？」

　ソラちゃんと忍ちゃんがやけに真剣な表情で確認してくる。

　今行っているレッスンの〝本番〟が近づく中、俺の日常もまた緊張感を孕はらんだものになろうとしていた。
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『じゃあ、別の日ならデートしてくれる？』

『……それは、まあ』




　以前、穂高さんとそんな会話をした。

　その時はソラちゃんたちのレッスンで忙しく、遊びに誘われても後日に回すしかなかったのだ。

　そしてオーディションが終わり、レッスンも軌道に乗ってきたところで改めて誘われた。




『藤波くん、今度の日曜──遊びに行かない？』




　それが先週の出来事。

　まさか美沙貴ちゃんたちに目撃されていたとは思わなかった。

「──ってわけなんだ。デートっていうか……前から約束してて、単に二人で遊んだだけというか──」

　夕ゆう陽ひが照らす道を、ソラちゃんと並んで歩く。

　レッスンの後、彼女を家まで送っていくのが普段のルーティーン。

　だがいつもは和やかな帰り道が、今は妙な緊張感に包まれている。

　──なんで言い訳しているみたいになっているんだ？

　単に事情を説明しただけなのだが、何な故ぜだか焦りで口調が速くなってしまう。

「二人で遊んだんですか……楽しそうですね」

　相あい槌づちを打つソラちゃんの口調がどこか空々しい。

　前を見たまま、なかなかこちらを見てくれない。

「まあ、その、楽しかったけど……」

　引っ越して来てから、クラスメイトと普通に外で遊んだのはそれが初めて。

　一人でぶらついているだけでは知らなかった店や遊び方を教えてもらえて、とても有意義な休日になったと思う。

「わたしとデートした時より……楽しかったですか？」

「え？　デート？」

　何のことかと聞き返してから、ハッと気づく。

　演技に悩んでいたソラちゃんの助けになればと、俺は前に彼女を漫画喫茶に連れていったことがあったのだ。

「あ、そうだったな。ソラちゃんとも前に二人で出かけたよな。もちろんその時も楽しかったけど……」

　慌てて答えるが、どちらも楽しかったので曖昧な表現になってしまう。

　しかも最初に聞き返してしまったのが、致命的な失敗だった。

「……分かってます。あれはレッスンの一部みたいなものでしたし」

　ようやくこちらを見たソラちゃんは頰を膨らませ、拗すねたような口調で言う。

「いや、それは──」

　何か言わなければと思うが、上手く言葉が出てこない。

　というかどうしてこんなに気まずい感じになっているのかが、そもそも不可思議だった。

「あっ──ごめんなさい、カナタさん。何だかわたし、わがままですね。こうやって毎日送ってもらって、その……二人きりの時も多いのに」

　ソラちゃんもこの気まずさに戸惑っているのか、我に返った様子で謝ってくる。

「ただ、ちゃんとしたデートってどんなことをするんだろうって気になって……」

　言い訳するように言葉を続けた彼女は、一拍置いて問いかけてきた。

「あの……大人のデートって、き、キスとかもするんですよね……？」

「なっ──し、してないって！」

　思わぬ質問に動揺しながら答える。

「でも前に読んだ漫画に……」

　──漫画喫茶でそういう作品を読んだのか。

「いや、本当にしてないし、デートって言っても人それぞれだろうし……前にソラちゃんにも言われたけど、俺もまだ大人ってわけじゃないし──」

　大人がどうこうといった話をした時のことを思い出しながら言う。

「あ、そういえばそうでした」

　ソラちゃんがくすりと笑ってくれてホッとする。

「だろ？」

　いつも通りの雰囲気が戻ってきて、俺は空に目を向けた。

　まだ太陽が西の空で輝いている。

　レッスンを始めた頃は、もうこの時間だとほとんど日は沈んでいた。

　けれどあれから段々と日は長くなり、少しずつ夏へ近づいていることを感じる。

「──あの、カナタさん」

　眩まぶしい西日に目を細めながら、ソラちゃんが俺を呼ぶ。

「何？」

「この時間でも、だいぶ明るくなりましたね」

　どうやら彼女も俺と同じことを考えていたらしい。

「そうだな」

「えっと……それなのに、今も家まで送ってくれて……本当に嬉うれしいです。でも、いいんでしょうか？　カナタさんもお忙しいのに、迷惑を掛けてるんじゃ……」

　おずおずと不安げな表情で彼女は問いかけてきた。

「迷惑なんかじゃないよ」

　俺は笑って首を横に振る。

「ほ、本当に？」

　少し表情を緩ませつつも、まだソラちゃんは心配そうな様子だ。

「ああ、その日のレッスンについて感想を聞けると参考になるし──汀なぎささんがいる時は皆で一緒に楽しく夕飯も食べられるから」

　ソラちゃんの母親である汀さんは、帰りが遅くなることが多いのだが、早く帰宅していた時は俺を夕飯に誘ってくれるのだ。

　一人暮らしの俺にとって、彼女たちとの団だん欒らんは最も心休まるひと時だった。

「それなら──よかったです」

　ようやく納得してくれたらしく、ソラちゃんは笑みを浮かべる。

「でも、本当に夜が来るのは遅くなったよな」

　俺はまだ星の見えない空を見上げて言う。

「もう……レッスンを始めて、二ヵ月ですもんね」

　ソラちゃんもしみじみと呟つぶやいた。

　始まりは今年の四月。

　かつて有名高校生バンドのボーカルとして活動していた俺は、〝奇跡の声〟とまで言われたその才能を失って引退。

　普通の高校生として一からやり直すために、地元から遠く離れたこの街の学校に転入した。

　そこで偶然前の席だった穂高さんに誘われ、ボランティア委員に立候補し、児童館のイベントなどを手伝うことに。

　ボランティア委員はこの辺りの学校が連携して行っている活動らしく、小学生であるソラちゃんたちも参加していた。

　そのイベントで子供たちを相手に朗読劇を披露したのだが──俺の演技を聞いたソラちゃんが、思いがけないお願いをしてきたのだ。




『わたしに声優になるためのレッスンをしてください！』




　ソラちゃんは必死だったが、俺は最初断った。

　何故なら俺は声優の経験などなく、全くの素人だったから。

　ただ、彼女は〝声質〟というかけがえのない才能を持っていた。

　それを守りたいという気持ちと、何よりもソラちゃんの真剣な想おもいに打たれ、ボイストレーニングだけならという形でレッスンを引き受けた。

　ただ、話はそこで終わらない。

　ボランティア委員ＯＢであり、有名な個人アニメ作家である南みなみエレナが、児童館に持ちかけてきたのが〝声の依頼〟。

　それをきっかけに美沙貴ちゃんや東雲さん、忍ちゃんもレッスンに参加することになった。

　当初はガヤや台詞の少ない端役だけを依頼するつもりだったらしいが、色々あってメインキャラクターのオーディションを受けさせてもらうことになり──彼女たちは役を勝ち取ったのだ。

「本番の収録は夏休みにって話だったよな。オーディションの時はまだまだ先だと思ってたが、もう来月か」

　今は六月。夏休みは七月の下旬から始まる。

　そろそろ南エレナから具体的なスケジュールの連絡もあるだろう。

「はい──オーディションの時は褒めてもらえましたけど、あれは台本のほんの一部で……全部を完璧にしようとすると時間がいくらあっても足りない気がします」

　小学生らしくない重い溜ため息いきを吐くソラちゃん。

「時間、か。俺の方はこれ以上うだうだしているとタイムオーバーになりそうだ」

　レッスンの時は堪えた弱音がぽろりと零こぼれる。

「何かあったんですか？」

「ほら、オーディションの時に俺が弾いた伴奏と挿入歌──きちんと仕上げて来いってエレナにせっつかれてるんだよ」

　伴奏はソラちゃんたちの演技を〝調律〟するために行った工夫の一つだった。挿入歌に関しても、ぶっつけ本番な粗削りなもの。

　今のままではとても作品には使えない。

「え、えっと……大丈夫、ですか？　もし何か、わたしにできることがあったら……」

　ソラちゃんは本気で心配してくれる。

「ありがとう。でも気持ちだけで十分だ。解決法は分かってるんだよ──最初から」

　苦笑を浮かべて俺は首を横に振った。

「ただ……なかなか、踏ん切りがつかなくてさ。それはたぶん、すごくみっともないというか……カッコ悪いことだから」

　気まずい想いを抱えて俺は頰を搔く。

「よく分からないですけど──わたしは応援します！」

　詳しく事情を説明していないので分からないのは当然なのだが、それでもソラちゃんは真剣な顔でそう告げる。

「たとえカッコ悪くても、頑張ってるならカッコ良いと思います！　たぶん……！」

　ぐっと拳を握りしめて力説するソラちゃんの言葉は、俺の胸の奥までストンと届いた。

「──そうかもな。ソラちゃんのおかげで、少し勇気が出たよ」

「……！　はいっ！」

　嬉しそうに頷くソラちゃん。

　そうして彼女を家まで送り届けた後、電車に揺られて帰宅しながらスマホを取り出す。

　メッセージアプリを開き、グループチャットのページへ。

　そこでの会話は去年の冬で終わっている。

　何故ならそのグループは──俺たちのバンドは、そこで解散したのだから。

　個人同士でやり取りすることはあったが、以来このグループチャットは使っていない。

　だが俺は約半年ぶりにそこにメッセージを書き込む。

『力を貸してくれ』

　短い一言。

　今さらで、都合の良すぎる依頼。

　送信してすぐに後悔と恥ずかしさで胸が一杯になるが──取り消す間もなく、全員分の既読がついた。
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　──七月、第一日曜日。

　梅雨はまだ明けず、暗く淀よどんだ空模様はもう一ヵ月以上続いている。

　けれど児童館には、そんな重苦しい雰囲気を吹き飛ばす子供たちの声が溢あふれていた。

「よし、次は歌の時間だ。何でも好きな曲をリクエストしてくれ」

　月に一回、休日に開かれる児童館のレクリエーション。

　四月から始まり、今回で四回目。

　もう子供が好む曲のレパートリーは完璧だ。

　彼らの求めに応じて俺はピアノの鍵盤を叩き、子供たちは音程など気にせず好き勝手に声を張り上げて歌う。

　ソラちゃんや穂高さんたち、ボランティア委員の仲間もそこに加わり、一つの音楽が紡がれる。

　俺がボランティア委員に誘われたのは、ピアノが弾ひけると自己紹介の時に言ったから。

　その本分を果たしている時間は、何だかとても充実していた。

　合唱の後は童話の朗読会。

　そちらのクオリティは、四月とは比べものにならない。

　アニメ映画に声で出演するため練習を重ねている俺たちの演技に、子供たちは大いに盛り上がってくれた。

　そうして七月のレクリエーションは、いつものように午前中で終了する。

　大半の子供たちが帰り、俺たちボランティア委員が後片付けをしていると、館長が声を掛けてきた。

「そうそう、昨日の夜に南さんから連絡があったわ」

「エレナから？」

　俺は片付けの手を止めて聞き返す。

　他の皆も館長のもとに集まってきた。

　かつて個人制作アニメで海外の賞を取った南エレナは、現在次回作の制作を行っている。

　ソラちゃんたちはその作品のオーディションを受け、メインキャラクター役を勝ち取ったのだ。しかも俺と穂高さんも端役で出演が決まっている。俺に関しては音楽も担当するので、色々と手一杯な毎日が続いていた。

「も、もしかして収録の日程が決まったんですか……!?」

　ソラちゃんが緊張気味な声で問いかけた。

　本番の収録は、これまでの長い練習の成果を見せる場。

　気負うのも無理はない。

「ええ。前から聞いていた通り、夏休みにって話だったわ。ただ、一つ相談したいことがあるらしいの」

　館長は頷いて、そう答える。

「エレナお姉ちゃんの相談ってどんなことー？」

　忍ちゃんが小首を傾げて疑問を口にした。

「収録スタジオの関係で、できれば東京へ来てほしいそうなのよ。お祖ば母あさんの家があるから、そこで一週間ほど皆さんを預かりたいって」

「やったーっ！　夏休みに皆で旅行だーっ！」

　歓声を上げる美沙貴ちゃんだったが、即座に東雲さんがツッコむ。

「あくまで収録に行くんですのよ？　いわば合宿ですわ」

「でも合宿も旅行でしょ？」

「それはまあ……」

　渋々頷く東雲さん。

「だったらさ、今から行動しておくべきだと思うんだよね」

「読み合わせなら頑張っていますわよ」

　美沙貴ちゃんは東雲さんの言葉を聞き、首を横に振る。

「違う違う。収録の準備じゃなくて、旅行の準備だよ。旅行、しかも夏って来れば必要なものが一つあるよねっ！」

「あ──確かに、クラスメイトの方々がよく言ってらっしゃいますが……」

　東雲さんは何か思い当たったようだが、俺にはさっぱり分からない。

「何の話なのー？」

　忍ちゃんも不思議そうに問いかける。

「夏……必要なもの……水着とか？」

　予想を口にするソラちゃん。

　──水着か。

　ソラちゃんなら白い水着が似合いそうだなと考え──我に返って頭を振る。

「水着を用意するの？　だったら、しのぶはかわいいフリフリの水着がいいの！　トーコお姉ちゃんと美沙貴お姉ちゃんは、ビキニが絶対似合いそう！　紫苑お姉ちゃんはパレオ付きのお洒しゃ落れな水着とか着て欲しいの！」

　だが忍ちゃんの言葉で、皆の水着姿まで想像してしまう。

　確かに皆、可愛くて似合いそうだ。

　けれど想像するだけでも、何だか悪いことをしている気がして、もう一度大きく頭を振って思考を切り返る。

「本当に水着のことなのかな？　合宿中、さすがに泳ぐ機会はなさそうだけど」

　俺がそう言うと、美沙貴ちゃんは首を縦に振った。

「カナ兄の言う通りだよ。ソラちゃんと忍ちゃんはまだまだコドモだねっ。あのねー、夏休み前には〝カレシ〟を作った方がいいんだって！　そしたらカチグミ？　らしいよ！」

　その言葉にソラちゃんが大きな動揺を見せる。

「か、彼氏……ですか？」

　俺も何と反応すればいいか分からず頰を搔く。

「最近の子は進んでますね……」

　とりあえず当たり障りのない言葉で館長に同意を求める。

「ふふ、いえいえ。女の子はどの時代もこんなものですよ」

　だが館長は頭を振り、優しげな笑みを浮かべていた。

　そこで俺は気付く。

　いつの間にか女の子たちの視線が俺に集まっている。

「カレシはやっぱりカッコイイ人がいいなー」

「いえ、外見だけでなく中身も重要だと思いますわ」

　美沙貴ちゃんと東雲さんはそう言いながら俺をじっと見つめる。

「カレシ……勝ち組……知らなかったの……でも皆が羨むようなすごい人じゃないと……」

　忍ちゃんはやけに真剣な表情で呟きながら、俺を眺めていた。

　するとソラちゃんが、彼女たちの視線を遮るように俺の前へ出る。

「そ、そうだカナタさん！　合宿のこと、一緒にお母さんに話してもらえませんか？　カナタさんがいるならきっと許してくれると思いますし」

「ああ、分かったよ。確かにその方がいいな」

　ソラちゃんのレッスンを引き受けた身として、それもやるべきことだろう。

　それに話の流れが変わってホッとする。

　けれどその日はずっと何やら居心地の悪い視線を女子たちから感じていた。
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　白瀬家の食卓は、どこか懐かしくて居心地の良い空間だ。

「ちょっとお母さん、ほっぺたにご飯粒ついてるよ」

　ソラちゃんが母親の汀さんの頰を指差して言う。

「えー、どこ？　取って取ってー」

　恐らくはまだ二十代で、年の離れた姉のようにも見える汀さんは、娘に顔を近づける。

　その瞼まぶたは重そうで、口調も緩い。

「もう……カナタさんが来てるんだから、あんまりだらしのないところを見せないでよ」

　恥ずかしそうに俺の方を窺いながら、ソラちゃんは汀さんの頰についたご飯粒を指で取った。

　何だか親子の立場が逆転しているように見えるが、これはこれで微ほほ笑えましい。

「早朝からのシフトで眠いんだから仕方ないでしょー。というか女はこれぐらい隙がある方がモテるのよ？　ソラもご飯粒をつければ、奏太くんに取ってもらえるのに」

「な──へ、変なこと言わないで！　カナタさん、お母さんの言うことを真に受けないでくださいね！」

　汀さんの言葉に顔を赤くしたソラちゃんは、俺に強く訴えた。

「あはは、了解。それより……そろそろあの話をした方がいいんじゃない？　汀さん、ご飯が終わったらすぐ寝ちゃいそうだし」

　苦笑しながら頷いた俺は、彼女を促す。

「あの話ー？」

　きょとんとする汀さんに、ソラちゃんは本題を切り出す。

「えっとお母さん──実はね、夏休みに東京へ行きたいんだけど……」

「東京ぉ!?　連れてく時間もお金もないって！」

　声を裏返らせて汀さんは驚きの声を上げた。

「あ、お母さんに連れて行ってほしいってことじゃないの。旅費は出してもらえるらしいし──まずはこれ、読んでみて」

　ソラちゃんは今後の予定が記されたプリントを差し出す。これは館長が皆に配ったものだ。

「んー……？」

　怪け訝げんな顔をしながらもプリントを受け取り、内容を確かめる汀さん。

「へえ、そういうこと。ボランティアＯＢの子が作ったアニメに声を当てるんだっけ？　それは聞いてたけどさ、わざわざ東京まで行く必要はあるの？」

　そこが引っかかったらしく、彼女はソラちゃんに問いかける。

「その……館長さんは収録スタジオの関係で……とか言ってたけど……」

　ただソラちゃんもその辺りの事情は理解できていなかったらしく、曖昧な返答になってしまう。

　なのでここは俺が助け船を出すことにした。

「それだけ凄い作品にソラちゃんは出演するってことです」

　俺の言葉を聞いて、汀さんはこちらを向く。

「凄いって……別にプロの人が作ったものじゃないんでしょ？」

「そうですけど、前作は海外で賞を取って日本でも話題になりました。だからこの作品も多くの──ひょっとしたら世界中の注目を集めるかもしれません」

「世界中とか、またまたー」

　冗談はよしてくれというように手を振る彼女だったが、俺が真面目な表情を崩さずにいると顔から笑みが消える。

「……マジで？」

「マジです。まあ、あくまで可能性ですけど」

　肯定するが、決して成功が約束されているわけではないと付け加える。

　たとえ前作よりクオリティが上がっていても高い評価を得られるとは限らない。

　かつて俺が動画サイトに投稿したEternal Red初のオリジナル曲。

　それは運良く注目されて人気を博したが、二作目、三作目の曲は一作目の再生数を上回ることがなかった。

　その壁を突破できたのは、メジャーデビューをして知名度が上がってからのこと。

「普通なら大げさだと思うところだけど、奏太くんの言うことだからねぇ……真に受けるしかないか」

　大きく溜息を吐き、汀さんは言う。

　彼女はEternal Redの大ファンであり、俺がボーカルの〝ソウタ〟であることを知っている。だから俺の言葉を信じてくれたのだろう。

「ただ……だとしたら逆にソラで大丈夫なのかね。この子こそ全くの素人なのに……」

　汀さんは心配そうな眼差しを娘に向ける。

「それも心配ありません。ソラちゃんは一生懸命努力してオーディションに合格しましたし、その後もずっとレッスンを続けています」

　庇かばうのではなく事実として俺は胸を張って告げた。

「カナタさん……」

　おろおろしていたソラちゃんは俺と目が合うと、自信を取り戻した様子で頷く。

「お母さん！　わたし、頑張ってくるから……だから、東京へ行かせて……！」

　強い口調でソラちゃんは訴える。

「東京……東京ねぇ……」

　どこか苦い表情を浮かべ、汀さんは頭を搔く。

　あまり芳しくない反応に不安になるが、彼女はソラちゃんの真剣な顔を見て溜息を吐く。

「分かったよ。行っておいで」

「……っ！　本当!?」

　パッと顔を輝かせてソラちゃんは汀さんに詰め寄った。

「ああ、楽しんでくるといいよ。おみやげ、よろしくね」

　笑みを浮かべて答える汀さん。

「うんっ！　お母さんが好きそうなもの買ってくる！」

　喜ぶソラちゃんだったが、俺は汀さんが何か言葉を吞のみ込こんだようにも見えて少し気になっていた。

　その答えを、俺は白瀬家を後にしてから知ることになる。




『ソウタくん、ソラのこと頼んだよ』




　ちょうど雛ひな野の駅から電車に乗ったところで、スマホが震えて汀さんからのメッセージが届いた。

　汀さんは文章でのやり取りに限って、俺を〝ソウタ〟と呼ぶ。

　普段は抑えているファン魂をここで発散させているのかもしれない。

　俺は空あいている座席に座ってから返信する。

『もちろんです。任せてください』

　責任を負うことには不安もあるが、それは表に出さずに請け合う。

『あと、もしかするとソラは東京で王道の観光地じゃなく、少し変わった場所に行きたがるかもしれない。余裕があればそこに連れて行ってやってくれ』

『どういうことですか？』

　変わった場所とはどこだろうと思いながら聞き返す。

『私と旦那が出会ったのが東京だったんだよ。その頃の思い出話をソラにしたことがあってね。ソラが勝手に行動しないか心配になって、少し渋ったのさ。でもソウタくんがいるなら安心できる。もう何ヵ月もソラのことをちゃんと見ていてくれたもの』

　──汀さんの旦那さん……ソラちゃんの父親、か。

　白瀬家は汀さんとソラちゃんの母子家庭。そうなった事情について俺は全く知らない。

　汀さんが最初ソラちゃんの東京行きを渋ったのは、夫のことが無関係ではなさそうだ。

　ただ──。

『信用してくれて、ありがとうございます』

　色々と気になることは多いが、こちらから踏み込んでいいことではない気がして、その一言だけを返す。

『こちらこそ、さんきゅーな♡』

　語尾にハートマークがついた短いメッセージが送られてくる。

　俺は小さく息を吐いてスマホを制服のポケットに入れた。

　がたんごとんと揺れる電車の窓の向こうには、いつの間にか青空が広がっている。

　──児童館を出た時は、どんよりとした梅雨空だったのに。

　わずかな時間で空模様はがらりと変わっていた。

　新しい季節の幕が開けたかのよう。

　夏が、近い。
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「やっぱりカレシ欲しいなー」

　幼馴染であり親友でもある桜乃美沙貴の呟きに、東雲紫苑は眉を寄せる。

「それ、まだ言ってるんですの？」

　放課後の教室。

　名簿順で並ぶ関係で席は一つ前、日直の日も同じなので二人で居残り中。そんな腐れ縁だが、紫苑にとっては慣れたことだった。

「だって旅行だよ？　東京だよ？　楽しいだろうけど、カレシが一緒ならもっと楽しくなると思わない？」

　こちらの机に身を乗り出して言う美沙貴。

「その旅行に同行する男性は一人だけですわよね」

「うん！　だからカレシにするならカナ兄だよね！」

　紫苑は美沙貴の言葉に嘆息する。

「そんな理由で彼氏候補にされる藤波先輩には、同情を禁じ得ませんわ」

「何？　だったらどんな理由ならいいわけ？」

「それはもちろん、優しくて落ち着いていて大人っぽくて──でもどこか陰があって心配になると言いますか……目が離せないというか……そういう内面が気になって──みたいな理由なら、一応納得はできますけれど」

「へえ、紫苑はそういう理由でカナ兄が好きなんだ！」

　美沙貴の一言に紫苑の顔が紅潮する。

「はぁ!?　そ、そんなこと一言も言っていませんわよ！」

「あはは、いいからいいから。あたしだってカナ兄のこと好きだもん。カッコイイし、声も素敵だし、紫苑の気持ちは分かるって」

「ぐ……美沙貴が言うと妙に軽く聞こえますが、まあ好感を持てる男性だということは否定しませんわ」

　悔しげに目を逸そらしながら紫苑は言う。

「じゃあ紫苑もカナ兄をカレシにしたいってことだよね？」

　畳みかける美沙貴だったが、紫苑はそこで真剣な表情になり──首を横に振った。

「……いいえ。少なくとも今はまだ、そういう相手を作るつもりはありません」

「えー！　何でー」

　意外そうにする美沙貴を見て、紫苑はもどかしそうな表情を見せる。

「分からないんですの？　こうして、わたくしたちが四六時中一緒にいられるのは今年が最後なんですのよ？」

「うん、そうだね。来年からは別々の中学だし」

　きょとんとする美沙貴。

「むー……だ・か・ら、今は美沙貴との時間を大切にしたいって言っているんです！　彼氏なんて作ったら、二人でいられる時間がなくなってしまうじゃないですか」

　堪え切れなくなった様子で紫苑はストレートに想いを告げる。

「あっ、言われてみたらそっか！」

　考えもしなかったという反応をする美沙貴だが、そこでハッとした表情を浮かべた。

「だったらさ、カナ兄にあたしたち二人のカレシになってもらおうよ！」

「えぇ……？」

　困惑する紫苑に美沙貴は弾む声で説明する。

「デートとかも一緒にすればいいんだよ！　そしたらいつも通りだし、夏の思い出も作れるし、パーフェクト！」

「滅め茶ちゃ苦く茶ちゃですわ……そんな付き合い方をして、将来は──夏が終わった後はどうするつもりです？」

「え？　フツーにそのまま付き合えばよくない？　何か問題があっても愛のパワーで乗り切れるって！」

「全く、美沙貴はいつもこうですわね」

　あっけらかんとした返事に紫苑は呆あきれる。

　だがそこで美沙貴は真面目な表情を作った。

「でもさ──実際あたしよりも紫苑の方がカレシは必要だと思うんだよね。まだ小学生なのにお見合い写真とか見せられてるんでしょ？」

「……お見合い相手ではなく、婚約者候補ですわ」

「同じようなもんじゃん！　紫苑のとこって歴史のある家みたいだけど、レンアイぐらい自由にさせてほしいよね」

　少し腹を立てた様子で言う美沙貴に、紫苑は苦笑を返す。

「別に恋愛を禁じられているわけではありませんわ。もう子供に家の都合を押しつける時代ではないから、無理強いはしないそうですが……」

「だけどそれって、断る理由がなかったらズルズル話が進んじゃわない？　どんなにいい人でも、親に決められちゃうのは違うでしょ」

「それはまぁ……」

　紫苑は躊躇ためらいながらも頷く。

「だからさ、二人で頑張ってカナ兄をオトしちゃおうよ！　そしたら紫苑のお父さんとお母さんにも〝私には好きな人がいます！　だから婚約者とかいりません！〟ってきっぱり言えるじゃん」

　美沙貴は笑顔で言い、手を差し出す。

　──それは何て胸の空すく……。

　想像すると、紫苑の心に気持ちのいい風が吹き抜ける。

　こうして無茶をする美沙貴がいつも紫苑に新たな世界を見せてくれた。

　もしかしたら今回も美沙貴の思い付きが実現してしまうかもしれない。

　──藤波先輩とお付き合い……美沙貴と一緒に……。

　もしもそんな日々が訪れたなら、きっとすごく楽しいだろう。

　輝くものを求めて手を伸ばす。

　気付いた時には、紫苑は美沙貴の手を強く握っていた。
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「ソラお姉ちゃん！　大変なの！」

　学校の帰り道。児童館へ向かう途中──白瀬空は、後ろから声を掛けられた。

「どうしたの、忍ちゃん？」

　走ってきたのは鈴森忍。

　学年が違うのでなかなか学校では顔を合わせないが、こうして帰りが一緒になることは時々あった。

「お兄ちゃんがアブないの！　狙われているかもしれないの」

　真剣な表情で言う忍にソラは戸惑う。
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「ね、狙われてる？　危ないって……」

　以前漫画喫茶で色々な漫画を読んだせいか、ソラはつい想像力を膨らませてしまう。

「まさか、こ、殺し屋とか……？」

　だがその言葉を聞いた忍は、呆れた表情を浮かべた。

「もう、そういうキケンじゃないの。狙われてるのは命じゃなくて、心なの」

「ど、どういうことでしょう……？」

　首を振る忍に、ソラは疑問の眼差しを向ける。

「あのね、美沙貴お姉ちゃんが前にカレシが欲しいって言ってたの覚えてる？」

「は、はい」

「そのカレシ候補……お兄ちゃんかもしれないの」

「え──」

　息を吞むソラ。

「今日、学校で美沙貴お姉ちゃんと紫苑お姉ちゃんを見かけたんだけど──二人でお兄ちゃんにどうアタックするか相談してたの」

「そ、そんな……」

　狼ろう狽ばいし、ソラは胸の辺りを押さえる。

「しのぶはお兄ちゃんを取られるのはヤなの。しのぶが一番になれなくなっちゃうの。ソラお姉ちゃんもヤだよね？」

　頰を膨らませながら同意を求めてくる忍。

「え、えっと……その……嫌、なんでしょうか……？」

　自分の気持ちが分からずに曖昧に答えるソラだったが、胸のうちにはモヤモヤした想いが渦巻いている。

「顔を見たら分かるの。だからソラお姉ちゃん、アドバイスが欲しいの。どうしたらいいと思う？」

「どうしたらって──」

　言葉に詰まりながらもソラは真剣に考える。

　本当に真剣に。

「……あのですね、考えてみたんですけど」

「うん！　なになに？」

　忍は期待に満ちた瞳でソラを見た。

「カナタさんは高校生ですし、心配しなくても小学生は相手にされないんじゃないかと…………はぁ」

　そう答えながらも、ソラの口から重い溜息が漏れる。

　──小学生なのは私も同じ……。

　その事実にソラの心は重くなってしまう。

「えーっ！　そんなことないと思うの。しのぶがギュッとしたら、お兄ちゃん赤くなったりしてるよ？」

「そ、そんなことしてるんですか!?　だ、ダメですよ!?」

「何で？　ソラお姉ちゃんもギュッとしてみたら分かるはずなの」

　忍に言い返され、ソラはごくりと唾を飲み込んだ。

「分かり……ますかね？　カナタさん、わたしのこと意識してくれるでしょうか……」

「やってみたらいいの。とにかく、しのぶは誰にも負けないの！　まずは美沙貴お姉ちゃんたちのアタックからお兄ちゃんをガードするの」

　胸を張って宣言する忍。

「ガード……でも、いつも一緒にいるわけじゃないですし……」

「児童館にいる間は、何とかしてみせるの。でも、確かにずっとは……合宿中とかは難しいかもなの。だから決戦は夏休み！」

「け、決戦？」

　たじろぐソラに、忍は頷く。

「守れないなら攻めるだけなの！　しのぶがお兄ちゃんの一番になっておけば、誰かのカレシにならないはずなの！」

「ちょ、ちょっと忍ちゃん……カナタさんの迷惑になるようなことは、しちゃダメですよ？」

　ソラは慌てながら忍をたしなめた。

「メーワクじゃないの。お兄ちゃんがしのぶのことを大好きになるだけなの」

　けれど忍は退く様子がなく、ソラは胸中で焦りを募らせていた。
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「うーん……絶対におかしいわ。ありえないわ」

　穂高塔子は自室のベッドに寝転びながら呟く。

「私、結構頑張ったと思うんだけどなぁ……」

　彼女は先日のデートを脳内で振り返る。

　何だかんだと先延ばしになりつつも、ようやくクラスの気になる男子──藤波奏太と二人で遊びに出かけることができたのだ。







『お待たせ！　早いわね』

　時間ちょうどに待ち合わせ場所である駅前に行くと、彼は既にそこにいた。

『遅れたら悪いからな。一本早い電車で来たら十五分前に着いたよ』

　──ってそこは〝今来たところ〟って答えるところでしょ！

　漫画やドラマで見るような定番の返しを期待していた私は、胸の中でツッコむ。

　──まあ、気を遣ってくれるのは嬉しいけど。

　それにこれは彼がデート慣れしていない証拠であるようにも思える。そう考えると逆に少し嬉しくなった。

『じゃあ待たせた分、はりきって街を案内してあげるわ！』

　勇気を出して、彼の腕を摑つかむ。

　手を握るのは恥ずかしかったから、今はこれが精一杯。

　でも初めてはきっとこんなものだろう。

　私は今日がとても楽しい一日になることを確信していた。







　そう、その確信は外れなかった。

　私の人生初デートは、とても大切な──キラキラした思い出になった。

　駅前のお店を巡って、クレープを食べて、ゲームセンターにも入っちゃったりして、ずっとドキドキしていた。

　とても楽しかった。楽しかったのだが……。

「ホントに遊んだだけで終わっちゃうなんて……」

　枕元にあったイルカのクッションを抱きよせつつ、長く重い溜息を吐く。

「アプローチしたのに全然気付いてくれなかったし……うーん、あれって流されてたのかしら……」

　もやもやした感情に耐えきれなくなったように、彼女はクッションを強く抱きしめる。

「あ～～～～……分かんない、分かんない、分かんないわ！　もしかして女の子には興味ない？　でもクレープを〝あーん〟って一口あげようとしたら、すごく焦ってたし……」

　目を瞑つぶって熟考。

「やっぱり何か理由があると考えるべきね。既に彼女がいる──って線はないか。藤波くんもいないって言ってたし、彼女がいたらボランティアやレッスンにあそこまで時間を割けないわ」

　そこで彼女は瞼を開ける。

「じゃあ一番高い可能性は──彼女はいないけど、好きな人はいるってパターンね。まずはそこを含めて、彼の謎を解き明かすことから始めなきゃ！　そのチャンスもあるし」

　方針が決まり、彼女は体を起こす。

　その瞳が向くのは壁に掛かったカレンダー。

　収録のための東京合宿。

　一週間におよぶその日程には、既に赤い丸印が付けられていた。
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　ジージージージー。

　街路樹から聞こえてくる蟬せみの鳴き声。

　焼け付くような日差しと、舗装道路から立ち昇る熱気。

　街には、平日の朝だというのに中高生ぐらいの少年少女が私服で行き交っている。

　その理由は、今が夏休みだから。

　──早いもんだな。

　荷物を詰めたトランクを転がしながら、胸中で呟つぶやく。

　準備をしているだけで、あっという間にこの時が来てしまった。

　忘れ物はないかと改めて確認した上で電車に乗り、集合場所へ向かう。

　降りるのは、いつも高校へ行くために使っている雛ひな野の駅。

　その改札を出ると──そこにはもう〝合宿〟へ向かうメンバーが揃そろっていた。

「あっ！　カナタさん！」

　一番に俺に気付いたソラちゃんが声を上げる。

「カナ兄にい、待ってたよー！」

「お兄ちゃん遅いのー」

　美み沙さ貴きちゃんと忍しのぶちゃんが、こちらを見て手を振った。

「藤ふじ波なみ先輩、おはようございます」

　合流した俺に、東雲しののめさんは丁寧に頭を下げて挨拶する。

「皆、おはよう。遅れて悪い──って、ずいぶん早く来てたんだな」

　構内に設置されている時計に目をやると、まだ集合時間の五分前。

　すると穂ほ高だかさんが前に出てきて肩を竦すくめてみせる。

「この子たち、待ちきれなくてかなり早く来てたみたいよ。私が来たのは十分前だけど、もうその時にはソラちゃんたちは揃ってたし」

　それを聞いたソラちゃんが口を開く。

「その……夏休みに入ってから児童館も休みで、レッスンもなかったから……カナタさんに久しぶりに会えると思って……」

　夏らしい白のワンピースを着た彼女は、そう言って恥ずかしそうに手にしていた日ひ除よけ帽で顔を隠す。

「いや、久しぶりって言っても……まだ一週間ぐらいだろ」

　頭を搔かきつつ言うが、本当は彼女の気持ちに共感していた。

　彼女たちへのレッスンは俺の日常と化していたので、それがない日々は正直物足りなかったのだ。

「えーっ、一週間は長いのー！　しのぶもお兄ちゃんに会いたかったし、レッスンしたかったの！」

　すると忍ちゃんが俺に反論し、腕に抱き付いてきた。

「し、忍ちゃん？」

　いきなりのスキンシップに驚いていると、反対側から美沙貴ちゃんまで飛びついてくる。

「カナ兄、あたしも寂しかったよー！　紫し苑おんと二人で練習はしてたけど、読み合わせもしたかったなぁ。まあその代わりに、夏休みの宿題は全部終わらせてきたけどさっ！　えらいでしょ？　褒めて褒めて！」

　得意げにピースをする美沙貴ちゃんだが、特に発育のいい彼女に密着されると俺も心穏やかではいられない。

「そ、それは偉いな。よく頑張ったと思うよ」

「わーいっ！」

　喜ぶ美沙貴ちゃんだったが、その後ろ頭を東雲さんがツッコみを入れるように軽くはたく。

「美沙貴、自分の手柄のように言わないでください。わたくしが手伝ってなかったら全然間に合ってなかったでしょう。藤波先輩……その、褒めるならわたくしの方ですわ」

　じっと俺を見つめてくる東雲さん。

「えっと、東雲さん……流石さすがというか──うん、偉いと思うよ」

　多少気け圧おされながらも俺が褒めると、東雲さんは頰を緩める。

「……それほどでもありませんわ」

「あはは、持つべきものは頭の良いい親友だねっ」

　美沙貴ちゃんはそんな東雲さんを見て笑う。

「……全く、調子のいい」

　不満げな顔で呟く東雲さんだが、声はどこか嬉うれしそうだった。

「…………」

　そんな中、ソラちゃんが俯うつむいていることに気付く。

「ソラちゃん？」

「あの……わたし、収録のことしか頭になくて……宿題は全然やってなくて……これじゃ褒めてもらえませんよね？」

　落ち込んでいる彼女だったが、俺は首を横に振る。

「いや、それもすごく偉いことだって。ソラちゃんは頑張り屋だよ」

「そう……ですか？　なら──よかったです」

　彼女が笑みを見せてくれたことに俺は安あん堵どの息を吐いた。

　何な故ぜだろうか、夏休みが近づいたころから皆が妙に俺からの評価を気にするようになった気がする。あと距離感も妙に近い。

　──いや、変に意識するな。特にこれから一週間は保護者役でもあるんだから。

　無邪気なスキンシップには動揺してしまうことも多いが、それは表に出さないようにと自身を戒いましめる。

　──ん？

　そこで俺を無言で見つめる視線に気付く。

　穂高さんだ。以前二人で遊びに行ってから、彼女の様子もすこしおかしい。

　俺と目が合うと穂高さんはわざとらしく咳せき払ばらいをし、皆を注目させるように手を叩たたいた。

「こほん──はい、注目。東京まで電車を何本も乗り継いで行くから、お話をする時間はいくらでもあるわ。予定通りの時刻に集合できたし、早速出発しましょう」

　──いや、気のせいか？

　今は引率役としてしっかりしなければと俺も口を開く。

「皆、よそ見して逸はぐれたりしないようにね」

　ソラちゃんたちは「はーい」と元気よく返事をしてくれた。

　この雛野駅から東京までの切符は、エレナが全員分を事前に送ってくれている。

　それで改札を通り、予定していた時刻の電車に乗った。

　俺たちを乗せて、ゆっくりと電車が加速していく。

　俺が暮らす街が離れていく。

　故郷ほどではないが、東京には〝ソウタ〟として活動した頃の思い出が少なからずある。

　Eternal Redの最後のライブも東京だった。

　そのせいだろうか。

　揺れる電車は俺を過去へと運んでゆくようで、少し喉の奥が痛んだ気がした。







　大きめの駅で特急に乗り換えると、単なる移動が〝旅〟に切り替わったような感覚を抱く。

　向かい合わせになったボックス席に三人ずつで分かれて座り、車内で昼食を摂とる。

　ソラちゃんと忍ちゃんは手作りのお弁当を持参し、美沙貴ちゃんは雛野駅前のパン屋で買った焼きそばパンにかぶりついていた。

「あたしの家、意外と厳しいからさ。こういう時じゃないと食べられないんだっ」

　俺の正面に座る美沙貴ちゃんは、本当に嬉しそうな様子で言う。

　電車を乗り換える度に席替えをすることになっており、今は俺と彼女、そして東雲さんが同じボックス席だ。

「カナ兄にもあげるよ。はい、あーん」

　笑顔で焼きそばパンを差し出してくる美沙貴ちゃん。

「え、えっと……」

　気持ちは嬉しいのだが、そこにはもう彼女の歯型が付いている。

「あーん」

　けれどさらに笑顔で迫られ、変に気にする方が悪いかもしれないと思えてきた。

「──ありがとう。一口だけ貰もらうよ」

　覚悟を決めてパンを頰張る。

　すると隣に座っていた東雲さんが、俺の肩をトントンと叩いた。

「このお弁当も美お味いしいですわよ。どうぞ、味見なさってください」

　彼女は先ほど車内販売で買った駅弁を食べており、その中に入っていた煮物を箸で摘まんで差し出してくる。

　美沙貴ちゃんから貰った以上、こちらを遠慮するわけにもいかない。

「……いただきます」

　覚悟を決めて料理を口にする。

　出だ汁しの染しみた煮物の味が舌の上に広がった。

「あははっ！　これであたしたち、間接キスしちゃったね！」

　だが耳に飛び込んできた美沙貴ちゃんの台詞せりふに、俺はむせる。

「っ……ごほっ！　ごほっ！　か、間接キス？」

　彼女たちにそうした意識はないと思っていたので、俺は焦りながら聞き返す。

「そうですわね……少しだけ胸が高鳴ってしまいましたわ」

　東雲さんは頰を僅かに染めて言う。

「ねえねえ、恋人ってキスするものなんでしょ？　間接キスなら間接恋人ってことなのかな？」

　美沙貴ちゃんの問いかけに俺の頭はさらに混乱する。

「か、間接恋人？」

　何だそれは。

「美沙貴、ちょっと意味が分かりませんわよ」

　よかった、東雲さんも同じ感想だったようだ。

「そう？　じゃあ恋人一歩手前って感じ？」

「それならあながち間違ってはいないかもしれませんわね」

　しかし美沙貴ちゃんと東雲さんの会話は、妙な方向に転がって行く。

「一歩手前なら、あとほんのちょっとで恋人になれるよね。カナ兄、もう一回間接キスしよーよ！」

　そう言って美沙貴ちゃんはもう一度焼きそばパンを俺に向けてきた。

「いや、間接キスを目的にするのは本末転倒というか、あまり良くないというか……からかっているのかもしれないけど、他の人にそういうことは言っちゃダメだからな」

　そこは年長者としてさすがに注意しなければならない。

「えー……からかってないよー！　こんなこと言うのもカナ兄だけだしー！」

「わたくしも……間接キスが嫌なら、あーんなんてしませんわ」

　むくれる美沙貴ちゃんと東雲さん。

「な……」

　思った以上に二人が真面目な反応を見せたことで、逆に俺の方が悪い事をした気持ちになってしまう。

　──ど、どうすればいいんだ？

　保護者としてしっかりしなければと気合をいれたばかりなのに、こんなことをされては平常心でいられない。

　──とにかくこの流れに飲み込まれたらダメだ。

　その確信だけはあったので、俺は話題を変えることにする。

「二人ともありがとう。だけど俺も自分の昼食があるし、もう十分だよ。それよりこの後の予定について確認しておきたいんだけど」

「予定？　何だっけ？」

　強引すぎる話題転換かと思ったが、美沙貴ちゃんはきょとんとした反応をする。

「はぁ、エレナさんから連絡があったじゃありませんの。収録は明日からだから、今日のうちに思いっきり観光しておくようにと」

　東雲さんの言葉に俺は頷うなずく。

　──よかった、とりあえず間接キスの話題はどこかに行った。

「ああ、夕方ぐらいにエレナのお祖ば母あさんの家へ伺う予定で、それまでが観光の時間だ。俺と穂高さんが手分けして引率するから、皆の行きたい場所を可能な限り回ろう」

　事前にリクエストは聞いたのだが、あまりに多すぎて二手に分かれることになったのだ。

　ただそれでも人手と時間は足りない。

　票数が多い場所を優先したので、基本的には有名な場所が多い。

　俺はそこで通路を挟んで向かいのボックス席にいるソラちゃんを横目で見た。

　──汀なぎささんの言っていた通りだったな。

　ソラちゃんがリクエストしたのは、皆とは違う観光スポットが多かった。

　そのため、今日の予定には組み込まれていない。

　──どこかで時間を見つけて、ソラちゃんの行きたいところにも連れていってあげられたらいいけど。

　皆での旅行なので今日は特別扱いができなかったが、個人的にはそうできればと思う。

　もしかするとそれはソラちゃんにとって、本当に大切なことかもしれないから。

「最初は藤波先輩が、わたくしと美沙貴をエスコートしてくださいますのよね？」

　東雲さんの言葉で俺は視線を戻し、首を縦に振る。

「二人は池袋に行ってみたいんだったな。正直あまり詳しくはないんだが、頑張らせてもらうよ」

「カナ兄、それってつまりデートってことだよね！　ダブルデート！」

　美沙貴ちゃんが声を弾ませる。

「それは……少なくともダブル、ではない気が……」

　返答に迷いながら俺は言う。

　デートという言葉が聞こえたのか、ソラちゃんたちからの視線も感じる。

「そうですわよ。ダブルデートというのは二組、四人で遊ぶことを言うのですわ」

　俺に代わって東雲さんが的確な指摘をしてくれた。

「えっと……四人でダブルなら、三人だと一・五デートってこと？」

「ええ、ちゃんと算数はできていますわね。美沙貴にしては冴さえていますわ」

　──いや、そこはツッコまないのか。

　東雲さんまでボケに回ってしまってはお手上げだ。

「まあ……うん、とにかく明日からは大変なんだし、その分楽しめるように頑張らせてもらうよ」

　俺は一ひと先まず自分の気持ちを伝えておく。

「ありがとうございます。案内していただく場所はリストアップしておきましたので、参考にしてくださいませ」

　東雲さんはそう言いながら自分のスマホの画面に、メモを表示させた。

「ビルの上に水族館があるんでしょ？　あたしはそこに行けたら満足！」

　美沙貴ちゃんの目当ては一ヵ所だけらしく、そこに行った後は東雲さんの希望場所を巡ることになるだろう。

　そういえば俺が今暮らしている街は山に囲まれている地域で、水族館はなかった。

　外に出て初めて足りなかったものに気付くというのも、旅ならではという気がする。

　自覚はないが、俺に必要なものもひょっとすると東京にはあるのかもしれない。

　そんなことを──ふと思った。





２






　特急電車からさらに新幹線に乗り継ぎ、ようやく辿たどり着ついた日本の首都。

　ホームに降り立つと同時に吸い込んだ東京の空気は、熱く乾いていた。

　梅雨が明けてからしばらく全国的に雨が降っていないからだろう。

「わぁ、すごい……人がいっぱい」

　初めて東京の地を踏んだソラちゃんは、駅構内の人の多さに圧倒されていた。

　そこからは予定通り二手に分かれて観光へ。

　俺は美沙貴ちゃんと東雲さんを連れ、池袋を回ることになる。

「……池袋って、思っていた以上にディープな場所だったんだな」

　二人の付き添いを終えて池袋駅に戻ってきた俺は、大きく溜ため息いきを吐く。

　美沙貴ちゃんリクエストの水族館は普通に楽しかった。

　けれど東雲さんがリストアップした店巡りでは、色々な意味で圧倒されっぱなしだった。

　基本的にアニメや漫画関連の店ではあるのだが、ジャンルがかなり偏っていたり、コスプレ衣装を専門にしていたりと、初めて見るものばかり。

「藤波先輩、お付き合いいただきありがとうございます。憧れのお店を巡れて、大満足ですわ」

　声を弾ませて東雲さんが礼を言う。

　彼女が躊ちゅう躇ちょなく購入していった戦利品は、先ほど纏まとめて彼女の家に発送した。

　旅の荷物も駅のロッカーに預けてあるので、今は手ぶらだ。

「それはよかった。俺も色々と見識を深められたよ」

　苦笑を浮かべながら俺は答える。

「紫苑ってああいう男の人同士の恋愛漫画が好きだよねー。でもあたしは女の子が主人公の方が読んでて楽しいなー」

　店巡りの間、退屈そうにしていた美沙貴ちゃんが言う。

「美沙貴はまだ頭の中がお子様ですから、あの趣おもむきが分からないんですのね。殿方同士だからこその尊さというものがあるのですわ」

　肩を竦める東雲さんは、普段に比べてかなり饒じょう舌ぜつだ。

「ふーん……そうなんだ。ねえねえ、カナ兄は男の人と付き合ったことあるの？」

　美沙貴ちゃんに無邪気な顔で問いかけられて、思わず吹き出しそうになる。

「藤波先輩……あるんですの？」

　東雲さんも興味津々といった様子で俺を見つめてきた。

「な、ないって。男性とも女性とも、まだ交際経験はない」

　さすがに動揺を隠しきれないまま答える。

「ですが、仲のいい男友達はいますわよね？」

　だが東雲さんはさらに畳みかけてくる。

「まあ……地元には幼おさな馴な染じみの親友がいるけど」

　元バンドメンバーでもある友人たちの顔が頭に浮かぶ。

「まあ！　それは──とっても素敵ですわね。さすがは藤波先輩です！」

　何がさすがなのかは分からなかったが、東雲さんは満足げな表情を浮かべていた。

「……カナ兄、カノジョいないんだー。そうなんだぁー」

　美沙貴ちゃんも何故だか楽しそうに呟いている。

「ですけど藤波先輩は、きっとおモテになると思うのですが……」

「だよねっ、カッコ良いもん！　告白されたことあるよねっ？」

　東雲さんと美沙貴ちゃんはさらに質問を重ねてきた。

　──まあ〝ソウタ〟の時代は、確かに人気はあったけど。

「一応、それなりには」

　もはや〝ソウタ〟に戻れない以上、それを自分のこととして語るのは抵抗があるが、噓うそを吐くのも嫌なので首を縦に振る。

「えー！　じゃあ何でカノジョ作らなかったの？」

　小学生だからこそ許される無邪気な質問に、俺は頭を搔く。

「……色々と忙しくて、そんな余裕がなかったんだよ。あと、周りにそういうことを止められていたこともあったし……」

　事務所に所属してからは、特にスキャンダルには気を付けろと言い含められていた。

「けれど、どんな障害があっても燃え上がるのが大人の恋愛というものではありませんか？」

　東雲さんは東雲さんで痛いところを突いてくる。

「かも──しれないな。じゃあ俺もまだ子供ってことだよ」

　無理をしてまで恋愛しなかったのは確かなので、そう濁しておく。

　すると東雲さんは美沙貴ちゃんを引きよせ、その耳元で囁ささやく。

「ほら、考えなしに突撃していたら玉砕してたじゃありませんの。まずはこの合宿中に距離を縮めなければ……」

「わかったって紫苑。二人で頑張ろっ」

　近いので会話は微かすかに聞こえてしまうが、俺にはいまいち何のことだか分からない。

　小学六年生の少女たちの心中は、俺にとってひたすらに謎めいていた。







　池袋観光を終えた俺たちは、一旦穂高さんのグループと新宿で合流し、組み合わせを変えて再び二手に分かれた。

　美沙貴ちゃん、東雲さん、ソラちゃんが希望したのは東京スカイツリーで、そちらは穂高さんが引率してくれる。

「やったの！　お兄ちゃんを独り占めなの！」

　はしゃぐ忍ちゃんと俺は二人で秋葉原へ。

　待ち時間なく乗れた総武線は意外と空いており、並んで座ることができた。

「──どうしてずっと俺の腕を摑つかんでるのかな？」

　二人になった時から気になっていたことを俺は問いかける。

　忍ちゃんはちいさな手で俺の手首あたりを握っていた。

「トーコお姉ちゃんのアドバイスなの。こうしてれば逸はぐれたりしないし、お兄ちゃんが怪しい人に間違われたりしないよって」

「そういうことか……なら、離さないようにね」

　確かに忍ちゃんの方から俺の腕を摑んでいれば、俺が保護者的な立場だと一目で分かる。

　穂高さんなりにトラブルを避ける方法を考えてくれたのだろう。

「うんっ！　もちろんなの！」

　忍ちゃんは笑顔で頷いた。

　秋葉原まではそう遠くない。車内の冷房は少し強めで肌寒く感じるが、我慢できる範囲だ。

　液晶の案内板で目的地が近づくのを眺めながら、俺は忍ちゃんに話しかける。

「アキバってことは、忍ちゃんの目当てはアニメ系のショップとか？」

　秋葉原がオタク文化の聖地であるという程度の知識はある。

　ただ池袋にも思っていた以上にそういう店は多かった。ジャンルの偏りはあったが、そちらではダメだったのだろうか。

「違うの。しのぶの目的は、アイドルなの」

　忍ちゃんは首を横に振った。

「アイドル？　あー……言われてみると、秋葉原にはそういうイメージもあるな」

　各地域に根差す形で成功した某アイドルグループも、始まりは秋葉原だった気がする。

「しのぶ、ずっとね──アイドルみたいになりたいなって思ってるの。みんなに褒められて、凄すごいって、可か愛わいいって言われたら、とっても嬉しいだろうなって」

　声を弾ませて忍ちゃんは夢を語った。

　この言葉を子供っぽいと評する人もいるだろう。だが俺には彼女の幼い貪欲さが理解できた。音楽で〝上〟を目指した俺の心にも、そうした想おもいはあったから。

「大きい夢だね。忍ちゃんはたぶんアイドルに向いてるよ」

「ホント!?　でもね、しのぶはオトナだからアイドルだけに拘こだわらないの。エレナお姉ちゃんを追いこせるぐらいの有名人になれれば……。ただ、それでも本物のアイドルをちゃんと見てみたいの」

　楽しみで仕方がないという様子で忍ちゃんは言う。

「ああ、せっかく東京まで来たんだもんな。もちろん付き合うよ。でもこんな昼間からふらっと行って、アイドルに会えるものなのか？」

　そこが心配で俺は彼女に訊たずねた。

「大丈夫なの。ちょうどこの時間にやってるライブを探して、ばっちり予約をしておいたの。三十人定員のライブで、まだ半分ぐらい空あきがあったの」

　その答えを聞いて俺は眉を寄せる。

「かなり小さめの箱だな。えっと、言い方は悪いけど……ちゃんとしたグループなのか？」

　テレビで怪しい地下アイドルの話題を目にしたこともあったので、少し心配になってしまう。

「それは大丈夫なの。調べてみたらみんな可愛くて、ＳＮＳのフォロワーもいっぱいだったの！」

「だったらいいんだが……」

　聞きたかったのはそういうことではないけれど、ここは頷いておくことにする。

　もし危なそうな雰囲気を感じたらすぐに撤退しようと心に決め、俺は忍ちゃんと共に秋葉原駅に降り立った。







　──正直、なめてたな。

　そこは秋葉原の大通りに面した雑居ビルの五階。

　学校の教室ぐらいしかない空間に集まった観客は約二十名。

　狭いステージで歌って踊るのは、聞いたこともないグループ名のアイドルたち。

　開場前、ビルの前ではそのアイドルたちがビラを配って呼び込みをしていた。

　その様子と箱の大きさ、観客数を見て、俺は侮あなどったのだ。

　だが……。

「──すげぇ」

　思わず感嘆の言葉が零こぼれる。

　歌も踊りもハイレベル。素人感など欠片かけらもない。

　ステージ上で彼女たちは光り輝き、ファンはサイリウムを振って応援している。

　本物の熱狂がそこにはあった。

　バンドで出演した音楽番組でトップアイドルを目にしたことはあるが、曲と振りつけのクオリティは決して劣っていない。

「見えないのー！」

　そこで気付く。

　先ほどまでライブに夢中になっていた忍ちゃんが、隣でぴょんぴょん飛び跳ねていた。

　最初はスタッフが気を遣って前の方に俺たちを誘導してくれたのだが、ライブが盛り上がってくると観客はステージの前に集まってしまい、忍ちゃんの視界を塞いでしまったようだ。

「お兄ちゃん、肩車して！　肩車！」

　ライブ中もずっと摑んでいた俺の腕を引っ張り、忍ちゃんが言う。

「か、肩車？　そんなのやったことないけど────分かった」

　忍ちゃんの真剣な顔を見て、俺はしゃがみ込む。

　今は最後列なので、誰の邪魔にもならないだろう。

「ありがとうなの！」

　彼女は躊躇ためらいなく俺の首にまたがり、頭部を抱きかかえるようにして体勢を安定させた。

　顔の横で揺れる彼女の足を俺は摑み、慎重に立ちあがる。

　肩車などできるか不安だったが、忍ちゃんは思っていたよりずっと軽くて、固定のために摑んでいる足も折れてしまいそうなほど細い。

「わあっ！」

　頭の上で歓声が上がる。

　その声を聞けば、忍ちゃんもステージ上のアイドルに夢中なことは明白。

　──アイドルか。

　声優も最近はアイドル売りが多いと聞く。

　声優を目指すソラちゃんも、いずれはこうした舞台に立つことがあるのかもしれない。

　いや、アイドルに憧れている忍ちゃんも──ひょっとすると美沙貴ちゃんや東雲さん、穂高さんも〝輝く側〟に立つ可能性はある。

　そんなことを考えたからだろうか。

　ステージ上で歌うアイドルが、一瞬だけソラちゃんや忍ちゃんたちの姿に見えた。







「これ、しのぶの宝物にするの！」

　ライブからの帰り道、忍ちゃんはアイドルと一緒に写ったポラロイド写真──チェキと言うらしい──をずっと眺めていた。

「すっかりファンになっちゃったな」

　俺は苦笑を浮かべて言う。

　初めて見るアイドルグループだったけれど、メンバー全員が全力かつ真剣でとても好感が持てた。

「うんっ！　やっぱりアイドルってすごいの！　東京に来られてよかったの！」

「それならよかったけど、本来の目的も忘れないでくれよ？」

「心配いらないの。声のオシゴトは、しのぶが有名になるための第一歩だから！」

　自信満々の様子で忍ちゃんは答える。

　──この子は大物になるな。

　以前から野心の大きさは感じていたが、改めてそう感じる。

　今いる場所が通過点だと、そう言い切れる人間はそういない。
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「忍ちゃんがどれだけ有名になるか、今から楽しみだよ」

「期待してくれていいの。絶対にたくさんの人を──ううん、誰よりもお兄ちゃんをしのぶのファンにしてみせるの」

「え、俺？」

　思いがけない言葉に俺は目を丸くする。

「お兄ちゃんをファンにするのは、何万人をファンにするより難しい気がしてるの。でも、だから──しのぶの目標なの」

　俺を真まっ直すぐに見つめる忍ちゃんの瞳には、決意の色があった。

「いや、何だか買いかぶってないか？」

　戸惑う俺だったが、彼女は首を横に振る。

「そんなことないの。さっきのライブでも、お兄ちゃんはフツーな感じだったの。あの人たち、とってもキラキラしてたのに……しのぶみたいにトリコになってなかったの」

　──よく見てるな。

　いつの間にか観察されていたことに内心驚く。

「ねえ、お兄ちゃんってさ──実は何か凄い人だったりする？」

　突然の質問に心臓が跳ねる。

「へ？　何でそんなことを……」

「お兄ちゃんが凄い人だから、簡単にトリコにならないのかなーって。あと前にエレナお姉ちゃんと話してた時……何だかお友達みたいな……たいとーっていうの？　そういう雰囲気だったの。だからエレナお姉ちゃんと同じぐらい凄い人でもおかしくないの」

　オーディションの時、俺とエレナが旧知の間柄だとは皆に明かしていない。

　だが忍ちゃんは俺たちの会話を聞いて、思うところがあったようだ。

「確かに昔ちょっとだけ関わりはあったよ。ただ、少なくとも今はエレナの方がずっと凄い奴やつさ」

　バンドを解散した俺はただの一般人だ。

「ふーん……お兄ちゃんの名前で検索しても何も出なかったし、そうなのかなぁ。でもぜったいあやしいのー」

　じっと見つめられ、俺の頰を汗が伝う。

〝ソウタ〟という芸名で活動していなかったら、あっさりバレていただろう。

「ねえ、お兄ちゃん教えてなのー。教えてくれないと、しのぶがどのぐらい凄くなればいいのか分からないの。しのぶはお兄ちゃんをトリコにしたいのー」

　駄々をこねているように見えるが、忍ちゃんは真剣だった。

　彼女なら秘密を守ってくれるだろうし、噂うわさが広まることを心配する必要はない。

　だが俺はまだ藤波奏かな太たとして彼女と関わっていたかった。

　もしかするとこれは〝ソウタ〟への嫉妬というか、対抗心みたいなものかもしれない。

「ごめんね、今は──まだ」

　ポンと忍ちゃんの頭に手を置き、謝る。

「…………やっぱりお兄ちゃんは、しのぶのおねだりを聞いてくれないの。こうなったら誰よりも凄い人になるしかなくなっちゃうの」

　頰を膨らませる忍ちゃん。

　だが、何と言うか──彼女ならそれを為なし遂とげてしまいそうな予感もある。

「将来が怖いぐらいだな。さ、もう夕方だし集合場所に急ごう」

　俺は話をそこで終わらせ、ビルに反射する夕ゆう陽ひに目を細めた。

「はーい、続きはまた今度にしておくの。じゃあ、最後に──はい」

　忍ちゃんは素直に頷きつつ、俺に手を差し出す。

「……これは？」

「握手なの。アイドルはファンに握手で感謝を伝えるの」

　にっこりと、まるで本物のアイドルのような愛らしい笑顔を浮かべる忍ちゃん。

「お兄ちゃん、今日はありがとう！　とっても楽しかったの！」

「っ──」

　忍ちゃんがあまりにも可愛くて、俺は誤魔化すように頰を搔く。

「……どういたしまして」

　彼女の手を握って答えると、忍ちゃんは笑顔のまま何度も腕を振った。

「うんっ！　帰ろ、お兄ちゃんっ」

　忍ちゃんは俺の腕を引いて歩き出す。

　──俺をファンにするなんて、やっぱり簡単だよ。

　彼女と歩調を合わせつつ、俺は心の中でそう呟いたのだった。







　秋葉原駅から再び電車に乗り、総武線で市川駅へ。

　その改札を出たところには、スカイツリーに行った穂高さん、ソラちゃん、美沙貴ちゃん、東雲さんたちが既に待っていた。

「カナタさん、お疲れ様です。その……大丈夫、でしたか？」

　何やら心配そうな顔で問いかけてくるソラちゃん。

　ちらちらと忍ちゃんのことも窺うかがっている。

「え？　特に問題はなかったけど」

　そう答えると、ソラちゃんはホッした様子で息を吐く。

「そ、それならよかったです」

　何を確かめたかったのか分からないが、彼女はそそくさと穂高さんの方に戻っていった。

　その後はお互いの体験を語り合いながら、エレナの祖母の家へ向かう。

　ソラちゃんたちは待ち時間の関係で展望デッキには登れなかったそうだが、その下にある商業施設で十分楽しむことができたらしい。忍ちゃんはアイドルとのチェキを自慢げに見せびらかしていた。

「……たぶんここだな」

　俺がスマホの地図を見ながら先導し、辿り着いたのは、河か川せん敷じきに面した一軒家。

　近くの家と比べて敷しき地ちは広めだが、豪邸やお屋や敷しきと表現するには足りない感じの──年季の入った木造二階建ての住宅。

　表札に〝南みなみ〟と記されているのを確認し、俺は後からついてきていた皆を振り返る。

「じゃあチャイムを鳴らすぞ」

　俺の言葉にソラちゃんたちは頷く。

　少し緊張しながらチャイムを押すと、家の中から足音が聞こえてきて、玄関の扉が開かれた。

「よ、待ってたぜー！」

　顔を出したのは、赤く染めた髪が印象的な女子大生。

　児童館に〝声の依頼〟をもちかけたクリエイター、南エレナだ。

「エレナお姉ちゃん！」

　忍ちゃんが俺の横から飛び出して、彼女の腰に抱き付く。

「ちょっと忍ちゃん、挨拶が先ですよ」

　ソラちゃんはそう注意するが、エレナは忍の頭を撫なでながら首を横に振る。

「そんな堅苦しーのはいらないって。皆、あがんなよ」

「はーい！」

　美沙貴ちゃんが素直に返事をして玄関に入った。

「お邪魔いたしますわ」

　東雲さんは丁寧に挨拶をして後に続く。

　俺と穂高さん、ソラちゃんも「お邪魔します」と頭を下げて家にあがった。

　家の中に入るだけで夏の熱気が遠のく。

　夕方だが玄関と廊下の電気は点ついておらず薄暗い。

　古い家特有の木の香りは何となく懐かしさを感じさせた。

「こっちだよ」

　エレナが案内したのは畳敷きの広い居間。

　庭に面した窓は開け放たれており、夕方のそよ風が電灯から垂れ下がる紐ひもを揺らしていた。

「普段はアタシのバアちゃんがここで暮らしてるんだけど、一週間の温泉旅行をプレゼントしたから合宿中は貸し切りさ。ただ厳しい人だから、あまり汚さないでくれよな」

　エレナはそう言って苦笑する。

「分かりました。お掃除はちゃんとします！」

　ソラちゃんの言葉に皆も頷く。

　てっきりエレナの祖母もいると思っていたので少し緊張していたが、そういうことなら気を遣わないでよさそうだ。

「まあまあそこまで気合入れなくてもいいって。単に荒らさないでくれればいいってだけだし、掃除は最終日に纏めてやっちゃえばオッケー。それより皆、座って座って。スイカを切ってあるんだ」

　エレナに促され、俺たちは居間の机を囲んで座る。

　それを確認してからエレナは奥の部屋に引っ込み、皿に載せたスイカを運んできた。

「スイカ……今年食べるの初めてです」

　嬉しそうにソラちゃんが呟く。

「そういえばあたしもだー！」

　美沙貴ちゃんが相あい槌づちを打ち、切られたスイカを手に取った。

「俺も」

　一人暮らしだとスイカを食べる機会などない。去年の夏、フェスの後にバンド仲間たちと食べた思い出が蘇よみがえる。

「わたくしは先日、親戚の集まりの時に食べましたわ」

　東雲さんはそう言ってスイカを口に運ぶ。

「しのぶはスイカあんまり好きじゃないのー。種が大きくて、口に入ると何かヤなの」

　率直に気持ちを述べる忍ちゃんに、穂高さんが慌てる。

「し、忍ちゃん、せっかく用意してもらったんだから……！　種なら私が取ってあげるから一緒に食べよ？」

「ホント？　トーコお姉ちゃん優しいの！」

　嬉しそうな忍ちゃんと、ほっと胸を撫で下ろす穂高さん。

　そうして皆がスイカを食べ、一息ついたところでエレナが言う。

「こんな遠いところまで来てくれてサンキューな。東京にいる間、キミたちの面倒はアタシが見るからさ。収録は明日からだし、今日はゆっくりくつろいでくれ」

　それを聞いた俺は、食べ終わったスイカの皮を置く。

「それはありがたいけど、お世話になるんだから全部任せっぱなしってわけにはいかないだろ」

　穂高さんも大きく頷いた。

「私と藤波くんは引率役でもあるから、仕事は遠慮なく回してください。この人数の食事を用意するだけでも大変だと思いますし……」

　だがエレナは笑いながら首を横に振る。

「だいじょーぶ。この後の夕食は出前を取るつもりだよ。明日からも昼と夜は外食か出前になると思う。朝食はアタシが作るけど、凝ったメニューじゃないからそんなに負担じゃないさ。それに──」

　そこで言葉を切ったエレナは、俺たちを順番に眺める。

「そんなところに気を回すより、より完璧なコンディションで収録に臨めるようにしてほしいな。アタシが求めるのはキミたちの最高の演技だけさ」

　作家──いや、〝監督〟としてのエレナの言葉に皆は息を吞のむ。

　クリエイターとしてどこまでも貪欲な彼女の顔を既に知っている俺ですら、ぞくりと背筋に震えが走った。

「そう……ですね。わたしたちは、そのためにここへ来たんですよね」

　ソラちゃんがぽつりと言葉を零す。

　固まってしまった皆を見て、エレナは笑う。

「ああ、その通りさ。でも今から緊張されても明日に障る。だからくつろいでくれっていうのは、心からの言葉だよ」

　すると忍ちゃんが手を挙げる。

「そういうことなら、みんなで──エレナお姉ちゃんも一緒に夕ご飯まで遊びたいの！　しのぶ、トランプ持ってきてるの！」

「お、いいねー。言っとくが、アタシは強いよ？」

　即座に乗り気になったエレナが応じる。

　そのやり取りで皆の表情も緩む。

　そうして俺たちは日が沈み、頼んだ出前が届くまでゲームで遊んだのだった。
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　エレナが頼んだ出前は、豪勢な寿す司しの盛り合わせだった。

　全員で食卓を囲み、腹いっぱい寿司を堪たん能のうした後、俺はエレナに問いかける。

「すごく美う味まかったけど、値段も相当張っただろ？　こんなに奮発して大丈夫なのか？」

「平気平気。これも作品制作のための必要経費さ。前作で相当稼がせてもらった分、予算は潤沢なんだよ」

　虚勢ではなく、本当に当然だという顔で答えるエレナ。どうやら心配はいらないらしい。

「そういうことなら、今後も遠慮なく世話になろう」

「ああ、役者はそれでいい。じゃあ次は汗を流しに行こうか」

　エレナは頷いて立ち上がる。

「汗を流すって……風呂か？」

　俺は眉を寄せて問いかけた。

　話を聞いていたソラちゃんたちもエレナに注目する。

「そ、銭湯だよ。うちの風呂は狭いから、この人数だと順番待ちの大渋滞だ。なら、銭湯で一度に済ませた方がいい」

「銭湯って、皆で入るおっきなお風呂!?　しのぶ、初めてなの！」

　歓声を上げる忍ちゃん。

「皆で……ちょっと、恥ずかしいかも」

　ソラちゃんは少し戸惑っていたが、美沙貴ちゃんが横から肩を叩く。

「全員裸なんだし、気にしなくていいって！　ソラちゃんの背中、流してあげるよ！」

「ソラさん、気をつけてくださいね。美沙貴は力加減が下手ですから」

　東雲さんの忠告にソラちゃんは苦笑を浮かべる。

「は、はい。じゃあ……お手柔らかに、お願いします」

　覚悟を決めた様子で、ソラちゃんは美沙貴ちゃんに答えた。

　そのやり取りを見ながら穂高さんが呟く。

「家族旅行や修学旅行で温泉は行ったことあるけど、普通の銭湯は私も初めてね……。藤波くんはどう？」

「俺も似たようなものだよ。実家の近所にあったけど、行く理由がなかったからな」

　そう答えるとエレナが俺の背中をパンと叩く。

「銭湯はいいぞー！　特に友人と行くと最高だ。ま、男湯はキミ一人だけだけどな！」

　あははと豪快に笑うエレナ。

「言われなくても分かってるよ」

　俺は溜息を吐いて答える。

「よし、なら早速準備をして出発だ。ここから少し離れてるけど、ちょうどいい腹ごなしになるだろうさ」

　エレナは満腹の腹を撫でつつ、楽しそうに笑っていた。







　川の傍そばだからか、夜風は思っていたよりも涼しかった。

　眠らない街の明かりに照らされた空は赤黒く、星はほとんど見えない。

　そのせいか天頂で輝く月が、なんだか寂しそうに思える。

　車が通れない河川敷の道を行き、地元の商店街らしき場所に足を踏み入れると、行く手に煙突のシルエットが見えた。

　他の店がシャッターを下ろしている中、銭湯からはぼうっと黄色い明かりが漏れている。

　外観は木造の歴史を感じさせる佇たたずまいで、入り口には〝湯〟と書かれた暖の簾れんが掛かっていた。

「たぶん女子組は長風呂だろうし、早く上がった時は先に帰ってていーよ」

　エレナはそう言うと、女子たちを引き連れて女湯に入っていく。

「りょーかい」

　対する俺は一人で男湯へ。

　多少寂しくもあったが、一人になった途端に気持ちが軽くなるのを感じた。

　引率者としてずっと気を張り、目を配っていたので、自分で思っていた以上に消耗していたらしい。

　ちょうど空いている時間帯だったのか、脱衣所には誰もおらず、大浴場にも人の気配がない。

　──ラッキーだな。

　手早く服を脱ぎ、ハンドタオルだけを持って大浴場に入った。




「わーっ！　しのぶたちの貸し切りなのー！」




　すると女風呂の方から忍ちゃんの声が響いてくる。

　男風呂と女風呂の間には壁があるのだが、換気を良くするためか天井付近に隙間がある。なので静かだと向こうの声がわりとはっきり聞こえるのだ。

「紫苑、何恥ずかしがってるの？　あたしたちしかいないんだから、タオルで隠さなくてもいいじゃん」

「知らない人がいなくとも、恥ずかしいものは恥ずかしいんですわ。特にその……わたくしはあまりスタイルが良くありませんし」

　美沙貴ちゃんと東雲さんの会話も耳に届く。

　明け透けな内容なので、恐らくこちらに声が届いていることに気付いていないのだろう。

　──聞こえてること、教えた方がいいか？

　迷っている間にソラちゃんの声も聞こえてくる。

「わたしからすると、紫苑さんもオトナに見えますけど……」

「……お世辞はいいですわよ。大人というのは、穂高先輩のような方を言うのですわ」

　溜息混じりに聞こえる東雲さんの声。

「え──なになに？　何でそんなに私を見るわけ？」

「そりゃ塔とう子こちゃんのスタイルが良すぎるからさ。大学生のアタシから見ても羨ましいぐらいだぜ」

　穂高さんとエレナの会話を聞いて、俺は呼びかけようとしていた声を吞み込んだ。

　こんな会話の中で声を上げるわけにはいかない。

　こうなったら気配を消すしかないと、俺は黙って体を洗い、広い湯船に浸つかった。




「ねえねえ、エレナお姉ちゃんってカレシはいるのー？」

「いるわけねーだろ。そんな時間も心の余裕もあるかっての」

「確かにエレナさんは作品制作でお忙しいですものね」

「ああ、自分で言うのも何だがアタシみたいな変人に寄って来る男なんか──いや、ゼロじゃあなかったけどさ」

「それって誰かから告白されたってこと？　どんな人？」

「あれは告白っていうか……まあ、そいつも変人だったよ。アタシと同じぐらいね」




「…………」

　湯船に肩まで浸かっていた俺は、無言で立ちあがる。

　ダメだ。これ以上は聞いていられない。

　盗み聞きしてはいけない内容だという以上に、俺の心が抉えぐられる。

　幸いお湯の温度が高めだったおかげで、体はそれなりに温まっていた。

　俺は軽く水を浴びてから大浴場を出て、脱衣所で服を着て、皆が出てくるのを待つことにする。

　ただ上がるのが早かったこともあり、なかなか女子たちは出てこない。

　エレナが言っていたように、女の子は長風呂でもあるのだろう。

　帰り道は大体分かるので先に戻ってもよかったが、もう少しだけ待つことにする。

　エントランスの自販機ではあまり見かけない瓶入りの飲料が売っており、俺はコーヒー牛乳を購入した。

「あ、カナタさん」

　その蓋を開けたところで、女子の脱衣所からソラちゃんが姿を見せる。髪はわずかに湿り気を帯び、顔は上気していた。

「ソラちゃんか。他の皆は？」

　先ほど会話を聞いてしまったことが少し気まずかったが、顔には出さずに話しかける。

「まだ中です。わたしはちょっとのぼせてしまったので、先に上がりました」

「そうなんだ──」

　それを聞いた俺は、自販機でもう一本コーヒー牛乳を購入する。

「じゃあ、これ。とりあえず水分を補給しないと」

　ソラちゃんにコーヒー牛乳を手渡す。

「い、いいんですか？」

「ああ」

　そして俺たちは二人並んで瓶の中身を飲み干す。

「わぁ……すっごく美味しいです！」

「──確かに」

　喉が渇いていることもあるのだろうが、銭湯で飲むコーヒー牛乳は格別だった。

　ただ瓶が空になっても他の皆は現れない。

「先に二人で帰るか」

　エレナと穂高さんにメッセージを送っておけば問題ないだろう。

「はい」

　ソラちゃんは頷き、空になった瓶を専用の回収箱に置く。

　外に出ると、生なま温ぬるい夜風が頰を撫でた。

　隣のソラちゃんから、ふわりとシャンプーの匂いが漂う。

　頭上から音が聞こえて振り仰ぐと、明るい夜空を飛行機らしき灯が横切っていくのが見えた。

「銭湯、どうだった？」

　歩きながら問いかける。

「楽しかったです。美沙貴さんが本当に背中を流してくれて──まあ、ちょっと恥ずかしかったですけど」

　照れ臭そうにソラちゃんは頰を搔き、ちらりと俺を見た。

「あと、色んなお話をしました。そ、その、恋愛のこととかも……」

　そこで顔を赤くしたソラちゃんだったが、意を決した様子で言葉を続ける。

「あの──カナタさんは、こ、告白されたことってありますか？」

「はは……それ、美沙貴ちゃんたちにも聞かれたな」

　銭湯での会話が聞こえていたこともあり、今回はある程度心構えができていた。

「えっ、そうなんですか？」

　びっくりした顔になるソラちゃんに頷く。

「ああ。で、それなりにはあるって答えたよ。ただ、誰とも付き合わなかった」

　ここで美沙貴ちゃんたちは、俺にその理由を訊ねてきたが──ソラちゃんは違う角度から質問を投げかけてくる。

「そう、なんですね……じゃあ、えっと、カナタさんから告白したことも……？」

「ぐ」

　言葉に詰まり、俺は視線を逸そらす。

　まさかそう返されるとは。

「あ……あるんですね」

　答えずとも俺の態度で分かったらしく、ソラちゃんは表情を暗くする。

「い、いや、あれは若気の至りというか黒歴史というか……告白ってカウントするのもどうかと思う感じで──」

　俺は慌てて言い訳をする。ソラちゃんがショックを受けたような表情を見せたことに、何故か強い焦りを覚えていた。

「くろれきし？」

　そうした単語を知らなかったのか、ソラちゃんは首を傾かしげる。

「……忘れたい失敗談ってことだよ。別に聞いて面白い話じゃないし──」

「い、いえ、知りたいです！　えっと……カナタさんが、嫌じゃなければ……」

　どちらかと言えば嫌ではあった。

　でもソラちゃんが真剣だったから、話そうという気持ちになる。

「あー……俺が誰かと付き合わなかったのって、忙しかったとか周りに止められてたとか、そういう理由もあるんだけど……何よりも、その人のことを一番大切にできないって分かってたからでさ……」

　気恥ずかしさを感じつつも、俺はゆっくりと順番に語っていくことにした。

「一番大切にできない、ですか？」

「そう、その頃──俺には夢中になってたことがあって、恋愛も勉強も他のことは全部二の次だった。ただ、ある時……似たようなやつと出会った」

　中学生の時の俺は音楽に、歌うことに夢中だった。全てを懸けていたと言ってもいい。

　でも……そんな俺が呆あきれてしまうぐらいの情熱と才能を持つ馬鹿が、この世界にはいた。

「一緒に一つのものを作り上げて、その過程で喧けん嘩かして、仲直りして、また喧嘩して──そこで思ったんだ。こいつとなら一緒に歩いていけるかもってさ。お互い一番大事な物が別にあるけど、相手のことを二番目に大事にできるのなら上う手まくやれるんじゃないかって」

「…………」

　ソラちゃんは黙って俺の話を聞いている。

「だからふと、二人きりになった時に口走っちゃったんだ。俺たち結構お似合いじゃないか？　ってさ」

　冗談めかした言い方だったけど、それは告白に限りなく近い何かだった。

　そしてその意図は、相手にも明確に伝わっていた。

「そ、それで、お相手の人は……？」

　ソラちゃんが恐る恐る問いかけてくる。

「フツーにタイプじゃないって言われたよ。それでその話題は終わり。お互いなかったことにしたし、思い返してみても気の迷いだったとしか思えない」

　ただこれはオブラートに包んだ言い方で、実際の台詞はもっと容赦なかった。

『アタシ、ショタはタイプじゃねーし』

　あいつはきっぱりそう告げたのだ。

　確かに当時の俺は小学生にも間違われるぐらい小柄で華きゃ奢しゃな体つきだった。恋愛対象と見なされなくても仕方がない。

「あの、もしかしてその相手の人って……」

　ソラちゃんは何か言いたげに俺を見たが、途中で首を振って言葉を吞み込んだ。

「いえ、何でもありません。聞かせてくれてありがとうございました。とても参考になりました」

　ペコリと頭を下げるソラちゃん。

「参考？」

「あっ!?　き、気にしないでください。それよりも──恋愛より、好きになった人より夢中になれるものがあるって……すごいことですね。カナタさんの中には、今も〝それ〟はあるんですか？」

　その問いに、俺は少し考えてから答える。

「前に夢中になっていたものは、一度失なくした。でも今は……もしかしたら、また新しいものを見つけたかもしれない」

　毎日のように児童館へ通って、レッスンして──ソラちゃんたちの成長を見守って……俺自身も新しい挑戦をして──息を吐く間もない日々だ。

　かつてバンド活動をしてた時と同じぐらい、俺は熱中している気がする。

「そうなんですね……やっぱりカナタさんは凄いです」

　彼女の言葉に俺は笑う。

「凄いって、それならソラちゃんも同じだよ。声優を目指して一生懸命で、俺よりもずっと一つのことに熱中してる」

「本当ですか？　なら、わたしも──〝お似合い〟になれるでしょうか？」

　ドキリと心臓が跳ねる。

　ソラちゃんは笑顔だったが、少し遅れてここまでの会話の流れと、自分が口にした言葉が意味することを自覚したのか、夜道でも分かるほど赤面した。

「あ、あの！　い、今のはそういう意味じゃなくて──」

　慌てて彼女が否定するのを見て、俺も平常心を取り戻す。

「……ああ。そ、そうだよな」

「はい……」

　恥ずかしそうに下を向くソラちゃん。

　しばらくお互い無言で足を進める。

「……カナタさん」

　ぽつりと呟くようにソラちゃんが話しかけてくる。

「ん？」

「もし、その、またお似合いの人を見つけたら……また、告白しますか？」

「どうだろ……前のことがトラウマになってるからな……」

　同じ失敗はしたくないという気持ちが強いが──。

「わ、わたしはっ！　告白した方がいいと思います……！」

　けれどソラちゃんは珍しく大声で自分の意見を口にした。

「ソラちゃん？」

「あ──ごめんなさい。でも、たぶん、その方が……」

　自信がなさそうにソラちゃんは呟く。

「ああ、確かにな。一度の失敗でビビるのはカッコ悪いか」

　彼女が真剣に言ってくれているのを感じ、俺は考えを改める。

「はいっ……わたしも頑張るので……！」

「ソラちゃんも？」

　聞き返すとソラちゃんはハッとして視線を彷徨さまよわせた。

「え……えと、わたしも色々なことを頑張ってカッコよくなりたいというか……」

「そういうことか。うん、頑張ろう。明日からの俺たちは、同じ立場の〝演者〟だしな」

「同じ立場……」

　ソラちゃんは目を見開いた。

「ああ、一緒に一つの作品を作り上げる仲間だよ」

　そう言って笑いかけると、ソラちゃんも笑みを浮かべる。

「──はい。正直、不安ですけど……精一杯頑張りますっ！」

　そうして東京初日の夜は更けていく。

　本番は明日から。

　俺もソラちゃんも、現時点の力で精一杯ぶつかるしかない。

　──やってやるさ。

　ひとりぼっちの夜空の月が、今は何故だか気高く見えた。
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「ただいま～」

　先に家へ戻っていた俺とソラちゃんが縁側で涼んでいると、玄関から皆の声が聞こえた。

「ふわぁ……もう目を開けてられないの……」

　出迎えに出ると忍ちゃんがもう眠そうで、ふらつく彼女の体を穂高さんが支えている。

「ちょっと早いかもだけど、今日はもう寝た方が良さそうね」

　苦笑する穂高さんに同意し、俺は客間に皆の布団を敷く。

「さすがに男女同室ってわけにはいかないから、キミは二階の部屋を使ってね。ちゃんと掃除しておいたからさ」

　そう言うエレナに案内され、俺は二階の六畳間に通された。

　──たぶんここ、元はお祖じ父いさんの部屋だよな。

　直接訊ねてはいないが、本棚に並ぶ歴史小説や棚に飾られたゲートボールのトロフィーと賞状から何となく察せられる。

　お祖母さんの家としか聞いていないので、恐らくお祖父さんは既に亡くなっているのだろう。

「じゃあごゆっくり。明日は七時半に朝食だから」

　そう言って部屋を出ようとするエレナ。

「なあ」

　その背中に声を掛ける。

「ん、何？」

　呼び留めてから特に用件がなかったことに気付く。

　──まったく、銭湯であんな話を聞いたせいだ。

「いや、えっと……元気か？」

「何だい、それ？　見てわかるだろ？　元気に決まってるじゃないか」

　笑いながらエレナは自分を指差す。

「見た目じゃ分からないから聞いてるんだ。お前、作品に集中してる間は体の限界とか無視してるだろ。それで一回、ぶっ倒れたことあったよな？」

　前作での収録中、並行して編集作業も行っていた彼女は、まるで電池が切れたように気絶したことがあった。

「あはは、そんなのよく覚えてるなー。でも大丈夫。今日は皆と一緒にこの時間から寝るから、明日には全回復するって」

　──ってことは今かなり疲れてるってことだろ。

　そう思ったが、注意しても聞く奴ではないので溜息だけで感情を伝える。

「まあ……それならいい」

　頭を搔きつつ、俺は言う。

「うん、でも心配してくれてサンキュ」

　ポンと俺の頭に手を置いて彼女は笑い、湯上りの微かな香りを残して部屋を出て行った。

「まだ子供扱いか」

　俺は彼女に触れられた頭を自分で撫で、再び大きく息を吐く。

　悔しいけれど、嫌な気持ちもしないのが複雑だ。

　──今日は俺も早く寝てしまおう。

　そう考えて布団を敷いていると、部屋の外から足音が聞こえてきた。

　エレナが戻ってきたのかと思ったが、襖ふすまを開けて入ってきたのは──。

「カナ兄！　遊ぼ遊ぼっ！」

　美沙貴ちゃんが自分の枕を抱えながら、笑顔で言う。

「え……？」

　いきなりのことに俺は固まる。

「みんな、もう寝るっていうけど──あたしはまだ眠くないんだっ。カナ兄もまだ起きてるよね？」

「いや、俺も寝ようとしてたんだけど……」

　期待に目を輝かせる彼女に、俺はそう返答する。

「えーっ！　遊んでくれないのぉ……？」

　頰を膨らませ、俺をじっと見つめる美沙貴ちゃん。

「ぐ……」

　その視線には何か抗あらがいがたい力があり、俺は肩を落とす。

「仕方ないな。まだ俺も眠くないのは同じだし、少しだけ付き合うよ。ただ寝る皆の邪魔にならないよう、なるべく静かにな」

　俺がそう言うと、美沙貴ちゃんは満面の笑みを浮かべた。

「ありがとっ！　やっぱりカナ兄は優しいね！　そういうとこ大好き！」

「お、おう」

　真正面から大好きと言われて少し動揺してしまう。

「じゃあ何しよっか？　遊べそうなものって……ないよね？」

　美沙貴ちゃんは部屋を見回して言う。

「そうだな……」

　どうしようかと俺も考えていると、美沙貴ちゃんは何か思いついた様子で手を叩く。

「遊ぶものがないなら、おしゃべりするだけでもいいかも！　カナ兄、そこ座って」

　彼女に促され、俺は敷いたばかりの布団の上に胡坐あぐらをかく。

「おじゃましまーすっ」

　すると美沙貴ちゃんは足の間のスペースにすっぽり収まる感じで腰を下ろした。

「ちょっ……」

　足に掛かる重みとすぐ近くにある体温。ふわりと漂う甘い香りに俺は戸惑う。

「えへへー、カナ兄にもたれられるから楽ちん楽ちん」

　彼女は俺に背中を預け、楽しそうに笑っている。

　どうやら俺を座椅子代わりにしたかっただけらしい。

　ここで過剰に反応するのは保護者らしくない気がして、俺はこの状況を一先ず受け入れることにする。

　ただ喋しゃべると言っても何を話題にしていいか迷う。

　目の前には、ゆらゆらと動く美沙貴ちゃんの頭。その金髪は普段よりしっとりしているように見える。

「……綺き麗れいな髪だね」

　つい思ったことを口にしてしまう。

「でしょ！　お母さん譲りなんだっ」

　まるで口説いているみたいに思われないかと焦ったが、美沙貴ちゃんは素直に喜びを表す。

「そうなんだ。国際結婚？」

「うん、お父さんがヨーロッパを回ってた時に出会って、一ひと目め惚ぼれしたんだって！」

　──ヨーロッパ？

　彼女の父親はいったい何者なのだろう。というか長い間レッスンをしていたが、俺は美沙貴ちゃんのことをまだほとんど知らないのだ。

「それは何て言うか、運命的だね」

「だよね！　あたしも憧れてるんだ！　もし運命の人に出会ったら、絶対に逃したくないなって」

　美沙貴ちゃんは頷き、俺にもたれたまま顔をこちらに向ける。

「カナ兄がさ、運命の人だったらいいのに」

　そう言いながら俺をじっと見つめる美沙貴ちゃん。

　その眼まな差ざしと、真意が見通せない微ほほ笑えみに、俺の鼓動は速くなる。

「……どうして俺なんだ？」

「んー……カナ兄って他の人とは違う気がして。何て言うか、出会えたことが奇跡って感じるんだよねっ」

　そう言うと美沙貴ちゃんは照れたように視線を外す。

「だからさ、よかったら……か、か、か──」

「か？」

　言葉に詰まっている彼女を見て、俺は首を傾げる。

「か、カレ──あ、あれ？　何で上手く言えないんだろ？」

　困惑した様子で美沙貴ちゃんは自分の顔を押さえる。指の間から見える彼女の頰は、林りん檎ごのように赤く染まっていた。

「あはは──やっぱり何でもないよ。何だか眠くなってきたから、みんなのところに戻るね」

「あれ、もういいのか？」

　まだ大して話していなかったので俺は問いかける。

「うん……ちょっと紫苑とも相談──じゃなくて話したくなっちゃったから。じゃあ、おやすみっ！」

　自分の枕を拾い上げ、彼女は風のように去っていく。

「おやすみ……」

　たぶん俺の挨拶は届かなかっただろう。

　妙に落ち着かない気持ちで俺は布団に横たわる。

　階下からは、まだ微かに子供たちの話し声が聞こえていた。
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　薄いカーテンを容易たやすく貫通してくる夏の朝あさ陽ひ。

　その眩まぶしさに目を開けた俺は、しばらく見慣れぬ六畳間を見回す。

　──ああ、そうか。ここはエレナの……。

　寝ぼけていた頭がようやく記憶を再生し、状況を理解できた。

　南みなみエレナの祖母の家に泊まることになった俺たちだったが、男子の俺が女子と一緒の場所で寝るわけにはいかない。

　そこで俺は一人別の部屋を使わせてもらうことになったのだ。

　まだセットしていたスマホのアラームは鳴っていない。

　少し早いがとりあえず顔を洗おうと、部屋を出て洗面所に向かう。

「あ」

「え？」

　洗面所の前で、顔をタオルで拭いていた穂ほ高だかさんと出くわした。

　お互いにしばし硬直。

　その理由は彼女の格好にある。

　穂高さんが身に着けているのは、パジャマ代わりと思われる少し大きめのＴシャツ一枚。

　ズボンは穿はいておらず、白い下着が──パンツが丸見えになってしまっていた。

「っ!?」

　数秒後、顔を真っ赤にした穂高さんは、Ｔシャツの裾を引っ張って下着を隠す。

「わ、悪い」

　手遅れだとは理解しつつ、俺も明後日あさっての方に視線を逸そらした。

「わ、私こそごめんっ！　こんな格好で──まだみんな寝てると思ったから……その、私、いつも寝る時はこういう感じでさ……」

「そうなんだ……いや、何か早く目が覚めちゃって……」

　謝る穂高さんに俺は首を振る。

　非常に気まずい。脳裏にはまだ先ほどの光景が焼き付いていて、上う手まく思考が纏まとまらない。

「早起きは……いいことだと思うわ」

「……ああ」

　ぎこちない会話をした後、俺は我に返って踵きびすを返す。

「とにかく俺は一旦部屋に戻るよ」

「あ、待って！」

　だが後ろから穂高さんに腕を摑つかまれた。

「その……せっかく二人きりになれたから、藤ふじ波なみくんに聞いてみたいことがあるんだけど」

　確かに俺たちは引率する立場であるため、昨日から二人だけで会話する機会はなかった。

「聞きたいこと？」

「うん──昨日さ、銭湯でエレナさんと色々話したんだけど……」

　会話を聞いてしまっていたことを思い出し、ドキリとする。

「エレナさん、藤波くんのこと色々褒めててさ……」

　──褒めてた？

　けれど俺が耳にした告白云うん々ぬんの話題ではなさそうだと胸を撫なで下おろした。

「あいつが？　うーん……ＢＧＭと挿入歌のブラッシュアップに時間が掛かって、文句しか言われてないけどな」

　今回の合宿まで俺は昔のバンドメンバーたちに協力を仰ぎつつ仕事を進めていたのだが、相変わらずエレナのハードルはとてつもなく高かったのだ。

「あ……まあ、文句は十倍ぐらいあったけど」

　バツが悪そうに穂高さんは付け加える。

「やっぱりそうか。はは、そっちの方がエレナらしいよ」

　俺は笑って頷うなずくが、そこで穂高さんは一歩こちらに詰め寄ってきた。

「──藤波くんもエレナさんにだけは皮肉っぽいことを言うんだね？　も、もしかしてさ……二人って──」
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　何だろう。まさかエレナから辿たどって俺の過去を突き止めたのか？

　ごくりと唾を吞のみ込こんで彼女の言葉を待つが、耳に届いたのは予想外の台詞せりふだった。




「前に、付き合ってた？　エレナさんって実は元カノだったり……？」




　上目遣いでどこか不安そうに問いかけてくる穂高さん。

「は……？」

　しかし俺はその問いがあまりに衝撃的すぎてすぐに反応できない。

「あ、あの、ごめんね。別に過去を詮索するつもりはなくて……私は別に気にしないし。ただ、でも、ヨリを戻す気があるかどうかは、ちょっと聞いてみたいかも……」

　勝手に話がどんどん進んでいって、俺は慌てて彼女を制止する。

「待て！　待ってくれ。エレナは別に元カノじゃないし、戻すヨリなんて存在しない。単に昔の知り合いってだけだ」

「へ？　そうなの？」

　驚いた様子で穂高さんは目をぱちくりさせる。

「そうだよ」

　真顔で俺が頷くと、彼女はホッとした表情で息を吐く。

「なーんだ。心配して損しちゃったわ。あはは、ごめんね。実はエレナさんさ、前に告白されたことがあるみたいな話もしてて──その相手が藤波くんな気がしちゃったのよ」

　恥ずかしそうに頭を搔かきながら言うが、今度こそ俺の心臓は止まりそうになる。

「っ──!?」

　息を吞んで硬直した俺の反応を見て、穂高さんも驚いた顔をした。

「え？　え……？　も、もしかして……そっちの予想は当たってたり、した？」

「そ、それは──」

　反射的に否定の言葉が出そうになったが、ここまで態度に表してしまってはもはや誤魔化すのは不可能。

　俺は諦めの息を吐く。

「…………当たってるよ。穂高さんは鋭いな」

　ソラちゃんに話した告白の失敗談。

　その相手こそ、南エレナだったのだ。

「あれ？　でもエレナさん、告白されたのに藤波くんと付き合ってはいないってこと？　つまり……」

「俺がフラれたんだよ」

　肩を竦すくめて言うと、穂高さんは気まずそうに視線を逸らす。

「ご、ごめんね……デリカシーのないこと言っちゃって」

「気にしなくていい。昔のことだし。それに、あれはホント気の迷いだったと思ってる」

　穂高さんは俺の言葉を聞くと、ぐっと詰め寄ってきた。

「じゃあ今はもう特別な感情はないの？」

「そういう目では見てない」

　そこは胸を張って答えられる。

　再会してからは普通に接することができたし、そもそも当時もそんな気持ちになったのは、ほんの束つかの間まのことだった。

「ふーん……？」

　けれど穂高さんはどこか納得がいかないという表情で首を傾かしげる。

「な、何だ？」

「ちょっとだけ腑ふに落ちないのよね。だって本当に気持ちが整理できてるなら、とっくに次の恋に向かってるはずでしょ？」

「次の恋って……」

　彼女の言葉に俺は戸惑う。

　そんな俺をじっと観察した後、穂高さんは視線を外した。

「──私ね、この合宿で収録だけじゃなくて色んなことを頑張ろうと思ってるの。藤波くんもさ、今しかできないことをちょっと考えてみたら？　せっかく初恋の人が近くにいるんだし」

「い、いや、だからエレナは本当にそういうのじゃないから！」

「そう？　まあいいわ。じゃあ私は着替えて朝ご飯の支度を手伝ってくるね。エレナさん、もう起きてるみたいだし」

「……俺も顔を洗って着替えたら行くよ」

　彼女がＴシャツの裾を引っ張りながら去っていった後、俺はもやもやした気持ちを吹き飛ばすように冷たい水を顔面に浴びせたのだった。
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「さあ、いよいよ今日から収録だ！　行くぜ野郎ども！」

「おーっ！」

　玄関前でエレナが上げた掛け声に、ソラちゃんたち小学生一同が応じる。

「……野郎は俺だけなんだけど」

　ぼそっとツッコミを入れるが、エレナは聞いていない。

「恥ずかしくて躊躇ためらっちゃったわ……」

　穂高さんは上げ損ねた腕を見つめ、溜ため息いきを吐いた。

　きちんと戸締りをしてから出発する。

　まだ午前中で気温が上がりきっていないせいか、あちらこちらで蟬せみがやたら元気に鳴いていた。

　電車に乗って六本木へ。

　俺にとっては最新のオフィス街というイメージの場所。着いてみると実際その通りではあったが、一つ道路を挟めば様々なテナントの入った雑居ビルが立ち並び、怪しげな雰囲気が漂う。

　大通りの上には首都高が走っている。

　電車の高架とは規模が違い、真下にいなくとも圧のし掛かってくるような息苦しさを感じた。

「あ！　この辺り、ドラマで見たことあるのー」

　歓声を上げる忍しのぶちゃん。

　他の子も色々なものに目移りするので、俺と穂高さんはそのたびに注意を促さねばならなかった。

　そうしてたどり着いたのは、看板などが何もないモダンなデザインのビル。

　外から見ると本当に何のビルか分からないが、どうやらここが今回使う収録スタジオらしい。

　──そういえば俺がバンド時代に使ったスタジオも目立たない建物が多かったな。

　有名人の出入りもあるので、あえて看板を出していないのかもしれない。

「すごーい！　何だか秘密基地みたい！」

　駐車スペースのある裏口には暗証番号入力用のパネルがあり、美み沙さ貴きちゃんは声を弾ませた。

　慣れた手つきでエレナはカードキーと暗証番号を用いて扉を開ける。

　中に入ると案内板があり、このビル内に複数の収録スタジオがあることが分かった。

　他のスタジオは現在何かのアニメの収録中らしい。

「他の人の迷惑になるから静かにね。こっちよ」

　エレナはそう注意した後、地下への階段に向かった。

「……下なんですね」

　高いビルなので上に行くと思っていたのか、ソラちゃんが意外そうに呟つぶやく。

「地下の方が雑音は届かないからな」

「あ、確かに……」

　俺がそう説明すると、ソラちゃんは納得した顔で頷いた。

　地下のフロアに入ると、外を走る車のエンジン音などはほとんど聞こえなくなる。

　そしてそこにある分厚い防音扉を開け、様々な機材が並ぶ収録スタジオに足を踏み入れた。

「凄すごそうな機械がいっぱいですわね……」

　東雲しののめさんが興味深そうにスタジオ内を見回す。

「これ、エレナさんが操作するんですか？」

　そう問いかけた穂高さんにエレナは苦笑を返した。

「まさか。指示はアタシが出すけど操作はスタジオの人がやってくれるよ。それより……あの子はまだ来てないかー」

　ガラス窓から録音ブースの中を確認しつつ、エレナは言う。

「あの子？」

　俺が聞き返すと、エレナはこちらを向いて答えた。

「今日の収録にはもう一人呼んでてさ。前作にも出てもらったプロの声優」

「ええっ!?」

　傍そばで話を聞いてたソラちゃんが驚きの声を上げる。

「ぷ、プロの方ですの？　そんな話、聞いていませんわ！」

　東雲さんもかなり動揺していた。アニメには詳しいらしいので、余計に緊張するのだろう。

「だって言ってないし。でも台本を読めば予想はできたと思うけどね。今作のメインキャラクターは、ソラちゃんたちが演じる役以外にあと一人いるんだし」

　肩を竦めるエレナ。

「……そういえば後半から登場する悪の親玉がいたな」

　俺は台本の流れを思い返しながら呟く。

　オーディションでの読み合わせで使ったのは台本の前半部分。そこには登場しないが、後半に黒幕として立ちはだかるキャラクターがいるのだ。

「うん、その役の子。もしかしたら前作の試写会とかでキミは面識があるんじゃ──」

　エレナがそう言ったところで、ガチャリとスタジオの扉が開く。

　部屋に入ってきたのは、エレナと同年代ぐらいに見える若い女性。

　一目で分かるスタイルの良さ。整った顔立ちを隠すように大きめの眼鏡をしている。

　彼女は俺たちと目が合うとペコリと会釈をし、分厚い防音扉をそっと閉めた。それから姿勢を正し、よく通る声で挨拶をする。

「──おはようございます！　クレア・クロウリー役の音おと無なし雲母きららです！　本日はよろしくお願いします！」

　秀でた容姿以上に、その声が彼女という存在を輝かせた。

　美しく、存在感のある声音。彼女の声には確かな〝力〟があった。

　──音無さんか。確かに見覚えはあるな。

　だが試写会で少し挨拶した程度だ。

「音無……？　音無雲母ってまさかあの──」

　東雲さんは彼女の名前に聞き覚えがあったらしく、声を上うわ擦ずらせて呟く。

「紫し苑おん、どしたの？　知ってる人？」

　美沙貴ちゃんの質問に、東雲さんは動揺を隠しきれない様子で答えた。

「知ってるも何も〝天てん威い無む砲ほうのヴリトラちゃん〟でヴリトラちゃんを演じてる方じゃないですの！　一緒に劇場版も見に行ったでしょう？」

　抑えた声で捲まくし立たてる東雲さん。

「あ、あの声の人かー」

　美沙貴ちゃんは思い至ったようだったが、その声は軽い。

　だがその代わりに忍ちゃんが表情を硬くしていた。

「しのぶも知ってるの……すごい──本物の声優さんなの……」

　するとソラちゃんが俺の腕をツンツンと指で突いてくる。

「カナタさんは分かりますか？　わたし朝とか夕方にやってるアニメしか分からなくて……」

「いや、俺も東雲さんが言ってるアニメは見たことないな。でも皆の反応を見るに、かなり有名な人なんだと思うよ」

　俺はソラちゃんに囁ささやく。

　そうして俺たちが浮立っていると、エレナが前に出てきた。

「おっはー！　雲母ちゃん、今回もよろしくねー」

　軽い口調で挨拶するエレナ。

「もう……エレナ、他のキャストさんがいるんだから友達扱いはやめてよね」

　すると彼女──音無さんは表情を緩め、呆あきれ混じりの声で言う。

　どうやら二人はプライベートでも仲がいいようだ。

「実際友達なんだし仕方ないじゃん。それにキミが友達なら、この子たちはアタシの身内みたいなもんさ。普段の現場とは違って、アットホームな感じでやろうぜ」

　エレナは俺やソラちゃんたちを身振りで示す。

　こちらの自己紹介のタイミングだと俺たちは察し、順番に口を開いた。

　まずは主役のソラちゃんから。

「は、はじめまして！　主人公の──アリス・アライズ役の、白しら瀬せ空そらです……！　きょ、今日はよろしくお願いします！」

　そして皆が続く。

「ジョン役の鈴すず森もり忍なの！　よろしくなの！」

「あたしはパルメル役の桜さくら乃の美沙貴だよ！　よろしくね！」

「ＧＦ９０９９役の東雲紫苑ですわ。どうぞよろしくお願いいたします」

「私は脇役だけど、ミルってキャラの声で出演させてもらうことになった穂高塔とう子こよ」

　残る俺も言葉を選びながら自己紹介する。

「ＢＧＭと挿入歌、それとオルドってサブキャラの声もやらせてもらう藤波奏かな太ただ。よろしく」

　皆の挨拶を受け、音無さんは改めて会釈をした。

「はい、皆さんよろしくお願いします。あら、あなたは──」

　彼女が俺の顔を見て、何かを思い出そうとするかのように目を細める。

　ぎくりとするが、彼女はしばらくして諦めたように頭を振った。

「──あの、勘違いだったらすみません。以前どこかで会ったことがありますか？」

「あ、はい。エレナに招いてもらった試写会で一度。挨拶しただけなので、覚えてなくても当然だと思います」

　俺は内心ほっとしながら答える。

「そうでしたか……うーん、でも挨拶したのなら……私、人の顔と名前を覚えるのは得意なんですけどね……」

　少し納得いかない様子で首を捻ひねる音無さん。

　思い出せないのも当然だ。試写会の時には〝ソウタ〟として挨拶をしたのだから。

　まだ記憶を掘り起こそうと試みている彼女だったが、エレナがパンパンと手を叩たたいたことで顔を上げた。

「よし、じゃあキャストが揃そろったところで少し話をさせてもらっていいかな」

　そこで空気が変わる。

　数ヵ月にもわたって準備してきたことの〝本番〟がついにやってきた緊張が、俺たちの間に走った。

「は、はい！」

　ソラちゃんがエレナの方に向き直り、皆も話を聞く態勢になる。

「今日から収録を始めるわけだけど、まずは本編じゃなくＰＶ用の音声を録とらせてもらいたいんだよね」

「ぴーぶい？」

　忍ちゃんが首を傾げて言う。

「告知用の短い映像のことだよ。実は明日、結構大きなアニメ系イベントが都内で開催されるんだけど──そこで今作のＰＶを流してもらえることになってるのさ」

「明日上映するのものを今録るんですの!?」

　東雲さんが焦りながら問いかける。

「あ、一応ＰＶはもう完成していて納品済みだよ。でもやっぱり間に合うなら声も入れたいなと思ってね。直前まで差し替えオーケーらしいからさ」

　にやりと笑ってエレナは答えた。

「ＰＶ用なら台詞は少なそうだな」

　俺の言葉にエレナは頷く。

「そうだね。メインキャラでも台詞は数えるほどだよ。ちなみにキミと塔子ちゃんのキャラはＰＶじゃ出番なし」

「まあ、私たちは脇役だもんね」

　そう呟く穂高さんの表情は、残念というより安あん堵どの色が濃い。

「でも──そうだな。カナタくんにはアカペラで挿入歌を歌ってもらおうか。台詞アリとはまた別のバージョンとして、もしかすると上手くハマるかもしれない」

　少し考えてエレナは口を開く。

　アカペラは本来の意味だと教会音楽の一様式だが、今では広く〝無伴奏で歌うこと〟を指す。ここでも当然、後者の意味だろう。

「おい、いきなりそんな……」

　心構えができていなかった俺は抗弁しようとするが、エレナは鋭くそれを遮った。

「思い付きだけど、アタシがやると言ったらやってもらうよ。この作品の監督はアタシなんだから」

　その言葉には有無を言わせぬ圧がある。

　──スイッチが入ったな。懐かしい。

　前作で俺が意見をぶつけ合わせたのは、この南エレナだ。普段の彼女もなかなかに我が強いが、監督モードの時はその比ではない。

　このどうしようもないほどの強敵と一つの作品を作り上げていく中で、俺の内で初めての感情が芽吹き、告白まがいのことを口走ってしまったのだ。

　──いや、だからあれは気の迷いだって。

　本番前に何を思い出しているのかと、俺は頭を振る。

「分かった。やるだけやってみるさ」

　あの頃と同じように意地とプライドで彼女の要望を受け止め、俺は頷いた。

　ただ、とっくに分かっている。

　もう既に彼女は遥はるか先を歩いていて、もう〝お似合い〟だなんて口が裂けても言えないことを。







「今回のＰＶは三十秒。色んなカットの繫つなぎ合あわせだから、実際に見てもらえればどのシーンか分かると思うよ」

　収録ブースの中に入ったメインキャスト組にエレナがマイクを通して話しかける。

　機材の並ぶコントロールルームにいるのはエレナと俺、穂高さん、それと機材を操作するスタジオのスタッフ。

　分厚いガラスを隔てたブースには、緊張した面持ちのソラちゃん、忍ちゃん、美沙貴ちゃん、東雲さん──そして一人だけ自然体のプロ声優、音無さんの姿が見える。

「じゃ、流して」

　エレナの指示で、ブースとコントロールルーム双方のモニターにＰＶの映像が映し出された。

「わ……すごい、台本で読んだシーンがアニメになってる……」

　穂高さんが感嘆の声を漏らす。

　全編の台本は渡されていたが、映像を見るのはこれが初めて。

　だがほぼ丸暗記してしまうほど台本を読み込んでいるので、ＰＶの映像がどのシーンなのか、大体推測することができた。

　ブース内のソラちゃんたちも、映像を食い入るように見ていた。

　作品の雰囲気を伝えることに主眼を置いているらしく、全体的に引きの絵が多い。

　だが後半になると主役のキャラが大映しになり、迫力あるアクションと共にＰＶは終わりを迎えた。

　流れた音楽は、俺が元バンドメンバーたちにブラッシュアップを依頼した劇げき伴ばんの一曲。

　ボーカル曲は俺がいないと収録できないが、ＢＧＭであればバンドメンバーだけでも録れる。なので先に俺の地元のスタジオで劇伴の大半は収録してもらったのだ。

「……これに声を入れるとしたら、ソラちゃん責任重大ね」

　ＰＶを見た後、穂高さんがぼそりと呟く。

　その声が届いたのか、エレナは腰かけていたオフィスチェアを百八十度回転させてこちらを向いた。

「その通り！　前半から中盤は世界観を伝えるために落ち着いたシーンが多くて、台詞も淡々とした感じになるんだけど──ラストだけは違う。主人公の迫力あるシーンで、観衆の心を奪いに行く。ソラにはそれだけの演技をしてもらわなきゃね」

　エレナの言葉を聞いて、俺はソラちゃんのことが心配になる。

「今のＰＶを見ながら声を当てるのか？　該当箇所のシーンを収録してから、台詞を抽出した方がいい気がするんだが」

　ＰＶに直接声を当てるやり方は順序を間違えている気がするし、ソラちゃんたちも演技がし辛づらいだろう。

「まあそれが正道だろうけどさ。正しくても最高の結果に結びつくとは限らない。本編とＰＶでの〝最適解〟はね、また違うんだよ」

　にやりと笑ったエレナはそう言い、ブースの方に視線を戻した。

「難しくても、まずはこのＰＶ主体で行かせてもらうよ。本編収録前だからこそ、枠に嵌はまらない演技ができるってものだからね」

　こちら側の声は、マイクをオンにしないと収録ブースには届かない。だから今の会話はソラちゃんに聞こえていないのだが、彼女の表情は緊張で強こわ張ばっている。

「──監督がそう言うなら」

　これ以上口を出せることではないと、俺は引き下がった。

「よし、じゃあ該当箇所の台詞を各々確認してリハーサル。それで本番いくよー」

　マイクのボタンをオンにして、エレナがソラちゃんたちに呼びかけた。

「はい！」

　返ってくる皆の声。

　映像が流れ、まずは演技よりもシーンに合わせることに重点を置いたリハーサルが始まる。

　初めて訪れたスタジオ。しかもＰＶに直接声を当てるという変則的な収録。

　ソラちゃんたちの表情に余裕はなく、シーンから少しズレてしまうところも多かった。

　ただその中で彼女だけは──プロの声優、音無雲母はキャリアの違いを見せつける。




「ああ──これで蒼あおい鴉からすも地に堕おちる」




　ＰＶにおける彼女の台詞はその一言。

　だがリハーサル一発目にもかかわらず完璧な演技。

　ブースにいる他の皆がハッとした顔で彼女を見た。

　本物の実力を見た動揺からか、ラストを締めるソラちゃんの演技はとてもたどたどしいものとなる。




「わ、わたしは……それでも、まだ飛べ──」




　詰まったせいで尺が合わず、台詞も最後まで読み切れない。

「……すみません」

　しゅんとした顔で謝るソラちゃん。

　それを見たエレナが笑いながら言う。

「いいよいいよ、まだリハだしね。タイミングを摑めるまで何回も通してやってみよう。そうしたら緊張も解けてくるさ」

　そのやり取りを聞いていた穂高さんが小さく呟く。

「動く絵に合わせるって、思っていた以上に難しそうね。私たち、読み合わせしかしてこなかったから……」

「そうだな。だからこそエレナはＰＶの収録を先にしたのかもしれない。本編で演技のムラが出ないように──このＰＶでソラちゃんたちをある程度〝仕上げる〟つもりなんだろう」

　リハーサルを見て、俺はそう推測する。

　──俺も他ひ人と事ごとじゃないけどな。

　ソラちゃんたちの後は、俺もアカペラで挿入曲を歌うのだ。恐らくそこで俺はエレナと意見を激しくぶつけ合うことになるに違いない。

　その覚悟を固めながら俺は収録を見守った。

　リハーサルでの演技は繰り返すほどに良くなり、タイミングも合ってくる。

　積み上げた読み合わせの練習は、決して無駄ではなかった。

　普段の実力を発揮し始めたソラちゃんたちを見て、エレナは頷く。

「よし──次、本番いってみよう」

　ついに来たかという様子で、ソラちゃんたちは頷き返した。

　ＰＶの映像が再生され、皆が作品の登場人物として台詞を言う。




「はぁ……はぁ…はぁ……誰か──誰か助けて……！」




　最初は忍ちゃん。物語のキーパーソンである男の子を完璧に演じる。




「あたしは生きるの。どんな手を使っても、何を犠牲にしても、絶対に──」




　続く美沙貴ちゃんの演技も様になっている。




「その命令は拒否します。当機を従わせたいのであれば──いつものように笑ってくださいませ」




　小学生四人の中では最も地力のある東雲さんは、本番でも練習通りの実力を見せた。

　そしてプロ声優の音無さんは、リハーサルからさらに研ぎ澄まされた演技をし、最後はソラちゃんが締める。




「わたしはそれでも、まだ飛べます……！」




　今回は嚙かむこともなくタイミングもばっちり。

　俺からすると特に問題はなかったように思ったのだが──。

「うーん、まだちょっと物足りないね。ソラ、もっと感情的な演技をしてみてほしいな。他の子は大体オーケーだけど、さらに良くなるかもしれないからもう一度お願い」

　エレナは満足できなかったらしく、ソラちゃんにリクエストをする。

「わ、分かりました」

　大きく頷き、二テイク目。

　今度もソラちゃんはしっかりと台詞を読み上げた。

　けれどエレナの顔は晴れない。

「ソラだけ、もう一回行ってみようか」

「あ、あの……今ので足りませんでしたか？　感情はできる限り込めてるつもりなんですが……」

　ソラちゃんは何が悪かったのか分かっていない様子で問いかける。

「ああ、感情の演技ができていないってわけじゃないよ。たださ、ここではそれを爆発させるというか──表に出してほしいんだ」

「爆発……表に……や、やってみます」

　エレナの言葉を繰り返し、頷くソラちゃん。

　だがそこから何度繰り返してもエレナからオーケーは出ない。

　そしてもう何回目か分からない演技の後、エレナはコントロールルームの時計を確認して息を吐いた。

「うん──まあ、こんなところかな。オーケーオーケー。ごめんね、難しいオーダーしちゃって。後半、かなり良くなってたと思うよ」

「……ありがとう、ございます」

　しゅんとした顔で礼を言うソラちゃん。

　とりあえずのオーケーは出たが、エレナを完璧に納得させることはできなかったと気付いているのだろう。

「次はカナタくんのアカペラを録るから、皆は一旦休憩してて」

　エレナの指示で皆が収録ブースから出てくる。

　それぞれがたった一言程度の出演だったにもかかわらず、皆の疲労は色濃い。

　特にソラちゃんは落ち込んでいるようにも見えた。

　スタジオの人が歌の収録に必要なセッティングをしている間に、俺はソラちゃんに話しかける。

「次は俺が頑張ってくるよ」

　それは上からの励ましではなく、共演者としての言葉。

「──はい。応援してますっ……！」

　俯うつむいていたソラちゃんは顔を上げ、俺を送り出してくれた。

　セッティングが終わった収録ブースに入り、防音扉を閉めると──圧迫感のある静けさに包まれる。

　雑音がない世界は、とても狭く息苦しい。

　──にしても、アカペラか……。

　本当に無茶ぶりをしてくれる。

　一般的なレコーディングでは歌と伴奏を別々に録るが、その際も伴奏はヘッドホンで聞いている。完全な無伴奏での収録は、俺も経験がなかった。

　──しかも人前で歌うのは、前のオーディション以来だし。

　ソラちゃんのおかげで、今の自分の声に対する嫌悪感はだいぶ薄まった。ただやはり完全に受け入れられたわけではなく、この声で紡ぐ歌を聞かれることに抵抗はある。

　そのため俺は児童館でのレッスン中には一切歌ったりせず、カラオケなどで個人練習を積んできた。

『準備はいいかな？』

　マイクを通してエレナの声が聞こえてくる。

「ああ」

『じゃあ早速始めていきたいんだけど──原曲のテンポだとこのＰＶには少し速い感じがしてね。Ｂメロから入って、その分ワンコーラスのテンポを落としてくれない？』

　──簡単に言ってくれる。

「了解」

　だがこの程度で文句を垂れても始まらない。易しくはないが、できないことではない。

　頭の中で調整した曲をイメージし、硝子ガラス越しに見えるエレナに頷き返す。

　ブース内のモニターにＰＶ映像が流れ、俺はそれを見ながら歌を紡ぐ。

　──これは、確かに。

　歌い始めて気付く。エレナの指示は的確だったと。

　シーンの内容、切り替わりのタイミングが妙に歌と合致する。

　ラストに向けてどうタイミングを合わせようかと考えていたが、まるでＰＶ側に指揮されているかのごとく尺はピタリと収まった。

『いいよいいよー！　一発目なのにほぼ完璧だよー。技術的な面では全く問題なし』

　エレナからの言葉に俺は苦笑する。

　──ほぼ、完璧か。

「でも百点じゃないんだろ？　何が足りない？」

　彼女が満足していないことは分かっていたので、手っ取り早く訊たずねる。

　もし〝声〟が違う、〝ソウタ〟と比べて物足りないと言われたら──そんな恐怖がじわりと浮き上がってきたが、俺は俺だと言い聞かせて押し殺す。

『あえて言うなら……濃さというか、重みというか……キミならもっと〝力〟のある歌を歌えるんじゃないかってさ』

「っ……」

　エレナの指摘は俺が恐れていたものではなかった。

　だが自分でも意識していなかったことを──もっと致命的な部分を突かれたような感覚を抱く。

「……分かった。じゃあ次はもう少し力強い感じで歌ってみる」

　けれど今はとにかく試してみるしかない。

『うん、お願いー。それじゃ二テイク目行くよー』

　そうして何度も最初から通しての収録が行われた。

　Eternal Red時代も、彼女とはこのようなやり取りがあったなと思い出す。

　あの時は試行錯誤と大おお喧げん嘩かの果てに正解まで辿り着けた。

　辿り着けたからこそ、分かり合えた。

　ただ嬉うれしくて、笑い合った。

　──エレナの、本当の笑顔を俺は覚えている。

　あの笑顔に惹ひかれた。心を揺さぶられた。

　またこの表情を見たいと思ったからこそ、俺は告白みたいなことをしてしまったのだろう。

　──くそっ……。

　気付く。気付いてしまう。

　俺はエレナから、あの笑顔を引き出したいのだと。

　でも、届かない。

　届かないことは最初から分かっていたのに、悔しくて仕方がない。

　悔しくて足あ搔がいてしまう。

　せめて少しでも、かつての自分──〝ソウタ〟みたいにできないかと。

　だが……。




「とりあえずオッケーかな。もういいよー」




　エレナが口にしたのは妥協の台詞。中途半端な笑顔。

　時間制限があるゆえの合格。

「っ……」

　こんなに心が痛むとは思っていなかった。

　現在の俺の実力に怒りさえ感じてしまう。

　でも、仕方ない。仕方ないんだ。

　胸の内で自分に言い聞かせ、感情を落ち着かせてから俺はコントロールルームに戻る。

　ソラちゃんたちは俺の歌を褒めてくれたが、俺自身は満足できていないため居心地が悪くなり、気分を変えるために部屋を出てトイレに向かった。

「ダサいな……俺」

　こうして悔しさを覚えていることが、思い上がっていた証明のように感じてしまう。

　内心、俺はもっとやれると思っていたのだろう。

　しかし現実は非情だった。

　どう足搔いても、俺は〝ソウタ〟に及ばない。




「藤波さん」




　するとそこで後ろから声を掛けられる。

　振り返ると声優の音無さんがこちらに早足で向かってきていた。

「音無さん？」

　何の用だろうと俺は彼女の名前を呼ぶ。

「さっきの歌を……あなたの歌い方を見て、気付きました。以前、試写会でご挨拶もしましたよね──ソウタさん」

　真まっ直すぐ俺を見る彼女の瞳には、既に確信の色があった。

　それを見て誤魔化しても無駄だと気付く。

　最初の挨拶の時点で引っかかる部分があったようなので、

「──はい、そうです。よく分かりましたね」

　俺が頷くと彼女は笑う。

「ライブに行ったことはなかったですが、配信はよく見ていましたから」

　少し照れ臭そうな表情を見せる音無さん。

「それは……ありがとうございます。ただ今は藤波奏太としてここに来ているんで、他の子たちには秘密にしてもらえると助かります」

「秘密、ですか。はい。そう言われるのなら。それにしてもお久しぶりです。前回お会いした時は子供みたいだったのに……」

　ペコリと頭を下げる音無さん。

「あの時も中学生でしたけどね。急に背が伸びたんですよ」

「そうでしたか……」

　音無さんは相あい槌づちを打ち、俺を上から下まで眺め回す。

「率直に言って、とてもカッコよくなりましたね」

「……ありがとうございます」

　礼を言うが、彼女はまだ何か言いたそうな顔をしていた。

「あの、部屋の中だと他の方に聞かれてしまうので──今ここで、もう一つお伝えしてもいいでしょうか」

「はい──どうぞ」

　恐らくこれが本題だろうと、俺は頷く。

「さっき、その……歌い直すたびにどんどん前のあなたに──ソウタさんに近づいていく感じがしました。私がこうして気付いてしまうぐらいに」

　音無さんはゆっくりと言葉を選ぶようにして言う。

「ソウタに、ですか。まあ、意識はしていました。完成度を上げようとするとそうなるのは当然なので」

　何な故ぜならソウタの歌こそ俺の理想。人生の最高到達点。

　要となる〝声〟を失ったことで二度とそこには辿りつけないが、それでもできるだけ近づこうと足搔いていた。

　そうしなければエレナの〝あの笑顔〟は見られないと思ったから。

「でも、私は後半の歌い方より──最初の方が好きでしたよ」

「え──」

　まさかの言葉に絶句する。

　ソウタに寄せて悪いことなどないはずなのに。

「それだけです。では失礼します」

　ペコリと頭を下げ、彼女は部屋の中に戻っていった。

　テイクを重ねるほどに歌は確実に良くなっていたと思う。だから最初の方が良いいと言われたのはとても意外。

　──まあ、好みの問題もあるからな。

　そう自分を納得させようとするが違和感は残った。

〝ソウタ〟を知る音無さんの言葉だからこそ、無視してはいけない何かがある気がする。

　けれど考えてもその何かには思い至らず、俺はただモヤモヤを抱え続けるしかなかった。
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　その日は昼休憩の後、本編の収録に入ったが──ＰＶの再編集と納品の作業があるということで冒頭だけ録って解散となる。

　ちなみに音無さんは他の収録があるらしく一足先にスタジオを出ていた。

「今日はお疲れサマ。アタシはもう一仕事あるから、キミたちは先に戻っててよ。下手すると徹夜になるかもだから、その場合は夕飯と明日の朝食は任せていい？　食費はちゃんと持つからさ」

　スタジオの入り口付近まで見送りに出てきたエレナは、あっけらかんとした笑顔で言う。

「それはいいけど……エレナが戻って来なかった時、明日はどうしたらいいんだ？」

　今後の予定が気になって俺は問いかける。

「ああ、そうだね──ＰＶを観みた人の反応も気になるし、明日は全員で例のアニメイベントに行こう。会場の最寄り駅まで来てくれたら、アタシが迎えに行くよ」

　少し考えてからエレナは答えた。

「了解。じゃあ明日の収録は休みってことか」

「うん、続きは明後日だね。そこで出来ればソラたちの分は全部録り切りたい。そして明々後日しあさっては劇伴と挿入歌の収録だ。キミの〝本番〟はそこだよ」

　どこか挑戦的な目つきでエレナは告げる。

「──分かってる」

　元バンドメンバーたちと予定を合わせるため、その日程は事前に伝えられていた。

　今回は力及ばず悔しい思いをしたが、かつての仲間たちが揃えば突破口が開けるかもしれない。

「ならオッケー。期待してるからね。皆もよろしくー。気を付けて帰りなよ」

　そう皆にも声を掛け、エレナはスタジオの奥に戻っていく。

「はぅ～……疲れたぁ……」

　すると気の抜けた声を上げ、美沙貴ちゃんが俺に寄りかかってくる。

「お、おい、大丈夫か？」

　俺は慌てて彼女の身体からだを支えた。

「大丈夫じゃなーい。収録ってこんなに大変なんだねー……毎日練習してたから余裕って思ってたのに、全然ダメだったよー……」

　本当に疲ひ労ろう困こん憊ぱいという様子で言う美沙貴ちゃんに、東雲さんもげっそりとした表情で同意する。

「わたくしも少し考えが甘かったですわ。エレナさんの──監督の指示にきちんと応えるというのが、これほど難しいとは思いませんでした」

「しのぶもくたくたなのー。本気のエレナお姉ちゃんって何だか凄すぎて、とっても緊張したの……」

　忍ちゃんはエレナの消えた廊下の先を見つめ、深々と嘆息した。

「わたし、今のままでいいんでしょうか……ちゃんと期待に応えられている気がしなくて……」

　ソラちゃんはどこか思い詰めた顔で呟く。

　彼女の気持ちは痛いほど理解できた。

　だがそうした重い空気を吹き飛ばすように、穂高さんが明るい声を上げる。

「そんなことないって！　皆すごく上手に出来てたわよ。ね、藤波くん？」

　同意を求められた俺は、自分自身の悔しさはぐっと吞み込んで、首を縦に振る。

　今は保護者として振る舞わなければ。

「──ああ。ＰＶで苦労した分、本編はスムーズに録れてただろ？　皆は本当によくやったよ。今日は美お味いしいものを食べて家に帰ろう」

「お風呂も入りたいの！」

　忍ちゃんの言葉に俺は笑う。

「そうだな、また銭湯に行こう」

　お風呂のことを思い浮かべたからか、皆の表情も少し和らぐ。

　スタジオの外は騒音の海。

　夕暮れに近づく空には、薄らと白い月が輝いていた。
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　その夜も俺は、一人部屋に布団を敷く。

　他の皆は昨日と同じく客間で寝床を並べている。

　結局、エレナは帰ってこなかった。

　本当に夜を徹して編集作業をするのだろう。

　彼女は努力する天才だ。

　俺が躓つまずき、立ち止まっていた間も前に進み続けていた彼女に、追いつける日は来るのだろうか。

　遠くから響いてくる車のエンジン音を聞きながら目を閉じる。

　──まだそんなに眠くないな。

　時刻は午後十時を少し過ぎた辺り。

　収録で疲れていたソラちゃんたちが眠そうだったので、昨日より早く就寝することにしたのだが……俺は思ったより体力が余っていたらしい。

　だがそのうち自然と眠れるだろうと、頭を空っぽにしようと努める。

　やがて意識が滲にじみ、どこかへ落ちて行くような感覚と共に夢の世界が俺を包みこもうとするが──。

　ギィ……。

　廊下が軋きしむ音で意識が浮上する。

　微かすかな足音。襖ふすまの向こうに人の気配。

　カタッと襖が少し開かれる音が聞こえた。




「あ、あの……藤波先輩……まだ起きていらっしゃいますか……？」




　控えめに俺を呼ぶ声。

「ん……」

　どうしたのかと俺は眠気に負けそうな瞼まぶたを無理やり持ち上げる。

　部屋は真っ暗だが、廊下の明かりは点ついているらしく、来訪者の姿がぼうっと浮かび上がっていた。

「東雲さん……？」

　俺は目を擦りつつ、彼女の名前を口にする。

　しゃんとした立ち居振る舞いで普段は大人びて見えるが、パジャマを着た彼女は華きゃ奢しゃで幼い印象を受けた。

「あ──ごめんなさい。起こしてしまいましたわよね……」

「いや、まだ眠りかけてたところだったし──それより、何の用だい？」

　俺は首を横に振り、彼女に用件を尋ねる。

「その……な、何と言いましょうか……今夜はエレナさんがおらず、穂高先輩もぐっすり眠っていまして……美沙貴も起きるわけがなく……あの……」

　東雲さんの返答はいまいち要領を得ない。

「えっと、エレナがいなくて何か分からないことがあるのかな」

　そう推測して問いかける。

「分からないことというか……お頼みしたいことが……」

　曖昧に頷いた彼女は、意を決した様子で言葉を続けた。

「ふ、藤波先輩……！　トイレに……ついてきていただけないでしょうか……！」

「へ？」

　まさかのお願いに俺は呆あっ気けに取とられる。

　そんな俺の反応を見た東雲さんは、顔を赤くして言い訳した。

「普段から一人でトイレに行けないわけではありません……！　ただ、この家のトイレは廊下の奥にあって……真っ暗で……お化けが出そうな雰囲気で……」

　段々と声が震えてきたことに気付き、俺は保護者役として頷く。

「分かった。確かにここのトイレはちょっと怖いかもな。一緒に行こう」

　笑みを浮かべて俺が言うと、東雲さんは安堵の息を吐いた。

　普段はしっかりしているが、まだ小学生の女の子だ。子供らしい弱点の一つや二つあっても当然のこと。

「あ、ありがとうございます……！　ではその、早速ですが……！」

　太ももをモジモジさせながら俺の手を引く東雲さん。

　どうやら既にかなりトイレを我慢していたらしい。

「うん、行こうか」

　漏らしてしまっては大変だと、俺は東雲さんと共にトイレへ向かった。

「あの、藤波先輩……」

　俺の腕に縋すがりつくようにして歩く東雲さんが、囁くように話しかけてくる。

「どうしたの？」

「美沙貴にはこのことを……黙っていてもらえないでしょうか？」

　恥ずかしそうに顔を伏せ、彼女はそんなお願いをしてきた。

「もちろん、誰かに言ったりしないよ」

「……よかったです。トイレに一人で行けなかったことを知られたら、美沙貴は〝やっぱりあたしが一緒にいないとダメだねー〟とか言い出しかねませんもの」

　大きく溜息を吐く東雲さん。

「うーん、美沙貴ちゃんなら東雲さんを馬鹿にしたりはしないと思うけどな」

　俺の言葉に東雲さんは首を縦に振る。

「それは分かってますわ。わたくしはただ、美沙貴に心配されたくないんです」

　当たり前だという口調で彼女は告げた。

　そうして話している間に、トイレの前へと到着する。

「それでは──行ってまいります。どこにも行かないでくださいね」

　心細そうにしながら彼女はトイレのドアを開けた。

　そのまましばらく待っていると、ドアの外を窺うかがうようにしながら東雲さんが出てきた。

「大丈夫だった？」

　問いかけると、東雲さんは頷く。

「はい、お化けは出ませんでしたわ。藤波先輩が近くにいてくれたおかげです」

　そう答えつつも彼女は廊下の暗闇に怯おびえた視線を向け、俺の腕に再びしがみついてきた。

「東雲さんもよく頑張ったよ」

　俺は彼女を安心させるように頭をポンと撫で、皆のいる客間の前に送り届ける。

「本当にありがとうございました。藤波先輩は頼りになりますわ」

「いや、まあ今は保護者役でもあるし……」

　照れ臭くて頭を搔くと、東雲さんは俺をじっと見つめた。

「保護者……ですか。あの、不ぶ躾しつけだとは思うのですけれど、もう一つだけお願いを聞いてくれませんか？」

「お願い？」

「はい、えっと……」

　聞き返すと彼女は顔を真っ赤にして頷くが、なかなか用件を言い出さない。

「何か言い辛いことなのかな」

　だとしたら慎重にならなければと、なるべく優しい口調を心掛ける。

「……あの、昨日の夜は……美沙貴が来ましたよね？」

「ん？　ああ、うん。まだ眠くないから遊んで欲しいって──でも、少し喋しゃべっただけで戻っていったけど」

　どうして美沙貴ちゃんの話が出るのかと思いながら返答する。

「その時、美沙貴はどんな様子でしたか？」

「確か──何か言いたそうにしてて、でも結局口には出さなかったな」

　足の間に座られてドキリとしたことを思い出す。

　あの時彼女が何を言おうとしたかは謎のまま。

「……そうですか。まったく、いつもあの子は強がるんですから……」

　東雲さんは大きく息を吐いた後、何かを決意した様子で口を開く。

「今回ぐらいは、わたくしが頑張らないといけませんね。藤波先輩──」

「な、何だ？」

　彼女の気迫にたじろぎつつ、俺は聞き返す。

　スッと息を吸いこみ、彼女は告げた。




「突然ですが、わたくしたちのカレシになっていただけないでしょうか」




「────」

　言葉を失う。

　──告白？　これは告白なのか？
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　頭が真っ白になり、どう対応すべきか考えが纏まらず硬直する。

　けれどそこで告白にしては違和感があることに気付く。

「わたくし〝たち〟……？」

　その部分を口にすると、東雲さんは頷いた。

「はい、わたくしと美沙貴──二人のカレシですわ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。どういうことだ？　話が全然見えてこない」

　混乱して彼女に説明を求める。

「……すみません。言葉足らずでしたわね。実を言うと美沙貴は思い出作りに拘こだわっていて……藤波先輩がカレシになれば、この夏がより素晴らしいものになると考えています」

　そういえば美沙貴ちゃんは夏休み前にもカレシがどうこうと言っていた気がする。

「思い出作り──それはやっぱり東雲さんと美沙貴ちゃんは別々の中学に進学するから？」

「ええ。ですから最初、カレシ作りには反対したんです。美沙貴と過ごす時間が減ってしまうから……でも、そしたら美沙貴は、藤波先輩を二人のカレシにすればいいって」

　くすりと笑う東雲さん。

「いや、それは……」

「滅め茶ちゃ苦く茶ちゃですよね。でも、わたくし──少し、いいかもって思ってしまったんです」

　そこで彼女は、俺を真剣な顔で見つめる。

「子供っぽいことを言っている自覚はありますわ。でも、おままごとみたいなものだからこそ、藤波先輩なら付き合ってくださるのではないかと思い……勇気を出してみました」

　俺はしばし考え、慎重に口を開く。

「美沙貴ちゃんのために？」

「はい。けれど、わたくしにも理由はありますわ。ほんのわずかな間だけでも男性とお付き合いできれば、今よりも少しだけ自立……いえ、自由になれる気がしているんです」

　おままごとだと言ってはいるが、東雲さんからは何か切実な思いを感じた。

「ほんのわずか……その言い方だと、付き合うのは期間限定でいいってことなのかな？」

　そこが気になって問いかける。

「はい。夏休み──いえ、この合宿中にカレシの振りをしていただくだけでも……！」

　上目遣いで俺を見ながら、東雲さんは要望を口にした。

「うーん……」

「どうかお願いできないでしょうか？」

　真剣に頼みこんでくる東雲さんだったが、簡単に受け入れていい提案ではない。

「んー……二人に真剣な理由があるのは伝わったけど、カレシの振りをするっていうのは……」

　これは〝偽物〟で埋めてはいけない思い出な気がするのだ。

「で、でしたら、一度だけわたくしと美沙貴にカレシっぽく振る舞っていただくだけでも！」

　東雲さんは懸命に妥協案を挙げる。

「え？　一度だけ？」

「たとえ短時間でも、一度だけでも、精一杯楽しめば大切な思い出に──かけがえのない経験になると思いますから」

　東雲さんはきっぱりと言い切る。

　無理をしているのかもしれないけれど、その言葉に噓うそはないように感じた。

「東雲さん、そこまで……」

　一生懸命な東雲さんを見て心が揺らぐ。

　俺が固く考え過ぎていたのかもしれない。ここまで必死に頼まれたのだから、保護者としても応えるべきではないのだろうか。

「お願いいたします……！　叶かなえてくださるのなら、わたくしは何でもいたしますわ！」

　俺の手をぐっと握る東雲さん。

　彼女の強い想おもいに、必死な眼まな差ざしに、どくんと心臓が高鳴る。

　何かに真剣で情熱的な人間は魅力的だ。

　──いい子だな。

　保護者目線ではなく、一人の人間として感心する。

　彼女の事情は分からないが、より〝自由〟になった東雲紫苑という少女を見てみたいという、俺自身の想いが胸の奥に生まれた。

「……分かった。一度だけでいいのなら、何かできないか考えてみる」

「っ──ありがとうございます！」

　喜ぶ東雲さんに俺は一つ付け加える。

「ただ大事な合宿中に他の皆を混乱させたくないから、実行するのは三人だけになった時にしよう」

「はい、もちろんです。それで構いませんわ。明日このことを伝えたら、美沙貴は大喜びに違いありません」

　頷き、嬉しそうに笑う東雲さん。

　自分にも理由があるとは言っていたが、やはり美沙貴ちゃんのためという部分が一番大きいのだろう。

「二人からのリクエストがあったら、できるだけ叶えるよ」

「藤波先輩、本当にお優しいですわね。本当に……本当にありがとうございます！」

　さらに距離が縮まり、暗がりの中で潤んだ瞳が揺れる。

　どきりとしたが、俺はそっと彼女の手を解く。

「じゃあおやすみ、東雲さん」

「はい……おやすみなさい……藤波先輩」

　名残惜しそうな彼女に手を振り、俺は自分の部屋に戻った。

　──何か考えるとは言ったけど、俺って交際経験がないんだよな。

　そこが一番の不安。

　──東雲さんと美沙貴ちゃんをがっかりさせてしまわないだろうか。

　そんなことを考えながら布団に入る。

　一仕事終えたからか、今度はすぐに眠気がやってくる。

　──ソラちゃんは、どう思うかな。

　眠りに落ちる寸前、そんな想いが浮き上がってくるが──深く考える前に俺の思考は夢に溶けた。
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　東京滞在三日目。

　エレナが欠けた朝食の席は、昨日と少し雰囲気が違う。

「カナ兄にい、あたしのウインナー一個あげるっ」

　俺の右隣りに座った美沙貴ちゃんが、俺の皿にウインナーを一つ移す。

「いいのか？」

「うん、あたし朝はいつもあんまり食べないし」

　笑顔で頷く美沙貴ちゃん。

「藤波先輩、お茶を──」

　すると左隣に座っていた東雲さんが、俺の湯のみが空なのに気付いて急須を手に取る。

「あ、ありがとう」

　礼を言うと、東雲さんはにこりと微ほほ笑えむ。

　何だろうか。ひどくこそばゆい。

　カレシっぽく振る舞うのは一度だけ、三人きりの時にという話だったのだが──彼女たちはもう〝その気〟になってしまっているように見える。

「美沙貴お姉ちゃんと紫苑お姉ちゃん、何だかちょっと変なの」

　忍ちゃんも異変を感じたらしく、二人に訝いぶかしげな視線を向けた。

「えっ!?　そ、そんなことないよ。ね、紫苑？」

「そ、そうですわ。わたくしたちはいつも通りです」

　澄ました顔で頷く東雲さんだが、声には動揺が現れている。

「じー……」

　ソラちゃんと穂高さんも何か言いたげな顔でこちらを見つめている。

　すると美沙貴ちゃんが俺の耳に顔を寄せて囁く。

「ごめん、カナ兄が少しだけでもカレシになってくれるって紫苑から聞いて──すごく嬉しくなっちゃった」

「あーっ！　今度は内緒話なの！　お兄ちゃん、何を言われたの？」

　追及する忍ちゃんに俺は慌てて答える。

「べ、別に大したことじゃないよ」

「……怪しいのー」

　納得できない様子で忍ちゃんは頰を膨らませた。

　ソラちゃんたちからの眼差しも痛かったが、何とか朝食の場は乗り切り──俺たちはエレナとの待ち合わせ場所へと向かう。

　電車を乗り継ぎ、お台場へ。

　降りるのは日本有数の巨大展示場の最寄り駅。

　今日はそこで大きなアニメ関連イベントが行われるということで、かなりの人数がその駅で降りていた。

「あっ！　これ、エレナお姉ちゃんのだ！」

　エスカレーターの途中に貼られていたポスターを見て、忍ちゃんが声を上げる。

　そちらに目を向けると、そこには確かにエレナの新作アニメのポスターがあった。

「おお、しっかり宣伝もしてるんだな」

　俺が感心していると、穂高さんが横から言う。

「今回の作品にはスポンサーもたくさんついたらしいわ。制作にも色んなところが協力してるから、正確にはもう〝個人制作アニメ〟じゃないんだって」

「へぇ、そうなのか。っていうか穂高さん、詳しいな」

　意外に思って言うと、彼女は苦笑した。

「銭湯に行った時、色々お話ししたのよ」

　エスカレーターを降りて改札に向かうと、そこにいるエレナらしき人物の姿を発見する。

　断定できないのは、彼女がマスクとサングラスで顔を隠していたから。

　──まあでも、あいつだよな。

　特徴的な赤毛は見間違えようがない。

　こちらから手を振ると、彼女も手を振り返した。

「あれー？　マスクしてるけど風邪引いちゃった？」

　改札を抜けて合流した後、美沙貴ちゃんがエレナのマスクを見ながら問いかける。

「違う違う。徹夜明けでシャワーだけ浴びてきたけど、体調は悪くないよ。コレは変装。こういうイベントだとアタシを知ってる人も多いだろうから、騒ぎにならないよう一応ね」

　自分のサングラスとマスクを示し、彼女は小声で答えた。

　──確かに、エレナも有名人か。

　俺も少し不安になり、伊だ達て眼鏡に指で触れながら周囲を見回す。

　イベント会場方面へ多くの人々が移動していたが、今のところ俺たちに注目している人間はいない。

「さあ、こっちこっち」

　エレナに先導され、流れる人波の一部となる。

　照りつける夏の日差しは熱く、人が多いせいか湿度も高い。

「皆、こまめに水分を取るんだぞ」

　俺は保護者として注意喚起をし、事前に買っておいたスポーツドリンクを一口飲む。

「はーい！」

　美沙貴ちゃんが元気に応え、他の皆も頷いた。

　しばらく歩くと、目的の展示場が見えてくる。

　その大きさに感心する子供たちを引き連れて中へ。

　冷房は効いているはずだが、あまり涼しくはない。

「もうしばらくしたら、会場の一番大きなステージで、色んなアニメのプロモーション映像の発表会があるんだ。昨日のＰＶもそこで流れる。キミたちの席はきちんと取ってあるからね」

　歩きながらエレナが言う。

「発表会か……エレナも何かコメントするのか？」

　俺の問いに彼女は頷いた。

「まあね。登壇して挨拶した後、取材陣の質問に答える感じ。アタシとしては映像で表現したことが全てなんだけど──大勢の人の力を借りている分、責任もあるからね。仕事はちゃんとするさ」

　苦笑しつつも面倒そうな様子のエレナ。

　できれば取材など受けたくはないのだろう。俺も似たような立場だったので気持ちはよく分かる。

「取材……すごいの！　しのぶたちは出なくていいの？」

　そわそわしながら忍ちゃんが訊ねた。できれば登壇したそうな顔をしている。

「時間も限られているから、今回はアタシだけだよ」

「そっかぁ……」

　残念そうに忍ちゃんは溜息を吐いた。

　通路を行き展示スペースに入ると、中は人でごったがえしている。

　奥に一際目立つステージが設置され、後は様々な企業のブースが屋台のように立ち並んでいた。

　アニメだけでなく、特撮を扱うブースも見える。

「あっ！　マオウレンジャーだ！　マオウピンクの女優さん、お洒しゃ落れで憧れてるんだよね」

　美沙貴ちゃんが興味を引かれた様子で声を上げた。

　俺も児童館でボランティアをするようになってから、日曜朝に放映されている特撮はよく見ている。彼女が挙げた女優は、若い子からカリスマ的人気があることも知っていた。

「まだ少し時間はあるし、見てきても構わないよ」

　エレナがそう言うのを聞いて、俺は東雲さんの方を見る。

　彼女も俺と同じ考えだったらしく、こちらに目を向けていた。

　──東雲さんからのお願いを叶えるとしたら、このタイミングか。

「じゃあ俺と東雲さんが美沙貴ちゃんについていくよ」

　俺がそう言うと、こちらの意図を察した東雲さんが素早く美沙貴ちゃんの腕を摑む。

「美沙貴が逸はぐれないように、わたくしが見張っていますわ」

　エレナは俺たちの言葉に頷く。

「わかった。じゃあ任せたよ。時間までにあのステージへ来てくれたらいいから」

　ステージは大きく、遠くからでも見えるので迷うことはないだろう。

「そういうことなら、私もソラちゃんと忍ちゃんを連れて少し会場を見て回ってみるわ」

　そわそわした様子で言う穂高さん。

　彼女自身もイベントに興味があるらしい。

「カナタさんとはまた別行動ですね……」

　ソラちゃんは少し寂しそうな顔をしていたが、今は東雲さんとの約束を果たさねばならない。

「そうだな。発表会が終わって、まだ時間があるようだったら次は一緒に行こう」

「あ──はいっ！」

　彼女が笑顔になってくれたことにホッとする。

　そして三人だけになった途端、美沙貴ちゃんが俺の腕に飛びついてくる。

「カナ兄！　もしかして今からデート開始？　カレシタイム？」

「二人が良ければ、そうしたいと思ってる」

　俺は頷き、東雲さんの方を見た。

「ちょうどいいタイミングだと思いますわ。ＰＶ上映までの間、わたくしたちは……か、カップル……ということでよろしくお願いいたします」

　東雲さんは顔を赤くしつつ、綺き麗れいなお辞儀をした。

「こ、こちらこそ」

　俺まで少し照れてしまい、頭を搔く。

「えへへっ！　カナ兄、こっち行こっ！」

　美沙貴ちゃんも頰を染めつつ、先ほど気にしていた特撮ブースに俺を引っ張っていく。

「藤波先輩……わたくしも」

　東雲さんは俺の空あいていた方の手を遠慮がちに握った。

　そうして三人一緒にブースの前に移動する。

「へー、グッズとか売ってるんだー」

　美沙貴ちゃんはお品書きを眺めて呟く。

「何か欲しいものがあるのか？」

　デートならプレゼントすべきかと考えながら問いかける。

「うーん、ロボットとか変身ベルトとかカッコイイとは思うんだけど……男の子みたいにそれで遊びたいとは思わないんだよねー」

　苦笑しながら答える美沙貴ちゃん。

「わたくしはちょっと欲しいんですが、こういうものを買うと両親がいい顔をしなくて……服や本なら誤魔化しようもあるのですけれど」

　残念そうに東雲さんは嘆息する。

「色々と大変なんだな……」

　東雲さんの育ちの良さは知っていたが、それゆえの悩みもあるらしい。

「じゃあ買わないで色々見て回ろうよ。ウィンドウショッピング！」

　美沙貴ちゃんに引っ張られて、俺たちは色々なブースを見て回った。

　特撮系の近くには、女の子向けアニメのブースもあり、そこでも彼女たちは盛り上がる。

「あっ、変身リングだ！　かわいーっ！」

「ステッキのおもちゃもありますわね」

　美沙貴ちゃんと東雲さんは、ピンク色を基調としたグッズを眺めながら言う。

「おもちゃをまじまじと見たのは子供の頃以来だから、ちょっと新鮮だな。よくできてる」

　ディテールに拘ったおもちゃには感心するところも多い。

　そうして一通り子供向けのコーナーを回った後、美沙貴ちゃんが握った手に少し力を込めた。

「──楽しい時間ってあっという間だね。この先もずっと、こんな風に三人で〝お付き合い〟できたらいいのになぁ」

　何かを訴えるように見つめられ、俺はどう答えるか迷う。

「美沙貴、わがままを言ってはいけませんわ。期間限定で、なおかつおままごとみたいなデートだからこそ、三人で──なんて交際を了承してもらえているんですから」

　東雲さんは美沙貴ちゃんを注意したが、その声には寂しさが感じられた。

「それは分かってるけど……カナ兄も、楽しいって思ってるよね？」

「ああ──もちろん」

　俺は頷く。

「だったらさ、今だけじゃなくてもいいじゃん。ずっとカレシとカノジョでいようよ」

　これは美沙貴ちゃんのわがままではない。

　たぶん彼女にとっては当然の理屈で、だからこそ納得できないのだろう。

　ならば俺も伝わるように答えなければ。

「──たぶん、楽しいだけじゃないんだよ」

「え？」

　きょとんとする美沙貴ちゃん。

　東雲さんも真面目な顔で俺を見ている。

「ちゃんと付き合うっていうのは、きっと楽しいだけのものじゃない。俺は交際の経験はないけど──告白みたいなことはしたことあってさ。まあ、失敗したんだが……〝苦しむ〟覚悟はしていた」

「苦しむって、フラれたから？」

　美沙貴ちゃんの質問に、俺は首を横に振った。

「いや、そういう意味じゃなくて──もし仮に付き合えたとしても、楽しいことと同じぐらい苦しいことが待ってるんだろうなって感じてたんだ」

　エレナとなら共に歩いて行ける。

　でも同時にあいつの才能を羨んだり、並び立つために血ち反へ吐どを吐くような努力を継続することになるんだろうとも思った。

「けどさ、俺は〝それでもいい〟って……そう思えたから、告白した」

　それを聞いた東雲さんが口を開く。

「つまり、そのような覚悟のある告白でなければ、正式なお付き合いはできないということですわね」

「……そんな偉そうなことを言うつもりはないんだけど、〝楽しいこと〟を求めている二人のカレシでいられるのは、この時間だけで精一杯って気がしてるんだ」

　上手く言葉で表現できているか心配になりながら、俺は言葉を続ける。

「俺は二人に笑顔でいて欲しいから、今は──期間限定にしておこう」

　ぎこちなく笑いかけると、東雲さんは溜息を吐く。

「藤波先輩の仰おっしゃっていることは、よく分かりません。分からないのは……わたくしがまだ子供だからなんでしょう。少し悔しいですが……ただ、やっぱり藤波先輩に頼んでよかったと……そう思います」

「カナ兄は、あたしたちのことを考えてくれてるってことだよね。じゃあ、うん。今はそれでいいや」

　美沙貴ちゃんは明るい笑みを浮かべた後、ブースの一角を指差した。

「そろそろ時間だし、最後にあれやろっ！」

　そこには変身したヒーローの等身大フィギュアが展示されており、大勢の人が順番に記念写真を撮っている。撮影をスタッフに頼むこともできるようだ。

　ヒーローっぽいポーズを取っている人も多く、わりと周囲の目を引いていた。

「あたしたちも写真を撮ってもらおうよ。もちろんカナ兄はカレシっぽくね！」

　美沙貴ちゃんの提案に東雲さんはもじもじとした反応を見せる。

「周りに注目されて、少し恥ずかしくありません？　確かに写真なら記念に残りますけど……」

　俺を窺うように見た東雲さんに、俺は笑みを返す。

「確かに恥ずかしくはあるけど、俺は頑張ってみるよ」

「そ、そうですか……なら、わたくしも」

　心を決めて頷く東雲さん。

　俺たちは撮影待ちの列に並んで相談する。

「ねえねえ、どんな感じで撮る？　カレシカノジョなら……王道だとお姫様抱っことか？」

　声を弾ませて美沙貴ちゃんが案を挙げた。

「うーん、それだと二人一緒は無理だよ」

　俺は美沙貴ちゃんの言葉に眉を寄せた。

　とは言え他にアイディアは出て来ない。

　そこで現在写真撮影をしているカップルの姿が目に入る。

　男性はラグビーでもやっていそうながっしりとした体つきで、華奢な彼女を肩の上に抱え上げ、まるでアメコミヒーローのようなポーズで写真を撮ってもらっていた。

「カナ兄！　あれやって！　あれ！　両肩にあたしと紫苑を乗せてさ！」

　美沙貴ちゃんが目を輝かせてリクエストする。

「え？　えぇ!?」

　そのリクエストに俺は裏返った声を上げた。

「美沙貴、いくらなんでも二人一緒には無茶だと思いますわよ」

　東雲さんが常識的なツッコみを入れてくれてホッとする。

「でもすごくカッコいいし、カレシっぽくない？」

「それは……そうかもしれませんが」

　東雲さんは戸惑いながら俺を見上げた。

　無茶だと言ってくれた彼女の瞳にも、少しだけ期待の色がある。

　何とか近い方向性で実現可能なものはないかと、俺は頭を回転させる。

「──そうだ。さすがに二人を担ぎ上げるのは無茶だし危ないけど……二人が腕にぶらさがるぐらいなら」

「いいじゃん！　そういうのもカッコいいよ！」

　美沙貴ちゃんは即座に俺のアイディアに賛成してくれた。

「わたくしも素敵だとは思いますが、ご無理をさせることになりませんか？」

　心配そうな東雲さんに俺は頷く。

「二人とも軽そうだし、撮影の間ぐらいなら踏ん張ってみせるよ」

　半ば強がりだったが、そう請け合う。

　列は思ったより早く進み、数分で順番が回ってくる。

　スタッフのお姉さんに撮影用のスマホを預け、等身大フィギュアの横に移動。

　照れ臭い感情を堪えて両腕で力こぶを作るようなポーズを取ると、美沙貴ちゃんと東雲さんが背伸びをして左右から俺の腕を摑んだ。

「カナ兄、お願いねー」

「藤波先輩、失礼いたしますわ」

　彼女たちが足を浮かせ、体重を預けてきた。

「くっ……」

　さすがに二人はキツい。

　──だけど、数秒程度は……！

　俺は歯を食い縛って力を振り絞り、スマホに精一杯の笑顔を向けた。

「み、美沙貴ちゃん、東雲さん……わ、笑って。よし──撮影お願いしまーす」

「いえーい！」

「よろしくお願いしますわ」

　スタッフのお姉さんがスマホでカシャリと写真を撮り、指でオッケーマークを作る。

　そこで俺の筋力は限界を迎えた。

　崩れ落ちるように腰を落とし、二人を床に降ろす。

　美沙貴ちゃんはスタッフのお姉さんからスマホを受け取り、満面の笑みを浮かべた。

「わーっ！　すっごくいい写真だよ！　カナ兄カッコいい!!　ヒーローっぽい！」

「──本当ですわね。とても頼りがいがある……か、カレシのようですわ」

　東雲さんもスマホを覗のぞき込こんで言う。

「喜んでくれて……よかったよ」

　俺は腰を叩きつつ、よろよろと体を起こした。

　次の撮影者の邪魔になるのでとりあえずブースの裏手に移動する。

「これでおしまいかぁ……」

「そうですわね……でも、わたくしは満足ですわ」

「そう？　あたしはもっと〝欲しく〟なっちゃったけど」

「それを言うなら、わたくしも……」

「けど、続きはまた今度だね」

「はい──今度はもっとオトナの告白をしなければ」

「だけど最後に──」

「ええ、最後に……」

　後ろからついてきた美沙貴ちゃんと東雲さんが、何やら二人でこそこそ話していた。

　内緒話のようなのであえて聞かないようにしていると、彼女たちは軽い足取りで俺に近寄ってくる。

「カナ兄、ホントにありがと。皆に自慢できる夏の思い出ゲットできたよ！」

　礼を言う美沙貴ちゃん。

　まあ、あの写真であれば公開されたとしても特に問題は起こらないだろう。

「素晴らしい記念になりましたわ。それでその、お礼がしたいので……少し屈かがんでくださいますか？」

　東雲さんは何故か頰を赤くしてそんなことを頼んでくる。

「いいけど──もう一度二人を持ち上げるのは難しいよ？」

　そう釘くぎを刺しつつ、俺は身を屈めた。

　すると二人は背伸びをして俺に顔を近づけ──。

　チュッと左右の頰に柔らかな感触。

「な──」

　啞あ然ぜんとする俺に、美沙貴ちゃんは照れ臭そうに笑いながら言う。

「カナ兄にも思い出をプレゼント！　もらってばっかりじゃ悪いもんね！」

　東雲さんは真っ赤になった顔を伏せ、小さな声で言う。

「こ、これはあくまでお礼ですので……ただ、わたくしたちの気持ちを受け取ってくださいませ」

　──プレゼント、お礼……か。

「えっと、じゃあ……ありがとう」

　突然のことに動どう悸きが凄いが、今は他に返せる言葉がなかった。

「うん」

「はい」

　頷く二人。

　気まずいという感じではないが、浮付いた空気が俺たちの間に漂う。

　けれどそこで俺はふと視線を感じた。

　振り向くと、そこには立ち尽くすソラちゃんの姿が──。

「っ……!?」

　俺と目が合うと、ソラちゃんは無言でペコリと頭を下げ、向こうのブースに走っていく。

　そこには穂高さんと忍ちゃんの後ろ姿があった。

　恐らく別行動中に俺たちを見つけ、近づいてきたのだろう。

　だがよりにもよって〝あの瞬間〟を見られてしまった。

「カナ兄、どうかした？」

　美沙貴ちゃんと東雲さんはソラちゃんに気付いておらず、俺を不思議そうに見つめてくる。

「……何でもないよ」

　特に問題はない……普通に事情を説明すればいいはずだ。

　そうすれば何か誤解があったとしても、すぐに解ける。

　そのはずだ、そのはずなのに──俺は何故か、ひどい焦りを覚えていた。







　時間が来て、俺たちはステージ前の観客席にやってきた。

　一般客の席はもう一杯のようだったが、関係者用の席はちょうど俺たちの人数分空いている。

「藤波くん、お疲れ様ー」

　迎えてくれた穂高さんの傍にはソラちゃんと忍ちゃんの姿もあった。

「ああ、お疲れ」

　俺たちが合流するのを待っていたエレナは、席を示して言う。

「じゃあここに座って座って。ＰＶがどんな風に仕上がったのか、楽しみにしていてくれよなー。アタシは出番に備えて行ってくるから」

　エレナはそう言ってステージ裏へと消えていった。

　俺は色々な意味で緊張しながら、ソラちゃんの隣の席に座る。

「ソラちゃん──」

「カナタさん──」

　話しかけようとしたが、声が被かぶってしまう。

「どうぞ……お先に……」

　ソラちゃんに促され、俺は小声で先ほど彼女が目にした状況の説明を行う。

　幸い周りが騒がしいので、他の皆に俺たちの会話は届かない。

「──ってわけなんだ。少しの間だけカレシっぽいことをしてくれって頼まれて……あくまで〝あれ〟もお礼で……その、ほっぺたでもあったし……」

「でも、キスはキスですよ」

　だがソラちゃんの言葉で、俺は口を噤つぐむ。

「お礼でも……ほっぺでも、キスはキスだと思います……」

　責めているわけでも、咎とがめているわけでもない。

　そう言うソラちゃんは、ただ寂しそうで──悲しげだった。

「っ……俺は──」

　何だか取り返しのつかないことをしてしまった気がして、俺は言い訳めいたことを口にしそうになるが──。




『それではこれより、新作アニメーションの発表会を始めさせていただきます』




　アナウンスの声が響き、ステージ上のモニターに映像が映し出され、大音量で音楽が鳴り始める。

「カナタさん、わたしは気にしてませんから。今は完成したＰＶを楽しみにしましょう」

　ソラちゃんにそう言われてしまうと、俺もそれ以上会話を続けることはできなかった。

　このままでいいのだろうかという気持ちを抱えながらモニターを眺めていると、ソラちゃんとは反対側から腕を引かれる。

「お兄ちゃん……ドキドキするの」

　忍ちゃんが不安げに辺りを見回しながら言う。

　関係者席の近くには取材陣がカメラを構えて待機しており、独特の緊張感が漂っていた。

「大丈夫。俺たちが壇上に立つわけじゃないんだし、気楽にしてたらいいよ」

　一旦気持ちを切り替え、優しい口調を心掛けて、俺は忍ちゃんを落ち着かせる。

　──今は俺がしっかりしないと。

　自分にそう言い聞かせる。

　しかし意識がＰＶのことに向くと、また別の不安が湧いてきた。

　──俺のアカペラは本当に使われたんだろうか。

　こんな大勢の前で今の俺の歌が流れるかもしれないという状況には、正直言えば恐ろしさすらある。

　だがこうして作品に関わった以上、逃げることはできない。

　司会の女性が出てきて、挨拶とこの後のプログラムを説明した後、様々なアニメ作品のＰＶが流れ始める。

　どうやら一つ一つにインタビューの時間があるわけではないらしい。

　序盤はＰＶを流すだけのコーナーのようだが、時折どよめきや歓声が上がるのを見ると、かなりの注目作もあるようだ。

　後半になり、制作発表に近い形での上映会が始まった。

　そしてついに、その時がやってくる。

「──次は前作〝ＫＡＲＡＳＵ〟で世界中の話題を攫さらった若き天才クリエイター、南エレナさんの最新作〝ＷＩＮＧ〟のプロモーション映像をお届けいたします！」

「っ……！」

　ソラちゃんが息を吞み、縋るように横から俺の腕を摑む。

　最初に耳に飛び込んできたのは、なんと俺の歌だった。

「────」

　しかも映像は昨日収録中に観たＰＶとは違うもの。

　どういうことかと困惑していると、歌はワンフレーズで終わってそこから昨日のＰＶ映像が始まった。

　恐らく俺の歌を使うために、新たなパートを付け足したのだろう。

　続く皆のシーンと台詞。

　ここは収録で観たところではあるが、所々調整されているのが分かった。冒頭のパートを増やした分、尺を削ったようだ。

　──徹夜しただけあって、すごいレベルに仕上げてきたな。

　急きゅう遽きょ作られた音声入りＰＶとは思えない。改めてエレナの実力を感じつつ、観客の様子も窺う。

　元々注目されていたこともあり、取材陣も含めて反応は上々。

　私語もなく、皆ＰＶに魅入っている。

　──このクオリティなら当然だ。でも……。

　俺は悔しさを堪えて、拳を握りしめた。

　エレナが作り上げたＰＶは完璧に近いものだ。

　でも、だからこそ足りない部分が際立つ。欠けているものが分かってしまう。

　玉に瑕きず。

　その一つこそ、俺が関わった部分。

　──歌に、力が足りない。

　こうして聞いてみて理解した。

　エレナが何を求めていたか。

　ＰＶの出だし、皆の心を摑む第一声──そこにもう少しだけ重みがあれば、より高い没入感を与えられたはず。

　──後悔しても、どうにもならない。昨日、俺は全力を尽くした。なのに届かなかったのは……ただ、情けない。

　エレナの背中が遠ざかって行く気がする。

　脳裏に刻まれていたあいつの笑顔が、滲んでいくようだった。

「ぐすっ……」

　そこで俺は、隣から聞こえてきた声に気付く。

　ソラちゃんだ。

　彼女はＰＶ映像のラストを観ながら──泣いていた。

　声を殺して、溢あふれる涙を拭って、小さな拳をぎゅっと固めて。

　悔し涙だ。

　俺にはそれが分かった。

　彼女も俺と同じように──いや、それ以上に悔しがっていた。

　昨日収録した彼女の台詞。

　ＰＶを締める一言。

　綺麗な声だ。キャラクターに合っている演技だ。

　でも少し、ほんのわずかだが……物足りない。

　それもまた限りなく完璧なこの作品についた──瑕きずだった。

　しかしそれは本当にささいなもの。

　恐らく大半の観客は気付かない。

　忍ちゃんたち出演者ですら恐らく分からない。

　でも真摯に自身の演技と向き合ってきたソラちゃんには、その瑕が見えてしまったのだろう。

　懸命に足搔いても届かない。

　どうすればいいのか分からない。

　そんな時、胸を満たす感情は──悔しさと情けなさ。

　痛いほど彼女の気持ちが理解できる。

　でも、だからこそ慰めることはできなかった。

　ここで慰め合ってしまえば、敗北を受け入れてしまう。

　もう前に進むことができなくなる。

　俺は自分自身の痛みと向き合い、ただ耐えた。

　ＰＶの上映が終わるとエレナが壇上に上がり、作品の紹介を始める。

「──前作は様々な事情で妥協せざるを得ないことが多々ありましたが、今作は様々な方々のご協力で納得のいくところまで作り込むことができ──」

　普段の軽い口調とは違い、かなり真面目なスピーチだ。

　ソラちゃんはその間にポケットから出したハンカチで涙を拭き、皆に泣いていたことを気付かれないようにしていた。

　俺も見なかったことにして、登壇中のエレナを見守る。

　制作における感謝を述べても〝作品の解説〟はしていないところに、彼女の拘りが見えた。

　現役女子大生クリエイターということもあってか、これまで以上にカメラのフラッシュが焚たかれている。

　短い質疑応答の後、エレナは一礼して舞台袖に戻っていった。

　拍手が響く中、次のＰＶが始まる。

「ふぅ……」

　俺は、重い重い息を吐く。

「カナタさん……あのＰＶ、みんな喜んでましたよね……？」

　ソラちゃんが小さな声で話しかけてきた。

　まだ少し目が赤いが、それには触れず俺は頷く。

「ああ、他のアニメと比べても好評だったと思うよ」

　俺がそう答えると、彼女はぎこちない笑みを浮かべた。

　まるで鏡。

　たぶん俺も、同じような表情なのだろう。

　そしてＰＶ上映のコーナーが終了し、一般客が退場した後、俺たちも席を立つ。

　そこにエレナが戻ってきた。

「あ、エレナお姉ちゃん！　お疲れ様なのー！」

「おう、アタシの勇姿を見ててくれたかー？」

　手を振る忍ちゃんに答えるエレナだったが、そこで少し顔を顰しかめた。

　撤収中だった取材陣の一グループがエレナに気付き、近づいてきたのだ。

「エレナさん、もう少しだけお話を──」

「ごめんね、現時点で話せることは全部話したから」

　首を横に振り、取材を断るエレナ。やはり作品について、あまり言葉で語りたくないのだろう。

「そうですか……失礼いたしました」

　残念そうに引き下がる取材陣。

　代わりに近くにいた観客に彼らはインタビューを始める。

　その声が俺たちのところまで聞こえてきた。




「──〝ＫＡＲＡＳＵ〟の人の新作、楽しみですね」

「すっごく面白そう！」

「最初の歌、誰が歌ってるんだろ。めっちゃよかったよね？」

「声優には詳しいんですが、主演の子──誰か分からなかったなぁ。でも可か愛わいい声でした」




　好意的な感想ばかりだ。

　絶賛と言ってもいい。

　南エレナの新作なのだから当然の評価ではある。

　けれど彼らがＰＶを高く評価し、本編に期待を持つほどに、プレッシャーが圧し掛かる。

　特に俺とソラちゃんには。

　何故なら俺たちはまだ、エレナの要求に応えることができていないから。

　今のままでは確実に足を引っ張る。

　今回のように、作品の完成度を落としてしまう。最高の作品に消えない瑕を残してしまう。

　それが恐ろしい。

　賞賛の声が俺たちを追い詰める。

　ただ俺には耐性があった。経験があった。

　プロとして活動していた頃には、幾度も同じような重圧に晒さらされている。

　でも、だからこそ早く気付くべきだった。

　まだ小学生で、こんなプレッシャーを味わうのが初めてである女の子が、耐え続けられるわけがなかったことを。

　ふらり、とソラちゃんの体が揺れる。

「あ──」

　糸が切れたように崩れ落ちる彼女を、俺は慌てて横から支えた。

「そ、ソラちゃん！」

　俺の声に皆も異変に気付く。

「っ──どうしたんだい!?」

　エレナが一番に駆けつけ、俺の腕の中でぐったりしているソラちゃんを覗き込む。

　ソラちゃんは薄目を開けると、掠かすれた声で言う。

「あの……大丈夫……ですから」

「大丈夫なもんか！　熱中症かもしれない。まずは医務室へ──」

　エレナの指示で俺はソラちゃんを抱えて医務室へ向かった。

　幸い熱中症ではなく単なる疲労という診断ではあったが、俺たちはエレナが呼んでくれたタクシーで早々に家に戻ったのだった。
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「ソラちゃん、きっと疲れちゃったのね。今日はゆっくり休んだらいいわ」

　穂高さんが優しい声で言ってソラちゃんの頭を撫でる。

「ソラお姉ちゃん……突然倒れてびっくりしちゃったの」

　忍ちゃんたちも心配そうな顔でソラちゃんを囲んでいる。

「何か飲み物を持ってくるよ」

　この場は一旦女子たちに任せ、俺は客間を出る。

　居間を通り抜けて台所に向かおうとするが、その途中で声を掛けられた。

「──ソラ、様子はどう？」

　エレナだ。片手にスマホを持ち、縁側に立っている。どこかに連絡していたようだ。

「顔色は良くなってきてる。ちゃんと休めば治りそうだよ。それで、今は飲み物を持っていこうかと……」

「そうか、よかった。本当に背筋がヒヤッとしたよ。よそ様の子を預かってる自覚が足りなかったな」

　頭を搔きながら、後悔した様子で呟くエレナ。

「保護者って意味なら、俺にも責任はある」

　一番近くにいた俺が、彼女が倒れてしまう前に何らかのフォローをするべきだったのだ。

　しかしエレナは大きく頭を振った。

「いいや、全ては監督であるアタシの責任だよ。キミは引率役ではあるけど、アタシが面倒を見る子供の一人なんだから」

　──子供、か。

　その言葉は思いの外ほか鋭く俺の心を抉えぐる。

　そんな俺の表情をどう解釈したのか、エレナは優しげな笑みを浮かべた。

「って言っても簡単には割り切れないか。気分転換に、少し外を散歩してきたらいい。飲み物ならアタシが持っていくからさ」

「え？　だけど今はソラちゃんの傍に──」

「自分で気付いてないみたいだけど、今のキミは他人を励ませるような顔じゃない」

「…………」

　俺は手で自分の顔を触ってみる。

　実感はないが、理由は明白。

　俺も完成ＰＶを見て、己の至らなさを実感した。ソラちゃんと同じ重圧を、無力感を抱えている俺が傍にいても、場が暗くなるだけかもしれない。

「──分かった」

　ソラちゃんの力にもなれないのであれば、確かに気分転換をした方がいいのだろう。

「よし、じゃあ行った行った」

　手を振って俺を促すエレナに、俺は問いかける。

「エレナ──どうして俺を今回の作品に採用したんだ？」

　もう〝ソウタ〟ではない俺を。

　エレナであれば、こうなることは予想できたはずなのに。

「ん？　そりゃもちろん、キミの歌にビビッと来たからだぜ？」

　当然のように答えるエレナ。

　ＰＶは完璧なものに仕上がらなかったはずなのに、全く後悔の色が見えない。

　俺はしばし呆気に取られ、息を吐く。

「そうか──ありがとう」

　俺は彼女に軽く手を振り、一人で玄関の外に出る。

　まだ陽は高く、むわっとした熱気に包まれて回れ右したくなった。

　だが戻るわけにもいかず──当てもなく歩き出す。

　足は自然と河か川せん敷じきに向く。

　涼しいとは言えないが、風があって比較的暑さが和らぐからだ。

「ただ……気分転換って言ってもな」

　どれだけ歩いたところで、俺の悩みそのものは解決しない。

　しばらく進むと整備された遊歩道にベンチを発見する。

　俺はそこに腰かけ、スマホを取り出した。

　悩みの解決法として最もオーソドックスなのは〝相談〟だ。

　そして運良く、俺にはそのアテがないわけではなかった。

『よ』

　スマホでメッセージを送ったのは、Eternal Red解散後も継続的に連絡を取り合っている元バンドメンバーのテル。

『どした？』

　幼おさな馴な染じみでもあり親友でもある彼からの返事はすぐに来た。

『今何してる？』

『姉ちゃんに頼まれたアニメのグッズ買うために、クソ長い列に並んでるよ。そういやお前の歌が流れるＰＶも観たぜ』

『ＰＶ？　もしかしてお前、あのイベント会場に……っていうかもう東京にいるのか？』

　収録は明後日のはずなのにと驚く。

　あのＰＶは発表後、会場内にある複数のモニターで流れていたが……。

『ああ。夏休みだし、色々見て回りたくてな』

『なら今日会えないか？』

『わり。それは無理。今日明日は姉ちゃんのお使いで予定が詰まってる。何か一つでも買い逃したら殺されちまうよ』

『テルの姉ちゃんは相変わらずだな』

『まあな。あと予定が空いてても、俺だけ抜け駆けはできねえよ。今度はマッキーとユキに怒られちまう』

　テルは残り二人の元バンドメンバーの名を挙げた。

『じゃあ会うのはやっぱ明後日か』

『おう。楽しみにしとくぜ。けど何か話あんなら今聞くけど』

　指が一瞬止まる。だが元々相談するつもりで声を掛けたのだからと、率直に問いかけることにした。

『ＰＶ観たのなら、俺の歌がどうだったか手加減なしの感想頼む』

　既読はすぐについたが、これまでと同じテンポで返信は来ない。

　じりじりとした熱気に耐えながら待っていると、簡潔な一言が返ってくる。

『カラオケ』

「ぐ」

　思わずリアルで声が漏れた。

『ありゃEternal Redの新曲じゃないが、それでも物もの真ま似ね感が強かったぜ。デモで聞いた時はそんなこと思わなかったのにな』

『ソウタに寄せ過ぎってことか？』

　そう言えば声優の音無さんにもソウタに寄せていない最初の方が好きだったと言われた気がする。

『まあそうとも言えるけどよ。ちょっとニュアンスが違うっていうか……。お前さ、Eternal Redを再結成したいわけ？』

『それは違う。俺はもうソウタとして歌えない。だから皆でまた集まったとしても、それはEternal Redじゃない』

『だったらさ、新しいバンド名でも考えてみろよ。一から始めるつもりで、今のお前の歌を聞かせてくれ』

　──一から、今の俺の……。

『分かった。考えてみる』

『おう』

　そこから軽くスタンプで挨拶を交わし、俺はスマホを仕舞う。

　やはり相談してよかったと息を吐く。

　言われなければ、新しいバンド名など考えようともしなかっただろう。

　俺はベンチから立ち上がり、再びあてどなく歩き出す。

　何を探しているかは分からないが、新しい何かを見つけるために。
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　エレナの家に戻ったのは夜の八時過ぎ。

　遅くなったので、帰りに銭湯へ寄ってきた。

　居間のテーブルには出前の料理が一人分置かれている。

「……ちょっとはマシな顔になったじゃないか」

　キッチンの方からやってきたエレナが、俺の顔を見て言う。

「そう見えたのなら、よかった」

　確固とした何かを見つけられたわけではない。

　ただ、たくさん考えた。それだけだ。

「皆の姿がないけど」

　部屋を見回して彼女に訊ねる。

「客間だよ。ソラが先に寝たから、今日は早めに床に就くんだとさ」

「そうか──じゃあソラちゃんと話すのは明日にするよ」

「ああ」

　頷く彼女に就寝の挨拶をし、俺も自分にあてがわれた部屋に引き上げた。

　長い時間出歩いていたので、かなり疲労が溜たまっている。

　寝る支度をして布団に寝転ぶと、あっという間に睡魔がやってきた。

　今日一日の出来事、考えていた事、それらがぐるぐると渦巻く夢の中に沈み──。




　ゆさゆさ、ゆさゆさ。




　体を大きく揺さぶられて、目が覚める。

　部屋の中が明るい。薄めのカーテンから漏れる光が、もう朝なのだと知らせている。

　しかし寝る前にセットしておいたスマホのアラームは鳴っていないので、まだ早い時間だろう。

「……？」

　視線を動かすと、俺の体を揺らしている人物の姿を見つけた。

「ソラちゃん？」

　それはパジャマ姿の彼女だった。

　何か必死な様子で俺を見つめている。

「────！」

　ソラちゃんは口をパクパク動かして何かを伝えようとしているが、どうにも言葉にならない。

「どうしたんだい？　落ち着いて」

　俺は体を起こし、彼女の肩に手を置く。

　すると彼女はぶんぶんと首を横に振り、自分の喉を指差した。

　そしてもう一度口をパクパクと動かす。

「え……？」

　ぞくりと嫌な予感が背筋を走った。

　自分の考えが外れていることを願うが、いくら待っても彼女の声が発せられることはない。

　俺は彼女の声に惹かれて、その才能を守りたくてレッスンを引き受けた。

　だというのに──それはもう〝ここ〟にない。

「噓、だろ……何で……」

　手を伸ばすとソラちゃんは俺の手を握り、分からないというように首を再び横に振った。
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「──検査してもらったけど、肉体的な異常はなかった。恐らく心因性のものだろうと医者は言ってたよ」

　ソラちゃんの状態が発覚してから数時間後。

　彼女を連れて病院へ行ってきたエレナは、俺のいる部屋に来てそう語った。

　他の皆は客間でソラちゃんを励ましている。

「異常がなかったのならよかった……でも、心因性ってどうやったら治るんだ？」

　ソラちゃんの夢が即座に潰ついえるような事態ではなかったことにホッとするが、肉体に異常がないなら手術などでは治せないということだ。

「ストレスによる一時的なものなら、自然に回復することもあるらしいよ。でも長引く場合も珍しくないみたい。とりあえず今日一日様子を見て、治らないようなら適切な病院を紹介するって言われた」

　エレナは硬い表情で答えた。

　昨日も責任を感じていたが、さらに悪い事態になって思い詰めているのだろう。

「一時的なものであってほしいな……というか、今の状態で今日の収録は……」

「本編の収録は明後日あさってに延期する。幸い、予備日を取っておいたからね」

「もし声が治らないままだったら？」

「その時は……ソラとソラのお母さんには死ぬほど謝って──もちろん治療に関する負担は全部請け負った上で……収録に関してはキャストを変更して行う」

「お前──」

「分かってる。アタシ、ひどいことを言ってるよね。だけど今回の映画は本当にたくさんの人が関わっていて……立ち止まることはできないんだ」

　そう答える彼女の表情はプロのものだった。

　一度は近い世界に足を踏み入れていたからこそ、エレナの背負っているものの重さが分かってしまう。

「くそ……」

「もちろんアタシもキャストを変えたくなんかない。だからソラの回復のためにやれることは全部やりたいと思ってる。何かアイディアとかないかな？」

　エレナは必死な表情で問いかけてきた。

　こんな彼女を見たのは初めてで、俺も懸命に頭を回す。

「アイディア、か。ストレスの原因は……察しが付く。でも、それをすぐに取り除けるかどうか……」

　満足な演技ができなかったことへの後悔と、ＰＶが絶賛だったからこそのプレッシャー。

　それによる大きなストレスが原因であることは確実だ。

　昨日の俺と同じく、ソラちゃんはこれからどうすればいいのか分からないに違いない。

　だから今日の収録を前にして──体が、声が、竦すくみあがってしまったのだろう。

「じゃあ、普通に気分転換させてあげるぐらいしか思いつかないよ」

　エレナは重い溜ため息いきを吐く。

「気分転換……」

　そこで俺は思い出す。

「そういえば初日の観光は、ソラちゃんが希望するところに行けなくてさ。だから今から連れて行くとかどうだ？」

　元々、時間があればそうしたいと思っていた。悪い考えではないはずだ。

　俺自身も気分転換をして、一ひと先まずやるべきことを見つけられたから。

「おお、それイイね！　だったら……キミとソラの二人で行ってきなよ」

「え？　他の皆は？」

　全員一緒の方がソラちゃんも楽しいだろうと考えていた俺は戸惑う。

「おいおい、野暮なこと言わせるなって。どうせ出かけるなら、大好きな相手と二人きりの方が嬉うれしいだろう？」

「な──」

　ソラちゃんが俺を慕ってくれているのは──それが恋愛的なものかどうかは置いておいて──さすがに俺も気付いている。

　だが以前、俺が告白紛まがいのことをした相手にそれを言われると、複雑な気持ちになってしまう。

「嫌なことなんて頭から吹き飛ぶような、楽しいデートにしてあげな。軍資金はアタシが出すから……頼んだよ」

　俺の気など知らずバシッと俺の背中を叩たたいたエレナは、真剣な声音でそう頼んだのだった。







「いってらっしゃい、気を付けてね。何かあったら連絡して」

　穂ほ高だかさんが不安そうな顔で言う。

「カナ兄にい！　ちょっといい？」

　駆け寄ってきた美み沙さ貴きちゃんが、俺の腕を引っ張った。

　俺が身を屈かがめると、彼女は耳元で囁ささやく。

「昨日さ、カナ兄にカレシしてもらって──あたしすごく楽しかったんだ。だからソラちゃんも、カレシのつもりでエスコートしてあげてよ」

「え──」

　思わぬ提案に俺が驚いていると、美沙貴ちゃんと入れ替わりで東雲しののめさんが声を潜めて言う。

「ちょっと嫉妬してしまいますけど、大事な後輩のためですから。わたくしたちも〝またいつか〟再チャレンジするつもりですし」

　どきりとする笑みを浮かべて、二人は俺から離れた。

　そして今度はソラちゃんの傍そばに移動する。

「ソラちゃん、今日はカナ兄とぱーっと遊んできなよ！」

「きっと、すごく楽しい一日になるはずですわ」

　美沙貴ちゃんと東雲さんは明るい声でソラちゃんを励ます。

　こくん、と頷うなずくソラちゃん。

「お兄ちゃん、ソラお姉ちゃんをよろしくなの……」

　元気のない忍しのぶちゃんに頷き返し、俺とソラちゃんは玄関を出た。

　もう昼前なので空気は息苦しいほどの熱を孕はらんでいる。

　──カレシのつもりで、か。

「じゃあ行こうか」

　俺が手を差し出すと、ソラちゃんはこくんと頷いて指の先を握ってくれた。

　なるべく日陰を選んで歩き、最寄りの駅までやってくる。

　そこから電車に乗り、都心部から離れて行く。

　ブゥンとスマホが震え、画面を確認。

　メッセージアプリからの通知が来ていた。

『あの。ちゃんと、とどいてますか？』

　隣を見ると、ソラちゃんが慣れない手つきでスマホを操作している。

『ああ、届いてるよ。エレナに予備のスマホを貸してもらえてよかったな』

　隣同士ではあるが、俺もあえてメッセージで返事をした。

『はい。でも、だいじょうぶだったんでしょうか？』

　ただ初めてにしては文字の入力が速い。

『心配いらない。あいつ、スマホ三台持ちだって言ってたから』

　俺はそう返事をして、ソラちゃんに苦笑を向ける。

　その端末ではメッセージアプリを使っていなかったらしく、新たにソラちゃん用のアカウントも用意してくれた。

『こんなに高いものを三つも持てるなんて、エレナさんは凄すごいですね。あ、ちゃんと漢字に変換できました』

　ソラちゃんは俺の方を見て、嬉しそうに笑う。

　以前から彼女は他の子がスマホを持っているのを見て、羨ましがっていた。だからこうして実際に触れて楽しいのだろう。

　今朝、声が出ないと分かってから、ソラちゃんはずっと思い詰めた様子だった。

　だから一先ず、彼女が笑ってくれたことにホッとする。

『こういうのも送れるぞ』

　そう送ってからスタンプを送信。

　ソラちゃんは笑顔になり、試行錯誤した後にスタンプを返してくる。

　俺たちは他愛ないやり取りをスマホでしながら電車を乗り継ぎ、目的地に辿たどり着つく。




「ここがソラちゃんの来たかった場所の一つ、か」




　俺は大きな門と、その先に見える広大な敷しき地ちを見渡して呟つぶやく。

　そこは東京郊外にある芸術系大学のキャンパス。

　エレナが通っている場所とは違うが、俺でも名前は聞いたことがあるぐらいメジャーな大学だ。

　ただ、正直あまり観光に適した場所とは言えず、都心から離れていることもあり、初日に回る場所からは除外された。

『はい。お母さんから聞いたことがあったんです。お父さんはこの大学に通っていたんだって』

　スマホが短く震えて、ソラちゃんのメッセージが表示される。電車に乗っている間のやり取りで、長文の文字入力にもすっかり慣れたようだ。

「そうなのか……」

　彼女から父親についての話を聞くのはこれが初めてだ。

　だが汀なぎささんからは事前に知らされていたので、大きな驚きはなかった。

「ちょうど何かイベントをやってるみたいだな。学生じゃなさそうな人も多いし、俺たちも中に入ってみよう」

　夏休み中だからか、大学の入り口には様々な催しのスケジュールを記した看板が設置されている。

　美大ならではというべきか、学内で複数の展覧会が開催されているようだ。

　ソラちゃんはこくんと頷いて、俺と手を繫つなぎながら大学の敷地に入る。

「──やっぱり大学ってとんでもなく広いな」

　高低差のある敷地には多くの建物が点在し、全体像が把握できない。作業場らしき場所では、大きな石を削って作品を制作している学生の姿が見える。

　坂の下にあるグラウンドもドーム球場並みの広さだ。

　バンド活動をしていた時、大学の文化祭に呼ばれてグラウンドでライブをした思い出が蘇よみがえる。

『食堂の近くに、大きな木が生えた広場があるらしいんです。そこに行ってみていいですか？』

　ソラちゃんからのメッセージに俺は頷き、案内板の地図で探してから食堂へ向かう。

「たぶん……ここだな」

　やってきた広場はちょっとした公園ぐらいの敷地があり、ベンチやテーブルが置かれている。

　屋外は暑さが厳しいものの、広場の中心にある大きな木の下は日陰になっており、ベンチで談笑する学生の姿があった。

「俺たちも少し休憩するか」

　歩いて汗を搔かいたので、食堂の自販機でジュースを買い、木陰のベンチに二人で腰かける。

　冷たいジュースで喉を潤していると、スマホが震えた。

『ここでお母さんはお父さんと出会ったみたいです』

「へえ、じゃあ汀さんもここの学生だったのか？」

　俺は辺りを見回して言う。

『いえ、お母さんはその時高校生です。学祭の時に友達と来て、この木の下でお父さんに似顔絵を描いてもらったそうです』

　ソラちゃんはメッセージで答えると、興味深そうに周囲を観察する。

「似顔絵……美大生だし、きっと上う手まかったんだろうな」

　俺の呟きを聞いた彼女は、顔を伏せ、肩を揺らした。

　声は出ていないが──笑っているようだ。

『それがですね、全然似てなかったそうです。何ていうか芸術的すぎたみたいで』

「じゃあ汀さんなら文句を言うだろう」

　きっぱりと思っていることは言うタイプの人なので、黙っていることはないだろう。

『はい。でもそれがきっかけでお付き合いすることになったらしいので、大人の恋愛はよく分かりません』

　本当に不思議に思っているらしく、ソラちゃんは首を捻ひねっている。

「はは、結局きっかけなんて何でもいいのかもな」

　俺も笑いながら相あい槌づちを打ち、広場を行き交う大学生たちを目で追う。

「まあもちろん、ソラちゃんのお父さんが魅力的だったからだろうけど」

『そう思いますか？』

　こちらを見て、メッセージを送信してくるソラちゃんに頷く。

「ああ──何て言うか、俺はソラちゃんが夢に向かって一生懸命で、情熱的なところを見てるからさ。美大生だったお父さんも、そうだったのかなって」

　俺の返事を聞き、ソラちゃんはしばらくきょとんとしていたが段々と頰が赤くなる。

『それって、わたしのことも魅力的って言ってくれてますか？』

「うん。夢に向かって努力し続けられるところとか、カッコいいよ。ソラちゃんは汀さんによく似て美人だけど、もしかすると心はお父さん似なのかもしれないな」

　父親が美大生だったと聞いて、少し納得する部分があった。

　汀さんはわりと現実的で、ソラちゃんと性格は正反対に見えることが多かったから。

「…………」

　ソラちゃんは目を見開き、黙ったままスマホをぎゅっと両手で握りしめる。

　そしてしばらくしてからメッセージでこう返事をした。

『ありがとうございます』

　簡潔なお礼の言葉。

　けれどそこには様々な思いが籠っているように感じられた。
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　大学の食堂は学生ばかりで入り辛づらかったので近くのファミレスで昼食を摂とり、俺たちは次の目的地へ向かった。

　そこはソラちゃんが行ってみたいと希望した二つ目の場所。

　電車に揺られて再び都心に戻り、新橋駅でゆりかもめに乗り換え降り立ったのは、埋め立てられた東京沿岸部──お台場にある駅の一つ。

　お台場には昨日行った展示場やテレビ局などがあるが、俺たちが降りた駅は広い公園やタワーマンションがある比較的閑静な区域だ。

　その分、観光的には見るものが少ないのでやはり一日目に回る場所には選ばれなかったという経緯がある。

「風がある分、少し暑さはマシだな」

　海沿いの遊歩道をソラちゃんとゆっくり歩きながら呟く。

　ソラちゃんからは、汗をかいている顔のスタンプが返ってきた。マシとは言ってもやはり暑いのだろう。

　だが歩いているうちに日は傾き、熱気は海風に散らされていく。

　出発が遅かったのと、移動でかなり時間を使ったことで、もう夕方になってしまったようだ。

　──ソラちゃんの気分転換にはなったかもしれないけど……まだ、声は戻らない。

　タイムリミットが近づくことに焦りの感情が湧く。

　このままではせっかく努力して射止めた主役の座を譲り渡すことになってしまうし、最悪の場合は彼女の夢そのものが断たれてしまうかもしれない。

　だが俺が焦っても彼女にプレッシャーを与えるだけなのは分かっている。ゆえに逸はやる気持ちを抑え、隣を歩くソラちゃんを見守った。

　ソラちゃんは何かを探すように辺りを見回していたが、目的のものを発見したのか、俺の腕を引っ張ってそちらに連れて行く。

　整備された遊歩道からは、水上バスに乗るための桟橋が見える。

『ここに来たかったんです』

　ソラちゃんからのメッセージが連続して届く。

『この場所、写真で見たことがあって』

『お母さんとお父さんが一緒に写ってる写真で』

『ここでプロポーズされたって』

　記憶の中の写真と照らし合わせるように、ソラちゃんは数歩下がって遊歩道からの景色を眺める。

「来られてよかったね」

　俺が笑みを浮かべて言うと、ソラちゃんは大きく首を縦に振った。

　それからしばらく二人で太陽の光を反射する東京湾の煌きらめきに目を細める。

　ブンと手にしていたスマホが小さく震えた。

『お母さんとお父さん、駆け落ちしたんです』

『お父さんのお父さんに反対されて』

『大学は途中で辞めちゃったみたいで』

『結婚してわたしの街に来たけど、病気ですぐ死んじゃって』

　──病死だったのか。

　父親がいないということは知っていたが、その理由が離婚なのか死別なのかは知らなかった。というかそこまで踏み込んで訊たずねることができなかったのだ。

『お父さんの夢が何だったのかは分からないけど、たぶん叶かなわなかったんだと思います』

　彼女のメッセージを読んだ俺は、首を振る。

「いや、それはどうだろう」

　ソラちゃんが「え？」とでも言うように俺を見上げた。

「確かに夢の一つは諦めたのかもしれないけど……他の全てを投げ打ってでも、短い間だとしても──ソラちゃんのお父さんは、汀さんと一緒になるって夢を叶えたんじゃないかな」

　息を吞のむソラちゃん。

　彼女は顔を伏せ、スマホを操作する。

『そうだったなら、嬉しいです』

　顔を上げた彼女が見せたのは、泣き笑いの表情だった。

『わたしは、お父さんみたいに自分の夢を叶えることができるでしょうか』

　自分の喉に触れるソラちゃん。

　今の状況でその言葉はとてつもなく重い。

　どう答えるか迷っていると、さらにメッセージが送られてくる。

『声が出なくなって、とても怖いです』

『でも、声が治ることも怖いです』

　その言葉の真意が分からず、俺はスマホに文字を打つソラちゃんの横顔を見つめた。

『声が出るようになっても、わたしはダメな主役のままです』

『エレナさんやみんなの足を引っ張ってしまいます』

『このまま、主役を代わってもらった方がいいのかもしれません』

　彼女のメッセージを受け取った俺は、きっぱりと告げる。

「いや、それは違う。ソラちゃんが降りる方が、エレナの作品にとって大きなマイナスになるはずだ」

　ソラちゃんは俺の言葉に困惑の表情を浮かべた。

『だけど、エレナさんはわたしの演技に満足していませんでした』

「ああ、確かにあの時はな。俺もソラちゃんも、妥協のオーケーだった。でも──」

　俺はぐっと拳を握りしめて続ける。

「エレナが、俺たちを選んだんだ。あいつはきっと、俺たちをまだ信じてる。本番では最高の働きをしてくれるだろうってさ」

　──たとえ自分自身を信じられなくとも。

　あいつは言っていた。俺の歌にビビッと来たと。

　それはソラちゃんに関しても同じはず。

「俺はエレナのセンスを信じるよ。俺たち自身が限界だって感じていても、あいつが〝もっとやれる〟と思ってるなら、どこかにまだ伸びしろがあるはずさ」

　俺が笑みを見せると、ソラちゃんは少し考えてからメッセージを送ってきた。

『エレナさんのこと、すごく信頼してるんですね』

「まあ……あいつの〝力〟を、俺は疑ってないからな」

　人間性も含めて極端な部分はあるが──俺は確かにあいつに憧れている。

　ソラちゃんもそれは同じはずだ。

　けれど同じ表現者としてエレナと相対するのは、ソラちゃんにとって初めて。

　まだ俺のように確信を持つまでには至らないのだろう。

『でもわたし、これ以上やれることが思い付きません』

「……俺もそうだった。だからもうお手上げだーって、諦めて友達に相談してみたよ」

　苦笑を浮かべて答える。

　何か一つでも参考になればと、俺は自身のことを語っていく。

「そしたら、とっかかりは見つかった。他の人にも言われてはいたんだ。今の俺らしく歌った方がいいって」

　ソラちゃんはどういう意味なのかと首を傾かしげた。

　これまで俺の過去については秘密にしてきたが、彼女に伝えるべきことを語るにはある程度の説明は必要だろう。

「実を言うと、俺は前に音楽活動をしてたんだ。バンドを組んで、歌を歌ったり、楽器を弾いたり、そういう感じのやつ。ちなみに声優とは全然関係ないぞ？」

　冗談めかして言うと、ソラちゃんは少し困った顔をする。

「で、その時にエレナと知り合った。でも喉を痛めて、声変わりの時期も重なって──それまでのようには歌えなくなって……バンドは解散。こうしてまた歌を歌う状況にはなったけど、前みたいな声は出せない」

　喉に手を当てて言う。

　ソラちゃんは驚いた表情になり、とても心配そうに俺を見つめた。

「ああいや、気持ちの整理は一応付けたから心配いらない。ただ──ＰＶの時みたいに歌を何度も録とりなおして、良くしていこうって時にさ……俺は昔の自分に寄せようとしていたんだ」

　それが方向性を間違えた努力だったことに、ようやく気付けた。

「でも、どんなに歌い方を近づけても声は違うまま。どう足あ搔がいても以前の劣化にしかならない。だから唯一、前の俺より勝っている部分で勝負するしかないって今は思ってる」

　そこでソラちゃんはメッセージで質問してくる。

『勝っている部分？』

　俺はソラちゃんと目を合わせながら、自分の左胸に手を当てた。

「ここだよ。心だ。クサい台詞せりふに聞こえるかもしれないけど、前の俺より成長したかもしれない部分はここだけだ。まあ、良いい悪いの問題じゃないから〝勝ってる〟って表現は正確じゃないかもだが──少なくとも経験とか想おもいが積み重なって〝濃く〟はなってる」

　俺は顔を海に向け、言葉を続ける。

「だから、それを全部歌に……声に乗せてみるよ。上手く行くかは、やってみなきゃ分からないけどさ」

　昨日、一人で放浪して見つけられたのはとっかかりだけ。

　実践はこれからだ。

『もしそれでもダメだったらって、カナタさんは怖くないんですか？』

　不安げな眼まな差ざしを向けてくるソラちゃん。

「怖いよ。怖いから──一度練習しておこうか」

　俺はそう言って周囲を確認する。

　ちらほらと人はいるが、まあ構わないだろう。

　きょとんとしているソラちゃんに俺は笑いかけた。

「せっかく海が目の前にあるんだから、やることは一つだろ？」

　そう言ってから俺は大きく息を吸いこむ。

　肺と腹に空気を溜ためると同時に、心の中から普段は抑えつけている感情を引っ張り出す。

　──熱い。

　それは怒りとか憤りとか、そういったもの。

〝ソウタ〟の頃にも当然それはあった。

　厳しい親への反発や、理不尽な教師への反抗心。そうした感情は切実で、だからこそ他の人間に届いたのだろう。

　でも今はもっと他のことに対しても怒りを覚えている。

　たとえば〝ソウタの声〟を奪っていった運命に。エレナの期待に応えられないでいる不ふ甲が斐いない自分自身に。懸命に努力してきた少女の声が失われようとしている理不尽に。

　噴出した感情を空気に練り込み、一気に吐き出す。




「ばかやろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー!!」




　肺が空っぽになるまで、力の限り声を絞り出す。

　額に汗が浮かぶ。

　苦しさで眩暈めまいがし、染しみ出た涙で視界が滲にじむ。

　今の声になってから全力で叫んだことはなかった。本当の感情を露あらわにしたこともなかった。

　ゆえに、それが必要なことかもしれないと思った。

　こうして自分の中にある堰せきを壊せば、歌う時にもありったけの感情を乗せられるから。

「…………っ……はぁっ……はぁっ……」

　思いっきり叫んだ後、俺は荒い呼吸を繰り返す。

　隣を見るとソラちゃんがポカンとした顔で俺を見ていた。

　通行人も何事かとこちらに顔を向けている。

「どうだった？　感情、こもってたかな？」

　ソラちゃんに訊ねると、彼女は我に返った様子で頷き、スマホを操作した。

『はい、とっても』

『感情を込めて、爆発させるってこういうことだったんですね』

　そんなメッセージを俺に送信した後、しばし彼女は考え込む。

『カナタさん、わたしももっとやれるでしょうか。伸びしろはあるでしょうか』

　彼女は俯うつむいて俺にメッセージを送ってくる。

「ああ、それに関してはエレナよりも信じてるっていうか──確信してる」

　迷いなく俺は即答した。

『じゃあ、わたしもやってみます』

　スマホに表示された文章を見て、俺は眉を寄せる。

　──やってみるって何をだ？

　戸惑う俺の前で、海の方に体を向けた。

　──まさか。

　大きく息を吸いこむ彼女を見て、俺は驚く。

「───────！」

　彼女の口から出たのは、掠かすれた息の音だけ。

　だが彼女は諦めずに、もう一度息を吸う。

「そ、ソラちゃん、無理はしない方が──」

　逆に喉を痛めてしまわないかと俺は心配になるが、ソラちゃんは首を横に振って静止を拒絶した。

「──────！」

　再び放たれる声なき叫び。

「────ぁ────！」

　三度目、微かすかに声が混じった気がした。

　しかしそこから何度繰り返しても、ヒューヒューと乾いた音が漏れるだけ。

「っ……やっぱり無理しちゃダメだ。体が拒絶しているのに強引に声を出そうとしても、喉に負担が掛かるだけだよ」

　やはり止めるべきだと判断し、彼女の肩に手を置く。

　ソラちゃんは肩で息をしながら、再び首を横に振った。

　彼女の瞳には、絶対に諦めないという鋼の意志が見える。

　俺に声優のレッスンを頼んできた時と同じ。

　ならばどうやっても彼女の意志はくじけない。

　俺にできるのは妥協案というか、まだマシと思える方法を提示するだけ。

　──仕方ない。

　さっき少しだけ声は出たのだ。ならば上手く誘導すれば、彼女が自分自身に掛けた鍵を外せる可能性はある。

「分かった。じゃあせめて……闇雲に叫ぶんじゃなくて、俺と同じ方法で試してみよう」

　そう言うとソラちゃんの瞳が輝く。

「まず大きく大きく息を吸って──吸いながら胸の中にある想いを引き出していこう。心の蓋を外して、感情と吸った息を混ぜ合わせるイメージで──」

　俺の言葉に従って、ソラちゃんはゆっくりと長く息を吸う。

　心の内まで見通すことはできないが、彼女はきっと今自分の感情と向き合っている。

「我慢できないぐらいに、空気と想いで自分の中をいっぱいにしよう。そうしたら吐き出さずにはいられない。叫びたいって心の底から思えば、体もきっと応えてくれる」

　ソラちゃんは俺を見て頷き、自分の胸に手を当てて、さらに息を吸った。

　もう辛いようで顔が赤くなり、苦しげな表情が浮かぶ。

「限界が来たら、溜めたものを一気に吐き出そう。大丈夫、声を出そうと意識しなくていい。ただ、感情を外に出すんだ」

　医者によるとソラちゃんの体には異常がない。

　だから彼女が声を出したいと心の底から思えば、無意識下の枷かせも外れるはず。

　ソラちゃんが叫ぶ。

「────────ぁぁぁぁっ!!」

　海風に紛れるほど微かだが、確かに声が聞こえた。

　ハッとした顔でソラちゃんが俺を見る。

「やったな！　今、確かに声が出てたよ。じゃあ次は一緒に叫んでみるか」

　笑顔で安心させるように言い、俺はそう提案した。

　興奮した表情でこくこくと首を何度も縦に振るソラちゃん。

　お互いに頷き合った後、同時に大きく息を吸う。

　俺の手をソラちゃんが握ってくる。

　彼女の指にぐっと力がこもり、今だと叫ぶ。




「ばかやろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉーーーーーーーーーーーーーー!!」

「ばかぁぁぁぁーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー!!」




　海に響き渡った声は、二人分。

　俺の声と重なっていても分かる、力強く澄んだ声。熱く滾たぎるような想いが籠った叫び。

　こんな彼女の声を聞いたのは初めてだった。

　溜めに溜めた感情を爆発させたような、切実で胸を衝つく絶叫。

「はぁ……はぁ……」

　二人で呼吸を整えながら、顔を見合わせる。

　彼女の顔は真っ赤で目の端には涙が浮かんでいた。たぶん俺も同じような表情をしているのだろう。

「え……あ──！　やった……やりました……！」

　ソラちゃんは自分の喉に触れ、震える声で呟く。

「ああ、やったな」

　俺は笑顔で頷いた。

　ソラちゃんは喜んでいるが、それは単にやっと声を出せたからだけではない。

　彼女は今、きっと声優を目指す一人の少女として、一歩前に進むことができたのだ。

　先ほどの叫びには、その声には、かつてないほど俺の心を打つものがあったから。

「カナタさんっ！　ありがとうございますっ!!」

　喜びを堪え切れなくなった様子で、ソラちゃんは俺の腰に抱き付いてくる。

　普段なら他人の目を気にするところだが、今は何よりソラちゃんと喜びを分かち合いたくて、彼女の頭を優しく撫なでた。

「今なら──あのＰＶで自分がどんな演技をすればよかったのか、分かる気がします」

　ソラちゃんの声には少し悔しさが滲んでいる。

　ＰＶの収録とお披露目はもう終わっており、やり直すことはできない。だが──。

「じゃあ明後日の収録は、最高の演技ができそうだな」

　俺は未来のことを口に出す。

　ソラちゃんは顔を上げると、喜びに緩んでいた顔を引き締めた。

「──はい。今度こそ、絶対にエレナお姉さんの期待に応えてみせます」

「ああ。俺も明日の歌の収録を頑張るよ」

　もう一度優しく、髪を梳すくようにして彼女の頭を撫でる。

「あの……カナタさん」

　もじもじとしながらソラちゃんが俺を見つめた。

「何？」

「確か、美沙貴さんと紫し苑おんさんにはお礼でキスをしてもらったんですよね？」

「え──ま、まあ、そうだけど……」

　戸惑いながら俺は頷く。

「じゃあ、えっと、少しだけ屈んでもらえないでしょうか……？」

　──まさかこの流れは……。

　本当にいいのかと迷いながらも俺は身を屈める。

「ありがとうございます」

　ソラちゃんは礼を言い、つま先立ちで背伸びをすると──。

　ナデナデ。

　頭部に優しい感触。

　ソラちゃんが腕を伸ばし、俺の頭を撫でている。

「こ、これは……？」

　戸惑いつつ問いかけると、ソラちゃんは頰を染めて微ほほ笑えむ。

「カナタさんに頭を撫でてもらって嬉しかったので……わたしも、撫でてみました。嬉しい……ですか？」

「──ああ」

　気恥ずかしさが勝ってはいるが、心地いいのは事実だったので頷く。

「よかったです。これが、わたしのお礼です。キスは……まだ、早いと思って……」

「そ、そうだよな」

　キスをされるかもしれないと身構えていたことが恥ずかしくなり、俺は頰を搔いた。

「はい──それはもっと、大事な時に」

「え？」

　どういう意味かと問い返す前に、ソラちゃんは俺の頭から手を離し、くるりと背を向けてしまう。

「では帰りましょう。きっと皆さん、心配していると思います。元気になったって──収録も問題ないって──任せてくださいって早く伝えないと……！」

「──ああ、そうだな」

　頷き、彼女と共に歩き出す。

　お互い、本番はこれから。

　けれど俺たちに恐れるものはもう何もなかった。





３






「た、ただいまですっ！」

　エレナの祖母の家に戻ってきたのは夜の七時過ぎ。

　ソラちゃんは玄関の扉を開け、〝自分の声〟で帰宅の挨拶を告げた。

　皆にはソラちゃんの声が戻ったことをメッセージで事前に伝えてあったのだが──。

　ドタドタドタと家の奥から響いてくる足音。




「「「「おかえりなさいっ!!」」」」




　我先にと出迎えにやってきた皆の声が重なる。

「はぁ……何とかなったみたいでホッとしたわ」

「本当に声出てるっ！　よかったーっ！」

「……心配していましたわよ」

「しのぶはソラお姉ちゃんなら大丈夫だって最初から分かってたの！」

　穂高さん、美沙貴ちゃん、東雲さん、忍ちゃんが笑顔で出迎えてくれる。

　そんな中、おずおずと気まずそうに──だが安あん堵どの笑みを浮かべてエレナが遅れてやってきた。

「うぅ……ホントによかったぁ～……アタシのせいでこんなことになって……苦しくて怖かったよな……」

　エレナは半泣き状態でソラちゃんの回復を喜ぶ。

「……エレナさんのせいじゃないですよ。わたしが──」

　首を横に振ろうとするソラちゃんだったが、エレナは強い言葉でそれを遮る。

「いいや、アタシの責任だ。だから──」

　エレナは両手で思いっきり自分の頰を叩く。

「っ──痛いったぁ……うぅ、でもこれで気合を入れ直したから」

「ほっぺたが真っ赤に……」

　おろおろするソラちゃんに、エレナは笑い返す。

「いいんだよ。それよりお腹なか空いてるだろ？　今日は出前じゃなく、アタシと皆で御ご馳ち走そうを用意したんだ。早く手を洗って食卓に着いてくれ」

　皆と共に居間へ入ると、食卓には既に料理が並んでいる。

　色どりの良い炊き込みご飯にあさりの味み噌そ汁しる、焼き魚、肉じゃが、手間のかかりそうな煮物が良い匂いを漂わせていた。

　恐らく俺とソラちゃんが家を出た直後から全員で準備を始めてくれていたのだろう。

「いっただっきまーすっ！」

　美沙貴ちゃんが手を合わせて元気よく声を上げ、皆も手を合わせる。

「──いただきます」

　ソラちゃんは嚙かみしめるように言葉を紡ぎ、美お味いしそうな料理に箸を伸ばした。







　その夜、俺はなかなか寝付けなかった。

　ソラちゃんの声が治り、さらに演技が一皮むけたであろうことに対する喜びもあるが──それ以上に明日の収録で歌うことが楽しみで仕方なかった。

　ソラちゃんたちが臨む本編の収録は明後日だが、俺にとっての本番は明日。

　かつてのバンドメンバーが再集結して、新しい音楽を作り出す。

　合わせる顔がない──その思いは変わらずある。

　けれど、そうした気まずさと申し訳なさ、恥ずかしさを耐えてでも、俺は歌いたくて仕方がなかった。

　まるで古いドラマや漫画のような、海に向かっての絶叫。

　あれで確かに自分の中にあった重い蓋のようなものが吹っ飛んだ感覚がある。

　今なら〝ソウタ〟ではなく俺の歌を歌えるはずだ。

　その確信を手放すのが怖くて、心が眠りを拒んでいた。

　だが今日一日歩き回った疲れに噓うそは吐けず、カーテンの向こうが明るくなり始めた頃に、俺の意識はぷつんと途切れた。







　翌朝、俺はまだ眠い目を擦りつつエレナと二人で六本木のスタジオへ向かった。

　ソラちゃんたちは明日に備えて台本の読み合わせをするそうだ。

　俺も負けていられないと、地下鉄の駅から地上に出たところで両手で自分の頰を叩く。

「──気合十分だね。今日は期待していいってことかい？」

「ああ」

　エレナの言葉に俺は頷いた。

　スタジオには既に元バンドメンバーたちが揃そろっており、俺に様々な感情の入り混じる視線を向けてくる。

　ドラムのテル、ベースのマッキー、ギターのユキ。

　懐かしい顔ぶれ。

　テルとは一昨日もメッセージでやり取りをしていたが、直接顔を合わせるのは他の元メンバーたちと同じく久方ぶり。

　彼らが口を開く前に俺は言う。

「皆、集まってくれてありがとう。ただ最初に宣言しておく、俺は──Eternal Redを再結成するつもりはない」

　戸惑いの表情を浮かべる仲間たちに俺は言葉を続ける。

　自分の立ち位置はもう決めていた。

「何な故ぜなら、ボーカルの〝ソウタ〟はもういないからだ。夕陽がいつか沈むように、俺たちが表現してきた〝赤色〟は永遠じゃなかった」

　やはりEternal Redの曲は〝ソウタ〟でなければ歌えない。だからバンドを解散したことについては、今でも間違っていたとは思わない。

「じゃあどうすんだ？　〝藤ふじ波なみ奏かな太た〟として新バンドを立ち上げるってのか？」

　そう質問してきたのはテルだ。




『新しいバンド名でも考えてみろよ』




　先日、彼は俺にそう提案した。

　だから今回、俺がこの話題を出すことは予想していたはずだ。けれど皆に合わせて困惑した振りをしつつ、話を進めてくれている。

　──もちろん考えてきたさ。

　心の中でテルに感謝しつつ、俺は頷く。

「ああ、その通りだ。新たなバンドに相応ふさわしい〝色〟も、ちゃんと見つけた」

　過去を切り離すために引っ越した地方都市。

　そこで様々な出会いがあった。

　偶然前の席になった穂高さんに、ボランティアという知らない世界に誘われた。

　かつての俺のような〝声〟の才能を持つ少女にレッスンを頼まれて、思いがけない日常を送ることになった。

　他のボランティアや児童館に通う子にもレッスンをすることになり、共にエレナのオーディションに臨んだ。

　そうだ──今、俺の中にある色は彼女たちの形をしている。

　ただその中でも最も大きな存在は、やはりソラちゃんだろう。

　白しら瀬せ空そら。

　俺は彼女の声に魅せられた。

　際立った才能はいつだって人に大きな影響を与える。

　エレナと初めて会った時のように。いや、それ以上に俺自身が動き出す原動力となった。

　ソラちゃんと共に歩き始めたことで──歩きたいと望んだことで、新たな景色が広がった。

「暗く沈んだ赤色が破けて現れたのは、白く眩まぶしい空だった。でもたぶん、それも永遠のものじゃない。だけどたとえ一瞬だとしても、俺は構わない」

　全員の目を順番に見つめてから俺は告げる。

「新しいバンド名はLightライト Momentモーメント──この瞬間、閃せん光こうのような〝今〟を全力で表現していく……そんなグループのメンバーになって欲しい。頼む」

　あえて頭は下げない。

　解散に関しては俺の責任なので謝ったが、結成はそれぞれが望んで決めること。

　同じ立場で、同じ目標に向かえる者たちが集まった時に、バンドは生まれる。

　皆は無言だった。

　だが彼らは小さく笑った後、それぞれの楽器を持って収録室に向かう。

　言葉は要らない。

　それが答え。

　後は歌で、楽器で──とことんまで語り明かせばいい。
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　東京滞在六日目。

　予備日として押さえていたスタジオで、本編の収録が行われた。

　明日はもう東京から帰る日だ。今日中に自分たちの出演分を録り切らなければならない。

　時間がないということは、場合によって妥協を迫られるということ。

　ＰＶ収録の時のように、監督が満足していない演技だとしてもそれを採用せざるを得なくなる。

　だがその心配はもはやいらないことを、俺はエレナの表情を見て悟った。

　収録ブースで演技をするソラちゃんたちを見守るエレナの口元には、楽しくて仕方がないという笑みが浮かんでいたから。

　もちろんリテイクや演技のリクエストは行うが、それは百点満点のものを百二十点まで引き上げるような高次元での試行錯誤だ。

「主役の白瀬さん──前の収録から数日しか経たっていないのに、表現の幅がすごく広がりましたね」

　後半から出番のプロ声優、音おと無なしさんはコントロールルームでソラちゃんたちの演技を聞きながら言う。

　穂高さんもちょうど出演シーンで収録ブースにおり、エレナは収録に集中しているので、彼女の呟きは実質俺だけに向けられたものだった。

「ああ。ちなみに音無さんから見て、ソラちゃんは将来プロに──あなたのライバルになりそうですか？」

　今なら少し踏み込んだ質問もできそうだと、俺は彼女に問いかける。

「将来？」

　だが音無さんはきょとんとした後、くすりと笑う。

「何を言ってるんですか。もう現時点で白瀬さんは立派な声優であり、ライバルですよ。私を差し置いて主役を演じている方のことを、少々見くびっていませんか？」

　人当りのいい笑顔ではあったが、音無さんから妙な凄みを感じた。

「──それは、そうですね。音無さんに対しても失礼な質問でした。すみません」

　失言だったかもと俺は謝る。

「ふふ、分かってくれればいいんです。ただまあ、実力があったとしてもプロになれるとは限らないのがこの業界ですから、心配になるのは分かります」

　そこで彼女は瞳に真剣な光を宿し、言葉を続けた。

「いくつかの工程を外注したとは言え、今回の作品はほぼエレナの個人制作です。ですから彼女の裁量でアマチュアも採用できました。白瀬さんがこれで有名になれば、今後も個人からの依頼が来て、いわゆるネット声優として活動することは可能かもしれません」

　淡々とした口調で語る音無さん。

「単に声優をやりたいというのであれば、これも選択肢の一つでしょう。まだ小学生ですから、今の生活を第一に、勉強を最優先にして──趣味として声優の活動をする。恐らくこれが現実的な選択肢です」

「……はい、俺もそう思います。ただ──」

　頷きつつも、俺は言葉を濁す。

「白瀬さんが目指しているのは、そういう形での声優ではないと？」

　音無さんが横から俺の顔を覗のぞき込こんできた。

「いえ──その辺りのことを詳しく聞いたことはないので、単に分からなくて……でもソラちゃんは前に言っていました。本当にすごい声優になれば、俺たちがどこにいても声は届く──と」

　俺の言葉をじっと聞いていた音無さんは小さく息を吐いた。

「その声が誰の耳にも届く……そんな声優を目指すなら、白瀬さんはプロになるべきなのかもしれませんね」

　音無さんはどこか懐かしむような表情で言う。

　もしかすると彼女の中にも同じような想いがあったのだろうか。

「本当に彼女をプロにしたいのなら、可能な限り早く動くことをお勧めします。今回の実績も、時間が過ぎれば単なる過去の勲章です。立ち止まったり、後戻りして勝てるほど甘い世界ではないことは理解しておいてください」

「了解です」

「って──ジャンルは違えどプロの世界を知っているあなたなら、言わずとも分かっていることでしたね」

　笑う音無さん。




「おーい。カナタくん、ついに声優としての出番だよー」




　そこでエレナが俺を呼ぶ。台詞は少ないものの、俺にも作品の中に役割がある。

　歌に関しては昨日満足のいく収録ができたが、声優の仕事に関しては正直言ってまだ自信はない。

　──そんな奴やつが、あんなに才能溢あふれるソラちゃんの指導をしてるんだよな……。

　収録ブースに入る前に、俺は音無さんに訊ねてみる。

「俺はソラちゃんにレッスンを頼まれたんですが、声優については素人なんで正直これ以上教えられることがありません。けれど可能なら──行けるところまで一緒に歩いて行きたい。こんな質問をされても困るかもしれませんが……どうしたらいいと思いますか？」

　ずっと自分一人で考えてきたが正解の見つからなかった悩み。

　これまで頼ることのできる相手もいなかった。弱音を吐くことにも抵抗があった。

　けれど音無さんなら──そう思えたのだ。

　ソラちゃんの直近の目標であった今回の収録が終わりに向かっているからこそ、さらに先の指針を今のうちに見つけておきたい。

「うーん……そうですね。例えば────」

　音無さんは少し考えた後、明瞭で具体的なアドバイスをくれる。

　それは俺にとって、本当に全く想定していなかった提案だった──。







「よし、オッケーッ！　皆、お疲れ様。これでキミたちの収録は全部終わったよ」

　マイクを通してエレナが収録ブースにいるソラちゃんたちに呼びかけると、彼女たちは台本を手に飛び跳ね、抱き合い、喜びを全身で表現した。

「ふぅ……終わった、か」

　出番が終わってコントロールルームで収録を見守っていた俺も、肩から力を抜いてしみじみと呟く。
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「うん、終わっちゃったわねー。私、ちゃんとできてたかしら……」

　俺の隣で穂高さんは不安そうに言う。

「エレナがオッケーを出したんだから大丈夫だろ。俺も……そう思うことにする」

　結局、声優としては知らないことが多すぎて、最後まで自分の演技に自信を持つことはできていない。

　だから今は監督であるエレナを信じることしかできないのだ。

「エレナお姉ちゃんも、お疲れ様なのーっ！」

　ブースから飛び出してきた忍ちゃんが、エレナに抱き付く。

　他の皆もぞろぞろと扉から出てきて、監督を労いたわった。

「──うん、でもアタシの踏ん張りどころはここからだ。キミたちが最高の素材を提供してくれたから、アタシはそれを最高の作品として仕上げなきゃいけない」

　これまでにない真面目な顔でエレナは言う。

「もしもこの作品がコケたら、それはアタシの責任だ。成功すればキミたちの功績だ。それだけの仕事をキミたちはしてくれた」

　エレナは居並ぶ俺たちに順々に話しかける。

「ソラ、キミには本当に重荷を背負わせてしまったけど──キミを選んだアタシの目に狂いはなかった。ラストのシーンは鳥肌が立ったぜ」

　ぐっと親指を立てるエレナ。

「あ……その……あ、ありがとうございます！　色々と迷惑を掛けちゃったけど……でも、この役をやれて本当によかったです！」

　ソラちゃんは真まっ直すぐエレナを見て答える。

　そこにいるのは弱気な小学生の女の子ではなく、作品の看板である主役を担った立派な一人の声優だった。

「忍、キミのリアルな演技は作品の完成度をぐっと底上げしてくれると思う。一番年下なのに弱音一つ吐かず収録を乗り切ったキミは、将来絶対大物になると確信したよ」

　次にエレナは忍ちゃんに向けて言う。

「っ……もちろんなの！　しのぶは超有名人になるんだから！」

　胸を張って言う忍ちゃんの目には涙が滲んでいる。

　彼女は以前言っていた。エレナは優しくないから特別なのだと。その彼女に、自分の仕事が認められたことが心から嬉しいのだろう。

「美沙貴ちゃん、キミの演技はばっちり役にハマってたぜ。最初は悪役で、その後に仲間になる──結構難しい役柄だったけど、上手く演じ分けてくれたよ」

「ホントっ！　上手くできたのなら嬉しいなっ！　初めてのことばかりですっごく楽しかったよ！　紫苑や皆とのすっごくいい思い出になったし！」

　笑顔で喜ぶ美沙貴ちゃん。

　次にエレナは東雲さんを見る。

「紫苑ちゃんはとにかく安定感があったね。プロ顔負けの滑舌の良さだから、アナウンサーやナレーターにもなれる才能があると思う」

「お褒めのお言葉、感謝いたしますわ。わたくしとしては至らないところが多く、まだまだ練習が必要と感じました。けれど──美沙貴の言ったように、わたくしも楽しかったです」

　嚙みしめるように言う東雲さんの目は美沙貴ちゃんを見ていた。

　そこには名残惜しそうな色が浮かんでいる。

　エレナはそんな彼女たちの様子に微笑みながら、穂高さんに視線を移す。

「そして塔とう子こちゃん。今回の出番は少なかったけど、すごく上手でびっくりしたよ。オーディションを受けてくれていたら、メインキャラクターを任せていたかもしれないな」

「ほ、本当ですか？　けど色々と形になったのは、藤波くんがレッスンに交ぜてくれたからで……エレナさんの作品に参加したいって思えたのも、皆のおかげだから……」

　穂高さんはストレートな褒め言葉を受けて、恥ずかしそうに顔を伏せる。

「さて──」

　順番的に次は俺かと思っていたが、エレナが目を向けたのは音無さんだった。

「雲母きららちゃん、ありがとなー。またよろ～」

「何か私だけ雑じゃない!?」

　音無さんは文句を言うが、エレナは構わずに俺と目を合わせる。

「それで最後にカナタくん。曲と歌に関しては今回もベストな仕事だったぜ。まあ初挑戦の声優は、まだまだ伸びしろアリって感じだったけどな」

「言われなくても分かってるよ。少ない台詞だったのに、今日一番リテイクが多かったのが俺だしな。けど、楽しかったよ。久しぶりに歌えたことも、初めての声優も」

　心から思っていることを俺はエレナに伝えた。

「そうかい？　ならアタシとしてもよかったよ。今後ともウィンウィンの関係でよろしく頼むぜ」

　彼女はニカリと笑い、俺の肩を気安く叩く。

　そこに妥協の色はない。

　一先ず俺やソラちゃんたちは、彼女が設定した高い高いハードルを越えることができたのだ。

　ただ、俺が見たかった彼女の最高の笑顔には少し遠い。

　それはまだ彼女自身の仕事が残っているからだろう。

　もし見られるとしたら……作品が完成した時。

　──その時、俺は……。

　何か、やるべきことがある気がする。




『藤波くんもさ、今しかできないことをちょっと考えてみたら？　せっかく初恋の人が近くにいるんだし』




　穂高さんの言葉が脳裏を過ぎる。

　──少なくとも合宿中は無理そうだ。

　作品発表の時まで保留にさせてくれと、俺は心の中で穂高さんに告げる。

　そしてそんな俺の悩みなど知らないエレナは一歩後ろに下がり、改めて皆を見回した。

「というわけで、後は作品の完成をお楽しみに。前にも言ったけど、最初の試写会はうちの大学の文化祭で行う予定だ。大きなホールがあって、そこで映画も上映できるのさ」

　エレナはそこで小さく息を吐く。

「たぶん、今回みたいにアタシの我がままを全部通して作品を作るのは、これが最後になると思う。この作品もアタシの力だけで作ったものじゃないけど、次を作るなら本格的に大勢の人の力を借りることになるだろう。そうじゃないと、アタシはアタシの限界を超えられないから」

　自分の胸に手を当て、彼女は少し悔し気に言う。

　今回の作品制作を経て、エレナにも思うところがあったのだろう。

「ただ、人が増えればその分しがらみも多くなる。声優も次からは事務所に所属している人間の中から選ぶことが前提になるはずだ」

　それを聞いた忍ちゃんは声を上げる。

「じゃあもう……次はないってことなの？」

　エレナは首を縦に振った。

「ああ。アタシとしても残念だけどね。児童館はアタシにとって特別な場所だけど、さすがにそろそろ独り立ちしないと大人になれない。でも──」

　そこで彼女はちらりとソラちゃんを見る。

「もしもキミたちの中にプロになる子がいたら、この先どこかでまた一緒に仕事をすることがあるかもね。そうなったらよろしく頼むよ」

　口調こそ冗談めかしていたが、エレナの眼差しは真剣だった。

「はい！」

　大きな声で応じたのはソラちゃんだ。

　彼女はエレナの言葉を自分に向けたものだと迷いなく受け止めている。

　それを見た忍ちゃんも手を挙げた。

「しのぶも、どういうプロかは決めてないけど絶対有名人にはなるの！　だからエレナお姉ちゃん、よろしくなの！」

　美沙貴ちゃんと東雲さんは顔を見合わせて頷く。

「そうだね──あたしたちも、もしそうなったら……」

「ええ。エレナさんや──美沙貴とも、また一緒に……」

　穂高さんはそんな子供たちを見て、頰を搔いた。

「私はさすがにプロになるなんて豪語はできないわね。でも、受験勉強をしながら──別のことにも挑戦していくのも悪くないかもしれないわ」

　以前はソラちゃんたちが声優を夢見ることにも否定的な彼女だったが、一緒に過ごす中で心境の変化があったようだ。

　既にプロである音無さんは無言で頷き、俺もエレナと目を合わせて笑った。

　Light Moment──新たなバンドの結成を決意した時に、再び音楽の世界に足を踏み入れる覚悟はしている。

　たぶんエレナと俺の進む道は、再びどこかで交わるだろう。

　それは予感というよりは確信に近いものだった。
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「「「「「「エレナさん、お世話になりました！」」」」」」

　翌日、まだ太陽が高く昇らないうちに俺たちは東京を発たつ。

　声を揃えて挨拶をした俺たちを、エレナは笑顔で見送る。

「ああ、寄り道せずに真っ直ぐ帰りな」

　手を振る彼女だったが、ソラちゃんが一歩前に出て、後ろ手に隠していたものを差し出す。

「あの、これ……わたしたちからの感謝の気持ち、です」

　ソラちゃんが手にしているのは、小さな花束。

　白、ピンク、黄色、紫、オレンジ、赤──それぞれが一本ずつ選んだ花を纏まとめてもらったもの。

　昨日の収録の帰り、駅前にある花屋で用意したのだ。

「…………」

　不意をつかれた様子で目を見開くエレナ。

「その、わたしたちが使っていた客間に使ってない花瓶があったから……迷惑にはならないかなって……」

　ソラちゃんが少し焦った様子で説明すると、エレナは無言で花束を受け取る。

「──花を贈られるのなんて初めてだよ。バアちゃんが帰ってきたら、きっと喜ぶな」

　花束を手に、エレナはくるりと背中を向ける。

「エレナお姉ちゃんは喜ばないの？」

　忍ちゃんが顔を覗き込もうとすると、エレナは振り返って言う。

「……嬉しいに決まってるだろ。この暑さで花が萎しおれる前に生けてやらないといけないから、とっとと行きな」

　照れ臭そうなエレナに送り出されて、俺たちは帰路についた。

　エレナに言われたように寄り道はせず、在来線でまっすぐ東京駅に向かう。

　大勢の人が行き交う構内で友人や家族へのお土産を買い、新幹線に乗り込んだ。

　来た時とは違う組み合わせで座席に座る。

　二人掛けの席の隣に座ったのはソラちゃんだった。

「ソラちゃん、初仕事お疲れ様」

　流れる景色を眺めていた彼女に話しかける。

「初仕事……わたし、お仕事をしたんでしょうか？」

　こちらを向いたソラちゃんはピンと来ていない様子で首を傾げた。

「ああ。児童館で録ったガヤは、無料の体験企画みたいなものだったけど──きちんとオーディションを経て、役を勝ち取ったソラちゃんたちには当然ギャラが支払われる。エレナから聞いてなかったかな？」

「えっと……聞いたような気もします。でも、出演できることがまず嬉しくて……それなのにお金まで貰もらっていいんでしょうか？」

　申し訳なさそうに言うソラちゃんに、俺は大きく頷いた。

「もちろん。それは貰うべき対価だし、ソラちゃんがこの先も声優を目指すなら絶対必要なものになる」

「必要なもの……？」

　ソラちゃんは戸惑いを見せる。

「たとえば、今回のギャラは小学生の手に余る大金だろうし──まずソラちゃんの保護者である汀さんが受け取って管理することになるはずだ。その時、汀さんは理解する。ソラちゃんがそれだけの仕事をしたってことを……声優になるためのレッスンは、子供の遊びじゃなかったことを」

「あ──」

　ハッと目を見開くソラちゃん。

　汀さんはソラちゃんの夢を現実的なものだとは考えていなかった。でも今、その認識を覆せる手札を手にしたのだ。

「お金は最も分かりやすい〝結果〟の一つさ。ソラちゃんは結果を出して、自分の才能を証明した。だからきっと汀さんも前よりソラちゃんの夢について真剣に取り合ってくれると思う」

「でもお母さん……それでも反対する気がします」

　不安げにソラちゃんは呟く。

「かもしれない。これは音無さんに言われたことだけど、プロにならなくても趣味の範囲で声優をする道もある。それなら汀さんも認めてくれるとは思うけど、どうかな？」

　ここで俺はソラちゃんの意思を確かめることにした。

　この先にソラちゃんを導くには、何より彼女自身の意思が──決断が必要になるから。

「……声優になれるなら、どんな形でもいいって思っていました。少し前までは。でも……プロじゃなきゃ、もうエレナさんの作品には出られないんですよね？」

「ああ、エレナはそう言ってた」

　俺が頷くのを見て、ソラちゃんの瞳から迷いが消える。

「だったら……だったら、わたし──プロになりたいです。エレナさんの作品に出演したいからってだけじゃなくて……その方がもっともっと、たくさんの作品に出会えて──素敵な登場人物に〝なれる〟からっ……！」

　今この瞬間、ソラちゃんは自分の道を見つけた。

　それが確信できる言葉だった。

　ならば俺にも、もう迷いはない。

「よし、それじゃあ俺も協力するから一緒に汀さんを説得しよう」

「っ……ありがとうございます。カナタさんが一緒なら、絶対大丈夫です……！」

　笑顔になって礼を言うソラちゃん。

「うん、任せておいてくれ。ただ、一つだけソラちゃんに謝っておかなきゃいけないことがある」

「な、何ですか……？」

　身を強こわ張ばらせたソラちゃんに俺は頭を下げた。

「前に、今回の収録が終わってもレッスンを続けるって言ったけど──あれはやっぱり無理かもしれない」

「え──あ、そ、そう、ですよね……カナタさん、これからお友達とまたバンドをするんですよね。もうレッスンの時間なんてないですよね……」

　ショックを露わにしながらも、ぎこちなくソラちゃんは笑う。

「いや、そっちは問題ない。しばらくはネット上での活動に留とどめる予定だしな。一番の理由は、今回の件でソラちゃんがすごく成長して、もう教えることがなくなったってことだ」

「そんな……！　わたしはまだ──」

「いや、客観的に見てソラちゃんの声優としての実力は俺より上だよ。俺が指導してたんじゃ、ソラちゃんの足を引っ張ることになりかねない」

「でも……！」

　ソラちゃんの瞳に涙が浮かぶ。

　俺は少し慌てながら言葉を続けた。

「だから俺が引っ張るんじゃなくて、これからは一緒に並んで歩いていかないか？」

「え？」

　びっくりした様子でソラちゃんは固まる。

「具体的に言うと、汀さんを説得して一緒に声優の養成所に通おう。小学生からのコースがあって、ギリギリ通える範囲のところを音無さんが紹介してくれた。学費に関しても今回のギャラでかなり賄える」

「え？　え？」

　ソラちゃんは話についてこられないようで、疑問の声を繰り返す。

「そ、その……カナタさん、本気、ですか？　どうしてカナタさんも養成所に……？」

「俺も今回ちょい役で出て、声優って仕事に興味が出たんだ。音楽も声優もどっちもやりたいからやる。とにかくまず挑戦するのが俺のスタイルなんだよ」

　以前のバンドを組んだ時も同じようなものだった。

　やりたいと思った。動機はそれだけで構わない。

「じゃあ……まだ、一緒にいられるんですね？」

「もちろん。何より汀さんを説得できないと始まらないし、それまでは実力が鈍らないようにこれまで通り児童館での基礎訓練は続けていこう」

　俺の答えを聞いて、ソラちゃんに笑顔が戻る。

「はいっ……！」

　ぽろりと一粒彼女の目から涙が零こぼれるが、それは悲しみによるものではないと俺にも分かる。




「むー……」




　そこでふと視線を感じた。

　顔を上げると、前の座席から身を乗り出した忍ちゃんがこちらを見ている。

「お兄ちゃんとソラお姉ちゃん、二人だけで面白いこと始めてズルいの。しのぶも交ぜてくれなきゃヤなの」

　ジト目を向けられて俺は慌てた。

「いや、今のはまだ少し先の話で──」

「先とか関係ないの。しのぶもやるの！　置いてかないでなの！」

　頰を膨らませて拗すねる忍ちゃん。

　すると彼女の隣の席の穂高さんが、困った顔を覗かせる。

「忍ちゃん、あまり車内で騒いじゃダメよ？」

　だがその制止もむなしく、こちらの会話が聞こえたのか他の席にいた美沙貴ちゃんや東雲さんまでやってくる。

「カナ兄、何の話してるの？」

「藤波先輩、お困りごとですか？」

　このままだと収拾がつかなくなるので、俺はソラちゃんと話していた内容を説明せざるを得なくなった。

　そして当然と言うべきか。

　俺が示した新たな目標に、彼女たちが興味を示さないわけがなかったのだった。





第五章　次の季節へ
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　夏が終わり、季節が巡る。

　今年の秋は俺やソラちゃんたちにとって特別なもの。

　俺たちが出演したエレナの新作アニメ映画が、ついに公開されるのだ。

　最初の試写会は、エレナの強い要望もあって彼女が通う大学の文化祭で行われる。

　話を聞いたところによると、エレナが新たに立ち上げた映像サークルの発表という体ていのようだ。

　今回の作品制作においては大学側の力もかなり借りたらしい。個人制作という体裁を守れたのも、学生という立場だったからこそだとエレナは語っていた。

　文化祭は三日間にわたって開催されるが、俺たちは試写会のある二日目にエレナの通う芸大を訪れた。

「わ……本当にお祭りって感じですね」

　手作りの看板などで派手に装飾された正門を潜り、大学の敷しき地ちに入ったソラちゃんは感心した様子で呟つぶやく。

「屋台が出てるの！　トロピカルクレープだって！　美お味いしそう！」

　駆け寄っていきそうな忍しのぶちゃんを、穂ほ高だかさんが引き留める。

「遊ぶのは後にしましょう。試写会の時間に遅れちゃうわ」

「うー……分かったの」

　名残惜しそうに諦める忍ちゃんを見て、東雲しののめさんが溜ため息いきを吐く。

「ふぅ、わたくしは緊張で食欲が湧きませんわ。作品の中で自分の声がどのように聞こえるのか……不安で堪たまりません」

「大丈夫だって！　あたしたちの声はばっちり嵌はまってるはずだよ。あたしは早く観みたくてドキドキしてるっ！」

　もう待ちきれないという様子で美み沙さ貴きちゃんはぴょんぴょん飛び跳ねた。

「さすが芸大の学祭は派手さが違うね。何だか──懐かしいよ」

　しみじみと呟いたのは、ソラちゃんの母親である汀なぎささんだ。

　今日の試写会には彼女も誘った。

　目的はもちろんソラちゃんが出演した映画を観てもらうため。

　──結局まだ汀さんを説得できていないしな。

　東京から戻った後、俺はソラちゃんを養成所へ通わせてほしいと頼み込んだ。

　けれど未いまだに彼女は首を縦に振らぬまま。

「この大学じゃないけど、お父さんと出会ったのも学祭だったんだよね？」

　ソラちゃんが問いかけると汀さんは苦笑する。

「ああ、そうだよ。ソラには何度も話したっけね」

　どこか照れ臭そうに頰を搔かく彼女だったが、試写会のポスターを見かけて息を吐く。

「にしてもアニメ映画かぁ……正直言うと、私そっち系は苦手なんだよね」

「そうだったんですか？」

　俺が問いかけると、彼女は頷うなずく。

「まあ元々は私じゃなくて、今話題に出た旦那の影響さ。あの人、エンタメ系の創作にすごい敵対心持っててね。だからこそゴリゴリの芸術系を専攻してた部分もあったんだよ」

　そこまで説明したところで汀さんはハッとした表情を浮かべた。

「あ！　言っておくけど、アニメが苦手だからソラが声優を目指すことに反対したわけじゃないからね。たとえソラに声優の才能があったとしても、養成所なんて通い出したら他のことが疎おろそかになる。まだ小学生なんだから、自分で将来の道を狭めるべきじゃないと思うんだ」

　それは常識ある大人ならば誰もが思う正論だ。

　間違っていないからこそ、その意思を変えることは難しい。

「──確かにリスクはあります。でもソラちゃんはもう進む道を自分で決めています。それなら歩き出すのは早い方がいいし、ソラちゃんなら目標に辿たどり着つけると俺は信じています」

　俺が口にするのは、夏からもう数えきれないほど繰り返してきた言葉。

「相変わらずの平行線だね。私も親だから、ソラに期待したい気持ちはあるよ。でも親だからこそ、止めるべき時は止めなきゃと思うんだ」

　困った顔で汀さんは言う。

「分かってます。だからこそ今日一緒に来てもらったんです。ソラちゃんの力を、可能性を、信じてもらうために」

　俺の言葉にソラちゃんも頷く。

「お母さん、わたしの〝声〟をちゃんと聞いてね」

　娘に真まっ直すぐ見つめられて、汀さんは頭を搔く。

「まあもちろん、娘の晴れ舞台を見るために来たわけではあるんだけどさ……」

　汀さんとしては、自分の意思が変わるとは思えないのだろう。

　だが作品というものは心を動かす力がある。

　エレナの映画は、ソラちゃんの演技は、わずかでも汀さんの意思を揺るがせるはず。

　まだ完成した作品を観てはいないが、俺には確信があった。

　そうして話していると行く手に大きなホールが見えてくる。

　周囲には人だかりができており、当日入場の枠を求める長蛇の列ができていた。

　招待チケットを貰もらっている俺たちは、列を横目にホールへ入り、関係者席に通される。

　しばらくすると関係者席は徐々に埋まり、学生や一般観客もホールに入ってくる。

　満席になったホール内はざわめきに溢あふれるが、照明が暗くなると波が引くように静かになった。

　スクリーン脇にある扉が開き、エレナが姿を見せる。

　目に眩まぶしいほど色とりどりな服を纏まとった様子は、まるで海外のファッションショーのよう。

「えー、今回はあくまで大学の文化祭だから畏かしこまった挨拶は抜きにさせてもらうよ。今日はアタシの新作を観に来てくれてありがとな！」

　オーッと学生たちを中心に歓声が上がる。

「待ってたのーっ！」

　忍ちゃんもすかさず便乗し、エレナに向かって手を振った。

「今、アタシが伝えたいのは、この作品を観るために人生の時間を割いてくれたことに対する感謝だけだ。ちゃんとした舞台挨拶は映画の後にやるから、今はまず作品を観ていってくれ！」

　再び大きな歓声が沸き起こる中、エレナが腕を上げるとホール内の照明が暗くなる。

　エレナは無言で一礼し、先ほどの扉から出て行った。

　歓声はざわめきとなり、スクリーンに光が当たると期待の沈黙が落ちる。

　ついに始まる。エレナの新作アニメ映画が。

　彼女の前作はストーリーよりも、アニメーションとしての質や挑戦的な試みが高く評価された。

　要するに〝よく分からなくても楽しめる〟──そういう作品だったのだ。

　対して今回は、ストーリーも分かりやすい。

　一度台本を読めば、すっと理解できる内容だった。

　ただ前作の難解な設定などを好む層も少なからずいるので、今回の試みは評価の分かれるところだろう。

　映画が始まるまで、俺はそんなことを考えていた。

　だが本編の映像が流れた瞬間、俺の思考は作品の中に引き込まれる。

　汀さんや観客の反応はどうだとか、俯ふ瞰かん的な意識は圧倒的な作品の引力によって搔き消された。

　物語の内容は、王道のスペースオペラ。

　とある星の気候制御装置の管理を担う王族の姫に生まれた主人公──ソラちゃん演じるアリス・アライズは、謀略によって幼い弟と共にその星を追われることになる。

　弟──忍ちゃんが演じるジョンは最初泣いてばかりだったが、旅の中で少しずつ成長していく。俺の歌う挿入歌と共に流れる日常風景。

　だがそこに現れる賞金稼ぎ。

　無邪気で残酷なパルメルと、その護衛である機動兵器のＧＦ９０９９。演じるのは美沙貴ちゃんと東雲さん。

　最初は彼らに追われ、敵対するが、黒幕に纏めて始末されそうになったことで共闘し、主人公たちの間に友情が生まれる。

　立ち寄った宇宙酒場で、穂高さん演じるウェイトレスのミルから聞かされるニュース。主人公が追放された星が、気候制御装置の暴走で大変なことになっているというのだ。

　黒幕の目的はその星の資源。

　そのために住民と文明を一掃し、安値で星を買おうとしていた。

　息を吐かせぬアクションと、引き込まれる演出。

　物語の佳境で登場するのが俺の演じるキャラクター、主人公の父親──オルド。

　死んだと思われていた彼は、気候制御装置を動かす〝鍵〟として無理やり生かされていた。

　だが帰ってきた娘たちに星を託すため、その命を犠牲にしてチャンスを作る。




「行け──我が未来」




　それこそ、俺がリテイクを繰り返して絞り出した一言。

　この台詞せりふでオッケーが出た瞬間、背筋を駆け上がった達成感を覚えている。

　あの時に俺は、音楽だけでなく声優もやってみたいと本気で思ったのだ。

　そしてクライマックス。

　父親から役割を継いだ弟が装置を制御し、その間に主人公が目的地を目指す。




「わたしはそれでも、まだ飛べます……！」




　ＰＶにも使われた台詞を、主人公は口にする。

　けれどあの時とは響きが違う。込められた想おもいが違う。

　物語の中で積み重ねられてきた感情が爆発し、俺たちの、観客の胸を打つ。

　結末は、文句の付けようがないハッピーエンド。

　面白かった。

　最高だった。

　ストーリーを知っていたにもかかわらず、作品世界に没入した。

　エンドロールが流れ始めるが、余韻が凄すごくて上う手まく頭が働かない。

　ソラちゃんにとって最も重要な、汀さんの反応を窺うかがうことも忘れていた。

　だがエンドロールの後、ホール内の照明が再び付けられた瞬間に、〝結果〟は分かった。

　響き渡る拍手。

　隣の汀さんも、感情を込めて大きな拍手を送っている。

　──よかった。

　この作品に携わった者の一人として、心からそう思った。

　感動冷めやらぬ中、エレナがスクリーンの前にやってくる。

　一際高まる拍手と歓声。

　──ああ、エレナが笑っている。

　ついに見られた。

　皆で作り上げた作品は、エレナ自身を満足させるモノに至った。

　そして気付く。

　かつての俺は、束つかの間まのことかもしれないが、確かにあいつのことが好きだったのだと。

　あの時はタイプじゃないとばっさり切り捨てられた。

　背が伸びて、声が変わって、成長した俺ならまた違う結果が得られるだろうか。

　──いや、同じだろうな。

　何な故ぜならあの笑顔は、俺の力だけで引き出したものじゃないから。

　皆で作り上げ、観客の評価によって完成したもの。

〝お似合い〟には程遠い。

　結局、俺が恋したのは高たか嶺ねの花だったのだ。

　そう考えたところで胸が軽くなった気がした。

　たぶん俺はやっと過去の感情にケリを付けられたのだろう。

　──あとは〝現い在ま〟の気持ちと向き合うだけ、か。

　エレナは感謝するように一礼し、手にしたマイクで言う。

「観てくれて、ありがとう。そしてこんなに喜んでくれて──本当に、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ嬉うれしいぜ。だがあれこれ語る前に、まずはスペシャルゲストを紹介しよう！」

　こちらに目を向けたエレナに頷き返し、立ちあがる。

　俺と同時に席を立ったのは、ソラちゃん、忍ちゃん、美沙貴ちゃん、東雲さんの四人。

　穂高さんは口の動きだけで「頑張ってー」とエールを送ってくれた。

「え？　どうしたんだい？」

　しかし汀さんは戸惑った顔で疑問を口にする。

　驚くのは当然だ。何故ならこのことはあえて秘密にしていたから。

「ちょっと挨拶に行ってきます」

　俺はそう言って、ソラちゃんたちと共にスクリーンの前に出て、エレナの隣に並んだ。

「さ、自己紹介をよろしくねー！」

　エレナはまずソラちゃんにマイクを渡す。

「あ、アリス・アライズ役の、白しら瀬せ空そら……小学五年生です！」

　緊張気味の声がホールに響くと、観客がどよめく。

　主演がまさかこんな幼い子だとは思っていなかったのだろう。

　だがその驚きは続く自己紹介でさらに大きくなっていく。

「ジョン役の鈴すず森もり忍なの！　小学三年生なの！」

「パルメル役の桜さくら乃の美沙貴だよーっ！　あたしは小六！」

「ＧＦ９０９９役の東雲紫し苑おんですわ。わたくしも小学六年生です」

　メインキャストである四人が小学生であると分かり、ホールに騒然とした空気が広がる。

　だがこれで終わりではない。

　この舞台挨拶は、事前にエレナと話し合って決めた〝俺たちのための〟プロモーション。

　映画を宣伝するためでもあり、俺やソラちゃんたちが自分の夢に一歩でも近づくための布石。

　俺の脳裏を、昨夜電話でエレナと交わした言葉が過ぎる。




『カナタくん、本当にいいのかい？　それを言ったらもう後戻りはできなくなるよ？』

『ああ、分かってる。俺はEternal Redのソウタと今の自分を完全に切り離したかったけど、新たに音楽活動を始めるならそうはいかない。表舞台に出た時点で過去を掘り返されて、俺はまたソウタと呼ばれる』

『まあそうだろうね。既に今作の劇げき伴ばんを担当したLight Momentってグループは何者だって騒いでる奴やつらもいる』

『だからその前に──自分で公表する。そうすれば俺の意思もきちんと伝えられるしな』

『決意は固そうだね。キミのことが話題になれば映画の宣伝にもなるし、アタシとしては止める理由はないんだけどさ』

『はは、遠慮なく利用してくれ。俺も今回の機会を最大限活用させてもらうからな。これから活動していく上で、知名度はあればあるだけいい』




　一度深呼吸し、俺はホールの座席に座る観客を見渡す。

「今作の劇伴と挿入歌を担当した四人組バンド、Light Momentのボーカル──藤ふじ波なみ奏かな太たです」

　名乗るが彼らの反応は薄い。

　小学生のメインキャストに比べ、インパクトに欠けているので仕方ない。

　ここで俺の自己紹介は終えておくという手もある。

　そうすれば、まだしばらくのうちは一般人として平穏な日々を過ごせるだろう。

　ソラちゃんたちは俺が以前音楽活動をしていたことまでは知っているが、それが有名バンドのEternal Redだとは伝えていない。

　もし俺の過去を知れば、彼女たちの俺を見る目も変わってしまうかもしれない。

　それは正直、とても寂しくて悲しいことだ。

　けれど俺は知っている。

　夢へと踏み出す一歩は、必ずそれまでの日常にヒビを入れ、時には壊してしまうことを。

　プロの声優を目指したいと言ったソラちゃんは、もうその覚悟ができている。

　ならば共に歩いて行きたいと望む俺が、臆してはいられない。




「南みなみエレナさんの作品には以前も関わらせてもらって……その時はEternal Redのソウタとして活動していました」




　淡々と語ってみせたが、俺にしてみれば最大限の勇気を振り絞った告白だ。

　途端、ホールがしんと静まり返る。

　隣に並んでいたソラちゃんたちですら、仰天した様子で俺を見ている。

　そしてしばらくすると、ひそひそと囁ささやく声が聞こえ始めた。

「え……あのソウタ？」

「言われてみれば顔は似てるような……」

「でも声が全然──」

　どよめきが大きくなる前に、俺は言葉を続ける。

「昔の俺を知っている人なら分かるでしょうが、俺の声は大きく変わってしまいました。それがバンド解散の理由です。けれど今回、またエレナさんの作品に関わることになって──新たに一から、Light Momentの藤波奏太として音楽活動を始めることにしました」

　そこで俺は戸惑う観客に笑いかけた。

「実を言うと──今作には声優としても出演させていただいています。そちらの方面でも頑張っていこうと思っていますので、皆様よろしくお願いします」

　頭を下げ、挨拶を終える。

　一呼吸置いて、カメラのフラッシュがホール内に瞬またたいた──。





２






　舞台挨拶の後、俺たちはスクリーン横の部屋に引っ込み、観客が全員退席するのを待っていた。

「お兄ちゃん、やっぱりすごい人だったの！　しのぶが思った通りなの！」

　忍ちゃんが得意げに胸を張り、俺をキラキラした目で見つめてくる。

「あのソウタさんだったんですね……ロックには疎いのですが、名前だけは存じておりましたわ」

　東雲さんは感心したような表情を浮かべていた。

「Eternal Redってお母さんがよく聞いてるバンドだったのに……〝ＫＡＲＡＳＵ〟の主題歌も好きだったのに……全然気付かなかったです」

　悔しそうに言うソラちゃんに、俺は苦笑する。

「声が全く違うから、気付かなくても当たり前だ。まあ汀さんには、最初に会った時に見抜かれたんだけどな」

「えーっ！　そうだったんですか!?　お母さん……ずるいです」

　頰を膨らませるソラちゃん。

　その汀さんには、人が減るまで穂高さんとホールの外で待っていてもらうようメッセージで連絡してある。

「カナ兄にい、あたしは何となくそうかなーって思ってたよー？」

　美沙貴ちゃんの言葉に俺はぎょっとする。

「え？」

「あたしは歌番組とかよく見るからさ！　カナ兄の歌を聞いた時に、何だか歌い方が似てるなーって」

「でもそんな素振りは全く……」

「だってカナ兄、あんまり聞かれたくなさそうだったし。大好きな人の嫌がることなんて、あたししないよ？」

「…………」

　そこまで見抜かれていたとは思わず、絶句してしまう。

「ま、子供の目と耳を甘く見るなってことだね」

　エレナが後ろから俺の肩をポンと叩たたいた。

「……確かにな。こうなるなら、皆には話しておくべきだったかもしれない。えっと……怒って、ないか？」

「え？　どうしてですか？」

　きょとんとするソラちゃんたち。

　俺としてはずっと隠しごとをしていたことに罪悪感があったので、怒る子もいるかと思っていたのだが──。

　嚙かみ合あわない俺たちの様子にエレナが笑う。

「あはは！　キミのファン層は主に中高生だっただろう？　普通の小学生からすれば、名前を知っているぐらいな存在だ。正体がバレたところで、そんなに印象が変わるものじゃないさ」

「……そういうものか」

　何だか自意識過剰だったみたいで恥ずかしくなる。

「ただ、塔とう子こちゃんに関してはどうだか知らないよ？　かなりびっくりしていたみたいだし、ちゃんとフォローはしてあげな」

「了解」

　俺は深く頷く。

　そこでホールから聞こえていたざわめきが途絶えたことに気が付いた。

「退場が終わったみたいだな。俺たちもそろそろ行くか」

　俺の言葉にエレナは頷く。

「ああ。出待ちには気を付けて──って言いたいところだけど、もうすぐグラウンドでチョー人気なロックバンドのライブがあるみたいだし、そんなに心配しなくてもいいはずだよ」

　そう言えばここに来るまでにポスターを見た気がする。

　元からEternal Redより遥はるかに有名で、ドラマやアニメのタイアップも数多くこなしているバンドだ。俺自身もその曲を聞いて影響を受けたことがある業界の大先輩。

　どんな世界にも、上には上がいるものだ。

「常に比較されて優先順位を付けられるのが、エンタメの辛つらいところだな」

　俺は肩を竦すくめて冗談っぽく言う。

　悔しい気持ちも少しあるが、世の理に文句を付けても無駄なこと。それに今はそれぐらいでちょうどいい。

　皆と共に控室を出る。

　俺とエレナは最後尾──二人並んで歩く。

　今ならこうして〝並ぶ〟ことに気後れは感じない。

　未来はまたどうなるか分からないけれど、この瞬間だけはエレナの背中に追いつけた。

　だから、ここで──。

「なあ、エレナ」

　彼女にだけ届く声量で話しかける。

「何だい？」

　俺に合わせてか、彼女も声を抑えて問い返してきた。

「お前さ、ショタは趣味じゃないって言ったよな？」

「……ああ」

　わずかな間を置いてエレナは答える。

「じゃあ、どんな趣味なんだ？」

　勇気を振り絞った一言。

　ここで踏み込むことは、あの時の続きをしようという意思表示に等しい。

　長い沈黙。

　その後に返ってきたのは、予想外の返答だった。

「いや────ごめん、あれ噓うそ」

「は？」

　まさかの一言に俺は啞あ然ぜんとする。

「アタシ、美少年とかチョー好きだし」

「だったら……」

　どうして俺をフッたのか。

「ああでも言わないと引ひき摺ずるだろ、お互いに」

「それって……」

　心が揺れる。彼女の言葉が意味するものを、おぼろげに察した。

「アタシはアニメに命懸けてたいんだよ。自分の中の一番を、まだ動かしたくない。あの時も──今もな」

　ゆっくりと彼女の声が俺に染しみ入ってくる。

　──何がお似合いだ。

　かつての勘違いに顔が火照った。

　アニメと音楽。それぞれ一番大事にしているものがあるから、お互いを二番目に置いて付き合えるかもしれない──俺はそんな風に考えて告白まがいのことをした。

　でも結局、そんなのは子供の妄想だ。

　誰かを本気で好きになれば、一番にならないわけがない。

　エレナが言っているのは、そういうこと。

　あまりに当たり前な事実。

「──そうか。じゃあ、仕方ないな」

　俺は苦笑して言う。

　認められていたからこそ、拒絶された。

　認められているからこそ、今も近づけない。

　結果は同じだけれど、理由を知れて納得できた。

　理由を話してもらえるぐらいには大人になれたことが、少し嬉しかった。

「ああ、仕方ない。残念だけどな」

　エレナも苦笑いで同意する。

　ようやく一つの感情に決着をつけられた気がした。

　心なしか、胸が、体が軽い。

　ポンとエレナに背中を軽く叩かれた。

　その微かすかな力に押されて、一歩前に出る。

　前を歩く、ソラちゃんたちに近づく。

「カナタさん？」

　俺の気配に気付いて振り向いた彼女に、俺は笑いかけた。







　ホールの階段を下り、なるべく目立たないよう気を付けつつ外へ出る。

　エレナが言っていた通り、学生の多くはグラウンドの方に移動したようだ。

　だが物陰に隠れて様子を窺っても、外で待っているはずの汀さんと穂高さんの姿が見えなかった。

　──遠くには行ってないと思うけど。

「ちょっとここで待っててくれ」

　下手に動き回ると迷子になるので、他の皆にはホールの入り口前に待機してもらい、俺は建物の周りを一周してみることにする。

　するとホールの裏手に来たところで、穂高さんを発見した。

「あ──」
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　声を掛けようとしたところ、彼女はハッとした表情を浮かべて俺の腕を摑つかむ。

「藤波くん、こっち！」

　そのまま植え込みの裏にまで引っ張り込まれてしまう。

「……穂高さん？　どうしたんだ？」

　戸惑いながら俺は問いかける。

「どうしたじゃないわよ……！　人目があるところで女の子に声を掛けるなんて……ファンの子に見られたら大騒ぎになっちゃうじゃない！」

「いや、もうホールの周りにはそんなに人がいなかったし大丈夫だって。というか汀さんは？」

　俺は落ち着かせようとするが、彼女は首を横に振る。

「汀さんはトイレ。それより藤波くん、甘いわよ。ガチファンを舐なめたらいけないわ」

　そう答えた彼女は至近距離から俺の顔をじっと見つめてきた。

「本当に……あのソウタくん、なのね。分かんないものね……わりと好きなバンドだったのに……でも、私の目は間違ってなかったわ」

「間違ってない？」

　分からなかったのに間違ってないとはどういうことなのか。

「男を見る目は確かだったってことよ。藤波くんのこと、只ただ者ものじゃないとは思ってたし。あー……この前の合宿中にもっと仲良くなろうって思ってたのになぁ。色々あってそんな雰囲気じゃなくなっちゃったしさ」

　大きく溜息を吐く穂高さん。

「そしてさらに今回のことで、藤波くんは学校でも大人気になること間違いなし。藤波くん……きっと私が傍そばにいると迷惑になっちゃうわよね？」

　自信がなさそうに問いかけてくる穂高さん。

　だが俺は即座に首を横に振った。

「そんなわけない。むしろ今後、俺が穂高さんに迷惑かけないか心配で──」

「わ、私こそ気にしないって！　ガチファンは怖いけど、私わりと教室での政治力はある方だから」

　その答えに俺は笑う。

「政治力って──はは、確かに穂高さんは人気者だからな」

　彼女であれば妙なやっかみから嫌がらせを受ける心配は少ないだろう。

「あれ？　ひょっとして人気者同士でお似合い？」

　冗談めかした彼女の台詞にドキリとする。

　それは過去の俺とも重なる言葉だったから。

「どうだろう……でもこれからも仲良くしてくれると嬉しい」

　ただ今は自分の感情がよく分からず、曖昧な返事をする。

「もちろん!!　またどこかに遊びに──お忍びデートしましょうね？」

　悪戯いたずらっぽく言う穂高さん。

　するとそこで視界の隅に汀さんの姿が見えた。

　どうやらトイレから出てきて、穂高さんを捜しているらしい。

「あ、汀さん戻ってきたよ」

「ホントだ！　おーい！」

　穂高さんは手を振って植え込みの陰から出る。

　デートの誘いに返事はしない形になってしまったが、たぶんまた近いうちに遊びに行くことになるのだろう。

　俺たちは汀さんと合流し、ホールの前に戻る。

「お母さん！　どこ行ってたの？」

　ソラちゃんが駆け寄ると、汀さんは頭を搔く。

「ごめんごめん、トイレが裏手の方にあったんだよ。それより、まずは頑張った娘にちゃんと映画の感想を伝えなきゃな」

「あ──」

　ハッとしたソラちゃんは、身を固くした。

　俺もその時が来たのだと身構える。

　ソラちゃんが養成所へ通うことをまだ認めていない汀さん。その意思を変えることができる機会は、今回ぐらいなものだろう。

「私みたいなおばさんには、ちょっと青臭い物語に思えたけど──うん、普通に楽しめたよ。というか最初、ソラが誰の声をやっているのか分からなかった。主役だって聞かされてたのに、それがソラの声だって頭がなかなか認識しなかったんだ」

　苦笑を浮かべながら汀さんは言葉を続ける。

「はは、毎日聞いてる声なのに変だろ？　でも本当に──あのキャラクターの声にしか聞こえなかった。ソラの顔が全然浮かばない。それはたぶん、きっと凄いことなんだろう」

　彼女の声に寂しげな色が混じった。

「あんな大勢の前で挨拶をしたのもびっくりしたよ。あの引っ込み思案な子が……自分が主役だったんだぞって胸を張っているのを見て、分かった。もうソラは子供じゃないんだってね」

　そう言うと汀さんは手を差し出す。

「凄かったよ。主役の声優さん。よかったら握手してくれないかい？」

「う、うん……！」

　おずおずとソラちゃんが手を握ると、汀さんは満足そうに笑った。

「ソラ、これからは自分の時間の使い方は自分で決めな。お金に関しちゃ限度はあるけど……とりあえず養成所に関しては、今回のギャラと私の稼ぎで何とかなるさ」

　それを聞いてソラちゃんの頰に赤みが差す。

「お母さん……じゃあ──いいの？　わたし、声優を目指しても……」

「今言っただろ？　自分で決めろって」

　苦笑する汀さん。

「っ……ありがとうっ！」

　ソラちゃんは顔を歪ゆがめ、泣き出す前にその顔を汀さんの胸に埋うずめた。

「おいおい、これじゃまた子供扱いしたくなっちゃうぞ？」

　困ったように言う汀さんだったが、その表情は温かく──とても嬉しそうに見える。

「……ソラちゃん、よかったわね」

　一緒に様子を見守っていた穂高さんが呟くと、皆は大きく頷いた。

　グラウンドの方から腹に響く重低音が聞こえてきた。ライブが始まったらしい。

　今日この日は、俺たちが努力してきた数ヵ月間のゴールだった。

　でもここからまた、新しい日々が始まる。

　優しくて、明るくて、元気で、真面目で、やんちゃで、騒がしくて、才能に溢れた少女たちと共に歩く日常が──。
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終章







　秋が終わり、冬が来る。

　新しい道に踏み出すにしても準備が必要だ。

　養成所に通う許可を得たソラちゃんだが、実際のところ今すぐに通うことは難しい。

　養成所側の受け入れ態勢やスケジュールもあるし、そちらに時間を割けばボランティア委員の仕事を投げ出すことになる。

　忍しのぶちゃんや美み沙さ貴きちゃん、東雲しののめさん、穂ほ高だかさんもエレナの映画に出演したことで将来に対する考えが大きく変わったらしい。

　児童館で顔を合わせると、皆これからのために色々と動いているようだった。

　俺はと言えば、新しく作ったLight Momentのチャンネルで定期的にオリジナル曲の動画を上げている。

　メンバーたちと住む場所が離れているので、別々に収録をしてミックスをするという形式だ。

　ただ、エレナの映画で使われた曲以外は、Eternal Redの曲の再生数に遠く及ばない。

　まずはかつての自分たちを超えることが、当面の目標になっている。

　エレナの新作映画は若年層を中心にヒットし、公開期間が延長。だが海外の評価は思ったより厳しいらしく、今作のノミネートは難しそうだとエレナが言っていた。

　興行収入的には成功と言えるものではあったが、まだ社会現象と呼べるほどのものではない。

　小学生のメインキャストや、再結成した高校生バンドについても、一部で話題になった程度だ。

　しかしその作品は、エレナにとっても、俺やソラちゃんたちにとっても、確実に前へ進む一歩となっていた。







　冬が終わり、春が来る。

　進級と卒業の季節。

　俺と穂高さんは高校三年生に、ソラちゃんは小学六年生に、忍ちゃんは小学四年生に──そして美沙貴ちゃんと東雲さんは別々の中学校に進学した。

　準備は完了。

　ついに新たなスタートを切る時が訪れた。

　始業式の後、新しいクラスでのホームルーム。

　それが終わると同時に俺は教室を出た。

　三年の教室は校舎の三階。

　階段を下りようとしたところで、穂高さんと出くわす。

「藤ふじ波なみくん、タイミング同じだったわね」

「ああ、そうだな」

　彼女の言葉に頷うなずき、二人並んで階段を下りる。

「今年は別のクラスになっちゃって……すごく残念。ボランティア委員の活動も二年生までだし、一気に藤波くんとの距離が開いちゃったみたい」

　溜ため息いきを吐く穂高さん。

「まあ俺も、一番仲のいい穂高さんとクラスが分かれたのは寂しいよ」

　転入してほぼ一年経たつが、放課後はボランティアと音楽活動、皆とのボイストレーニングに当てていたので、穂高さん以外に深く関わる友人はできなかった。

　俺の正体が広まり、有名人扱いされたことでクラスメイトとの距離を詰めづらくなったのも原因の一つ。

　新たなクラスで浮かないか少し心配だが、まあ三年生は受験で手一杯なので俺も自分のことに集中すればいいだろう。

「でもさ、実際これからも頻繁に顔を合わすことにはなるだろ？」

　俺がそう言うと、穂高さんは笑顔になる。

「確かにそうね。もう待ってる子もいるかもしれないから、急がないと」

　頷き、歩調を速める彼女に俺も続く。

　高校を出て雛ひな野の駅に向かって歩いていると、後ろから声を掛けられた。

「あ、待ってください！」

「待ってなのー！」

　振り返ると、ソラちゃんと忍ちゃんがランドセルを揺らしながらこちらに走ってきている。

「ソラちゃん、忍ちゃん、二人とも進級おめでとう」

　彼女たちが追いつくのを待って、俺は祝いの言葉を述べた。

「あ、ありがとうございます……」

　少し乱れた髪を整え、ソラちゃんは礼を言う。

「お兄ちゃんと、トーコお姉ちゃんもおめでとうなの！」

　忍ちゃんの言葉に穂高さんは笑みを浮かべる。

「ありがとう。じゃあ一緒に行きましょうか」

「はい！」

「れっつごーなの！」

　ソラちゃんと忍ちゃんは頷き、俺たちの歩みに加わる。

　そのまま進むと雛野駅が見えてきた。

　改札前には、見覚えのある二人の少女が異なる制服を着て立っている。

「おーいっ！」

　元気よく挨拶するのは、市立中学の制服を着た美沙貴ちゃん。

「お待ちしておりましたわ」

　有名私立女子中学校の黒いセーラー服を着た東雲さんは、優雅に一礼する。

「これで全員揃そろったな」

　俺の言葉に皆は頷いた。

　今日だけは全員一緒に行こうと約束していた。

　改札を通り、皆で同じ電車に乗る。

　目的地は同じ。

「今日から──プロの声優になるための勉強を始められるんですね。しかもまた皆と一緒に……」

　揺れる電車の中、隣に座ったソラちゃんがしみじみと呟つぶやく。

「まさか全員で、とは俺も思ってなかったよ」

　俺は苦笑を浮かべて言う。

「はい──でも、嬉うれしいです」

「ああ、俺もだ」

　窓の向こうを飛ぶ鳥を、電車がゆっくり追い越していく。

「カナタさん、結局一年近くもレッスンをしてくれてありがとうございました」

「……まあ、後半はレッスンっていうより合同練習って感じだったけどな」

「だとしても、わたしの──みんなの先生は、カナタさんでした」

　電車は快速。

　いくつも駅を飛ばして、俺たちを次の舞台に運んで行く。

「今日からは先生じゃなく、仲間で──ライバルだ」

「はい」

　もう覚悟はできているという顔でソラちゃんは頷いた。

「養成所、頑張ろう」

　俺がそう言うと、ソラちゃんが無言で俺の手に自分の手を重ねる。

　温かくて、ちいさな手。

　柔らかくて、細い指。

　握る力も頼りない、子供の掌てのひら。

　でもきっと、この手は自身の夢を摑つかみ取とれるはずだ。

　彼女の腕は、目指す場所に伸ばされている。

　その指先は、既に夢の端に触れている。

　あとは懸命に手繰り寄せるだけ。

　届く。きっと届く。

　だから俺も──。

　音楽で、作品の中で、どこまで遠くに自分の〝声〟を響かせられるか、試したい。

　ソラちゃんの手を優しく握り、流れる景色の果てを見つめる。

　叶かなうなら、彼女と共に。

　同じぐらい、遠くまで。

　俺たちの声が世界の果てまで届く──そんな未来を夢見ながら、俺は座席の背もたれに体重を預けた。
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あとがき







　お久しぶりです、ツカサです。

　この度は『ちいさな君と、こえを遠くに』の二巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　前巻で行われたオーディションに合格し、南みなみエレナのアニメ映画に出演が決まったソラたち。今回はいよいよその収録に向かうお話です。

　元々、一巻が前編、二巻が後編みたいなイメージで構成していたこともあり、わりと綺麗に纏まったエピソードになった気がします。

　けれど物語がこれで終わりというわけではなく、現在三巻も執筆中です。いつ頃になるかは分かりませんが、また皆様にソラたちの物語をお届けしたいと思っています。

　それにしても──このお話を書くまで、私は児童館という場所を思い出すことがほとんどありませんでした。

　高校生の主人公と小学生のヒロインが自然と関わるようなシチュエーションを考えていた時に頭を過よぎったのが、近所にあった児童館でした。

　私がはじめて児童館へ行ったのは、この作品で言う〝日曜レクリエーション〟のような催しがあった時。

　そこでは近くにある教育大学の学生がボランティアとして参加していて、一緒に遊んでもらった記憶があります。

　学校みたいな、学校ではない場所。

　先生よりも若い、お兄さんお姉さんたちと遊べる空間。

　それは子供の頃の私にとって、とても不思議でワクワクする経験でした。

　そんな懐かしい思い出を土台にして、物語を紡いできました。

　もしよければもう少しお付き合いいただけると嬉しいです。

　と──まだちょっとだけページがあるので私の近況を。

　一巻のプロフィールにも書いたのですが、実は少し前にペーパードライバーを卒業しました。

　ペーパードライバー歴は十何年というレベルだったので、もう一から学び直した感じです。乗り始めて半年近く経ちましたが、まだビクビクしながら道路を走っています。

　ただ車があると本当に〝近所〟や〝遠い〟の概念が変わりますね。十数キロ離れたスーパーマーケットが近所だという感覚は、これまでにないものでした。

　電車の通っていない観光地にも気軽に行けるので、色々と見て回りたいなと思っています。

　それではそろそろ謝辞を。

　しらたま先生。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。

　どのキャラクターもとても可愛く魅力的で、口絵イラストはいつまでも眺めていたくなるほど素敵です。

　二巻では幼馴染のユキまでイラスト化してくださり、とても感動しました。

　今後ともよろしくお願いいたします。

　担当の庄しょう司じ様。この二巻を納得できる形に仕上げることができたのは、庄司様の的確なご指摘のおかげです。私一人では見落としてしまうものを全て拾い上げ、より良い形に導いていただけました。今後もご迷惑をお掛けしてしまうかと思いますが、一緒に作品を作っていけると嬉しいです。

　最後に読者の方々へ最大級の感謝を。

　それでは、また。





二〇二三年　四月　ツカサ
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『ちいさな君と、こえを遠くに２』

電子版特典書き下ろしショートストーリー

「リトルガールズトーク」





「今日はカナ兄とトーコ姉、遅くなるんだっけ？」

　桜乃美沙貴はしんとした館内を見回して言う。

　閉館時間が過ぎ、子供たちが帰った後の児童館は静まり返っている。

「何かクラスの用事があるとのことでしたわ。お二人が来られるまで暇ですわね」

　声のレッスンにいつも使っている防音室。

　そこに置かれたピアノの椅子に腰かけて、東雲紫苑は小さく欠伸をした。

「え、えっと……じゃあ先にわたしたちだけで自主練しておきますか……？」

　そこで白瀬ソラが小さく手を挙げて発言する。

「でも自主練なら今じゃなくてもできるの。せっかくだし皆で遊びたいの！」

　そう反論したのは、一番年下の鈴森忍。

　彼女の意見を聞いた美沙貴が、何かいい考えを思いついたという顔で手を叩く。

「じゃあさ、四人で遊びながら練習するのはどう？」

「遊びながら？」

　怪訝な顔をした紫苑に美沙貴が説明する。

「うん、みんなそれぞれ今練習しているキャラクターになりきってさ、恋バナとかしちゃおうよ！」

「こ、恋バナですか!?」

「わあ、面白そうなの！」

　動揺するソラだったが、忍は乗り気になる。

「確かに、それなら練習にもなりそうですわ」

　紫苑が同意するのを見て、ソラも渋々頷く。

「……皆がやるなら、私もやります」

「よし！　じゃあ改めてキャラの確認してから始めよー！　あたしはパルメラ！　残酷だけど変に子供っぽいところもある賞金稼ぎの女の子！」

　美沙貴は自分が演じるキャラクターの説明をする。

「わたくしはＧＦ９０９９。感情のないロボットの役ですわ。ただ、マスターであるパルメラに対してだけは過保護なことを言うことが多いです」

　続いて紫苑が自分の役を語った。

「しのぶはジョン役なの！　泣き虫の男の子なの！」

　忍は元気よく手を挙げて言う。

「わたしはアリス・アライズ役です。放浪の旅をするお姫様──明るくて前向きな、強い女の子……」

　最後にソラが役の概要を述べると、美沙貴がパンと手を叩く。

「じゃあ皆、心の準備はいい？　よーい、スタートっ！」

　彼女の合図で奇妙な恋バナ会が始まった。

　けれどどのように役に入ればいいのか分からないのか、しばらく沈黙が続く。

　それを見た美沙貴が口を開いた。




「きゃははっ！　あなたたちどうして黙ってるの？　好きなコの話をするんでしょ？」




　普段の美沙貴とは雰囲気の違う口調。

　それで皆の表情から戸惑いが消える。

「──その通りです。ですがまず、それぞれに想い人がいるかどうかを確認するべきかと」

　紫苑が平坦な声音で言う。

「僕は……いる、よ」

　忍が気弱そうな声音で会話に入る。

「私も──います」

　ソラはよく通る声できっぱりと告げた。

「へー、そうなんだぁ。もちろんアタシもいるわよ？」

　胸を張って言う美沙貴。

「三名が該当──恋バナの進行は可能だと判断いたします」

　だが紫苑がそう言うと美沙貴は顔を顰めた。

「ちょっと他人事みたいに言わないでよ。あなたはどうなの？」

「当機には感情などありません。よって恋などいたしません」

「わ！　ずーるーいー！」

　頰を膨らませた美沙貴は紫苑に詰め寄る。

「マスターが設定した前提条件ではありませんか。当機に責任はありません」

　澄ました顔で紫苑はそう答えた。

　それを見たソラがすかさず口を挟む。

「全員が参加できる話題に変えたらどうかしら？　これじゃ平等じゃないわ」

「え……僕、ちょっと恋バナに興味あったのに……」

　けれど忍は恋バナをしたいらしく、気弱な演技をしながらも抵抗する。

「だよねー。あ、そうだ──聞き方を変えればいいのよ！」

　にやりと含みのある笑みを浮かべた美沙貴は、紫苑を指差す。

「マスター権限で質問するわ。あなたの中で一番優先度の高い男性は誰？」

　問われた紫苑は一瞬言葉に詰まったが、美沙貴を睨みながも演技を続けた。

「それはもちろん当機を作った博士──人間でいうなら父親、です」

「そういう身内以外だと？」

　けれど美沙貴は諦めない。

「……機密事項です」

　ぷいと顔を背ける紫苑。

「えー！　せめて名前のイニシャルだけでも教えなさいよ！　アタシはマスターよ、マスター！」

　役の立場を使って美沙貴は紫苑に迫る。

　紫苑は小さく息を吐いてから短く告げた。

「──Ｋ」

「!?」

　だが何故かそこで皆が少し動揺を見せる。

「え、えっと──じゃあ皆も順番に名前のイニシャルだけ言ってく？」

　美沙貴がそう言うと、忍が口を開く。

「僕も……Ｋ、だよ」

「偶然ね──私もＫよ」

　ソラは気丈な演技をしつつも、顔は赤くなっている。

「そうなんだー……あはは、アタシも同じだよー」

　美沙貴は半ば演技を忘れて頭を搔く。

　部屋に気まずい沈黙が落ちたところで、紫苑が窓の方に顔を向けた。

「藤波先輩と穂高先輩が来ましたね。遊びはこの辺りにしておきましょう」

　その言葉で皆がホッとした様子で肩の力を抜く。

　そしてしばらくして二人が部屋に入ってくると、美沙貴は藤波奏太に駆け寄って囁く。

「カナ兄は……人気者だねっ」

「え？　な、何のことだ？」

　戸惑う奏太だったが、美沙貴は明るく笑うだけで答えようとはしなかった。
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本作品は、二〇二三年五月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。
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